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もはや昭和は遠くなりにけり，という時代になった．そ

の平成2年の暮に，仁科芳雄生誕百年を記念することは，

昭和を生きてきた私の世代には複雑な感慨を組こさせるの

であるが， 21世紀に向けて意気軒昂な世代にとっても反省

と展望のよい機会を与えることとなること長期待したい．

筆者は朝永先生の後安うけて仁科記念財団理事長の重責

を負ってはいるが，御生前の仁科先生のお顔告拝したこと

は数えるほどしかない．東京大学の物理学科の後期で原子

核物理の講義をもたれたが，ほとんど印象に残っていない

のは残念である．現在の物理学会会員諸氏の大部分が仁科

の名を知らなくても不思議はない． しかし，日本に近代物

理学の父ともよばれる仁科の名を我々は忘れることができ

ない．

仁科芳雄は1890年12月6日岡山県にうまれた．岡山市か

ら1時間もかからない盟庄町には仁科の生家が保存され，

現在では郷土の偉人をしのぶ記念館もある. 1918年東大工

学部電気工学科長恩賜の銀時計を受けて卒業，創設された

ばかりの理化学研究所に入り，同時に理学部物埋学教室に

おいて長間半太郎教授の指導をうけた. 1921年理研研究員

となり，同年戦火ょうやく収ったばかりの欧州、｜に留学を命

ぜ、られ， 1923年から1928年にわたってコペンハ…ゲンの

ールス・ボーア研究所で量子物理学を研究され，帰朝され

た後は，理化学研究所に研究室をもたれ，実験，理論の両

面にわたってわが国に近代物理学の芽を植え， これを育て

ることに力を尽された．理化学研究所長として，また株式

会社科学研究所社長として，戦後の荒廃の中から，日本の

科学の再興をはかることに全力をあげられたが，あまりに

もはやく 1951年，志、なかばにして逝去された．今日までの

御存命は願うべくもないが，いまの日本の経済発股，

研究の降感を御覧いただけたとすれば何とおっしゃること

であろうか．

コペンハ…ゲンにおられたとき，先生がニールス・ボー

アlこ，“日本人にも科学はできるでしょうか”と問われたと

いう話は有名である．この聞については，森永晴彦教授の

優れた省察があるので（自然1976年 1月号），ここに論ずる

必要はないが，その時代とすればこの疑問は当然のことで

あったであろう．近代科学はヨーロッパの所産であり，こ

とに量子物理学の発展はヨー口ッパが中心であった．長岡

半太郎のように日本の近代化のために気負う物理学者もい

たが，何といっても日本は世界の片岡舎に過ぎなかった．

そういえば，アメリカだってその時代はまだ田舎だったの

である．その片田舎から沸きかえる新物理学の中心に飛び

こんだ仁科先生の希望と絶望を娘像することは難くない．

さればこそ，日本に帰られた先生はこの日本に近代物理の

種をまき，苗をそだてるためにその生涯を捧げられたので

あった．

日，物E理学研究にたずさわるひとびとのほとんどすべ

てにとって，仁科先生の間いは全くのナンセンスとしか受

け取られないであろう．科学が普遍性をその生命とするか

ぎり，アプリオリに日本人が科学に向いていないなどとい

うことはありえない．ノーベル賞の数はまだ少ないとはい

え，物理学においても，日本からの基礎的な貢献は世界的

に認識されている． ここまで来たことについては，我々は

いま先人の苦闘をあらためで思い超こす必要がある．今の

研究者にとっても，日本の研究環境はけっして満足なもの

ではないが，戦後ここまで築くための努力は大変なもので

あった．その苦闘にもかかわらず，物理学の欧米における

加速度的な驚異的な進歩にはいまだに追いつききれないと

ころが少なくない．あらためで仁科先生の疑問を思いおこ

すこともあるのである．

森永教授は，西欧文化の絶対観と東洋文化，とくに日本文

化の相対観の相違に注目される． これもひとつの卓見で、は

あるが，私にはそれよりも伝統の長さの違いのように思わ

れる．ボーアはその量子論における相補性の哲学を西洋対

東洋の対立に持ち込もうとしたということで，仁科先生の

疑問もこれに関連していたことであろうが，先生も内心は，

日本人にも科学は出来ると信じ，それを実証するために終

生の努力を傾けられたにちがいない．日本の工業技術水準

の高さは今日自他ともに認めるところであるが，それにひき

くらべて基礎科学における貧しさがいわれているのである．

これからの物理学がどういう方向に向かつてゆくか，そ

れを予見することは至難の業である．仁科生誕百年に際し

はじめ，日本の科学のいわば捨石となられた

幾多の先人を思いりこれからの科学を担ってゆく志を新た

にするよすがとなれば，この特集号を編む意義が果たされ

ることと思う．
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図1 仁科芳雄博士. 1948年．

図2 仁科芳雄の生家． もと代官屋敷．現在は修複・改装されて外観もかなり変った

が，この写真は改装以前のもので，もとの姿をとどめている．
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関3 1929年9月ディラック， ハイゼンベルグを迎えて 理化学研究

所にて．右より杉浦義勝，本多光太郎，ディラック，長間半太郎，ハイ

ゼンベルグ，大河内正敏，片山正夫，仁科芳雄．

図5 1936年11月足柄峠にて．理研，仁科研究室一行．前列右より，

竹内椛，五木英彦，仁科芳雄，小林稔，朝永振…郎，山崎文男，牒悶由夫，
後列右より，新間啓三，関戸弥太郎，有山兼孝，高野玉吉，天木敏夫，
一人おいて富山小太郎，梅田魁，渡辺扶生，須賀太郎．

図4 1937年8月仁科研究案の霧箱で横須賀海軍工廠需池工場にで撒

影されたミュオンの写真（本文，竹内柾，仁科研究室・宇宙線・霧箱参

照）

関6 1937年，ボ…ア来日の際，鎌倉大仏にで．左より，仁科芳雄，堀
健夫，ニールス・ボーア，高嶺俊夫，ボ…ア夫人，次男ハンス・ボーア，
杉浦義勝，福田光治，
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辻 哲夫 く東海大学工学部応用物理教室 259一吋刻｜｜県平塚市北金目 1117)

1. 学習時代・里庄一岡山…東京

「僕は岡山の田舎に育った」I) と， 仁科芳雄は晩年にな

って自分の生い立ちをふりかえり，一言でこうのべている．

しかしそこには，言葉でいいつくせぬさまざまな想いがこ

められていたのかもしれない．

彼の育った田舎とは，岡山県浅口郡里庄村（現在の里庄

町）である． ここは久しく寒村であった．さして高くはな

いが南北両側を併走する山並に狭まれた狭｜誌な村は，平地

が少なく耕地面積もごく限られていて，農業だけでは求め

うる豊かさにも限界があった．東西の両隣には鴨方町と笠

岡市があり，商業の方もこちらに先壱越されて，ながくと

り残されたままだった．だから男たちは農閑期に村を離れ

て出稼ぎにゆき，日日の糧を補った．この村が備中杜氏の

出身地として知られたのもそのためである．仁科の生家は

この地のもと代官であった．

山裾の小高いところにその生家はあり，今は立派に修復

されて，背さながら代官屋敷の威容を保っている． しかし

周聞の風景は…変している．近年急速に発達した産業都市，

現在の里庄町のたたずまいは， もはや寒村の面影を偲ばせ

るものではない．町を貫通する産業道路を挟んでいくつか

の工場が立ち並び，住宅も密集し始めて，いかにも活気づ

いている．

しかし戦後間もなく 1951年に亡くなった仁科芳雄には，

むろんここまで様変わりするわが村の姿

を想像することはできなかった．彼がい

つもJ心に抱いていたのは，やはり

期を過した頃の村のなりわいであり，そ

の貧しさの中で代官屋敷の子として育っ

たことを忘れはしなかったであろう．彼

はいずれ村を離れ，岡山へ，東京へ，そ

してヨー口ッパへと飛び立つことになる

が，その胸中には常に「岡山の田舎Jが

物心の起点、として潜狂していたにちがい

ない．

仁科芳雄は1890（明治23）年12月6日，
ありまき つね

父・仁科存正，母・津祢の四男として生

まれた．その下に末弟の正道がいるだけ

で，綿勢9人の子供の中では，いわばも
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う一人の末っ子でもあった．後になって交わされた手紙の

文面からみても，この末の 2人はとても仲がよかったよう

である． もと代官とはいえ，明治になってからはもう役人

ではなく，家業は農業および製塩業であった． しかしなお，

村での家の格式は高く，仁科芳雄もその点を十分に自覚し

うるように育てられたであろう．それにひきかえ家計の方

は，塩田からの収益が時代とともに減少してゆくにつれ，

かなり苫しくなっていったとみられる．

だがそんなことには関わりなく，仁科少年は素直で明る

く利発な子供であった. 1897 （明治30）年に犀敷からもさ

ほど速くない新庄尋常小学校に通うようになってからは，

勉強の好きな成績の良い予として目立ちは心め，それとな

く一家の期待を集めるようになっていった． この頃の習字

や絵が今も保存されており，それらには仁科の多才な一面

が早くも表出されている．兄や姉たちも，この気だてのや

さしい弟を声援しながら見守っていたであろう．

1901 （明治34）年に隣の町の生石高等小学校に入学し，

往復 10kmの道を 4年間歩いて通った． この頃， 「少年世

界Jという雑誌をたいへん闇白く読んだと，仁科は述懐し

ている• I）この f少年世界Jは1895年の創刊で，少年たち

に雑誌の魅力を教える草分けとなったものだが， しかし里

庄村でこれが読めたのは，代官屋敷の子以外にそう多くは

なかったであろう．「小学校では理科の方の課目は比較的

n
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い
科
！
誹
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図1 仁科芳雄が少年時代（小学校高学年）に描いた墨絵の絵馬．
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関2 岡山中学5年生の頃の仁科芳雄．

興味をもったのだろうが， JJIHこ何が好きというのではなく

何でも読んだ• jl）仁科自身はこう言っているが，手元に

あれば何でも読んだというだけで，少年の好奇心を満たす

だけの多様な本が十分あったわけではあるまい．彼はむし

ろ，学業にはげむ勤勉な少年であったと思われる．その勉

強部屋がどこだったのか詳しいことはわからないが，生家

の間取図を見ると奥の方の二階がそうだったと思われ，そ

うだとすればこの部屋からは，当時入江の海が見えたはず

だという．仁科も明るい海を見ながら，広い世界を縦横に

生きてゆくことを夢みたのであろうか．

・高等小学校の計8年を終えて，仁科が岡山中学校

に入学したのは1905年（明治38）年4月，日本海海戦を間

近にひかえて日露戦争も終駕しようとしていた頃であった．

「岡山の中学はお城の中にあって，自分は田舎か

ら出てその寄宿舎に五年間を過した• jl）こうし

て仁科は田舎を離れ初めて独り暮すことになった．

さらに第六高等学校に進み1914（大正3）年7月

に卒業するまで，岡山では 9年余を過している．

この間，野球やテニスに興じて若さを放散させる

ことはあったが，なによりも学業に専念する

目な学生であったしかし六高では肋膜災にかか

り，一年休学を余儀なくされている．仁科はその

後，大学に在学中も肋膜炎を再発して一年間休学

をする．その点，彼の学生生活はいくども病気に

苦しめられ，けっして順調とはいえなかったが，

その皮出，逆境に耐える力を養うことになったの

ではないだろうか．

仁科は1914（大正3）年9月，東京帝国大学工

科大学議気工学科に入学したが，この忠望学科の

選択については，いくらか動揺がみられる．

科を志望しそれがきまった後で，土木工学科への志望学科

変更願を大学へ提出している． これはききとどけられず，

ることになったのだが，一生の仕事と

してなにを選ぶかにつき，あれこれ思い悩むこともあった

のであろう． このことはさらに大学卒業時にまで尾を引き，

こんどはもっと大がかりな変化が起ることになる．

仁科が電気工学科を首席で卒業し，恩賜の銀時計を拝受

したのは， 1918（大正7）年7月のことである．その後の

ことを彼は「大学を卒業してから，僕は理研に入ったので

あるが，その時物理をやってみようと思いだしたjと，い

とも簡単に要約している． しかしこの推移にはかなりこみ

いった事情が介在していた．そのことを伝える手紙が今も

残っている． 仁科が大学を卒業する 3ヵ月前， この年の4

月に長兄・亭作に宛てたもので，卒業後の身のふり方を説

明し，家長たる長兄に了承を求めている．過日芝浦製作所

より卒業後入社しなし1かと話があったが，これは断わるつ

もりだという．その理由が注目されるところである．

芝浦製作所に入社すれば，電気機械関係の仕事に就くこ

とになるはずだったが， しかし仁科はこの分野がすでに発

達の極に遣していると判断していた．むしろ電気化学の分

野なら今後に残された問題が沢山ありそうに思える．だか

ら1年間余り大学院にはいって化学的方面を研究し，その

後で実務に就こうと考えているという．むろん大学院に進

むには学資が必要だが，これについては毎月初円位は出し

てやるという人がいると「学校の教師戸がいってくれて

関3 仁科芳雄が東京子帝国大学の電気工学科を卒業する 3ヶ月前（1918年

4月8日）に長兄・卒作に宛てた手紙の一部．卒業後，就職はやめて大学

院に進み化学的方面を研究したいと希望をのべている．
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いるので，心配はいらないというわけである． ここではま

だ結局「実務に」就くことを前提としており，首気機械か

ら電気化学へ方向転換するだけで，大学院をでて研究者に

なる，ましてや物理学者になるなどと もいっていな

いことが注意を引く． しかしこの方向転換だけでも，仁科

の所属した電気工学科内部では物議をかもす問題であった．

仁科は，議気機械を専門にする鳳秀太郎教授にはじめ私

淑し，卒業論文も電動機に関するテーマで、まとめ，そして

首席で卒業している．彼を電気化学の方に誘ったのは，同

学科のもう一人の若き教授・鯨井恨太郎であった．鯨井は

海外留学から帰ってきて，たぶん学生たちにも人気があっ

たと思われるが， 1918年に理研の研究員を兼任することに

なったばかりである．理研では後にアルマイトの研究を完

成させたほどだから将来も嘱望されていたであろう．その

鯨井が理研の研究生にならぬかと誘い，仁科はそれに二つ

返事で応じたといわれている．上の手紙で「学校の教師J
といわれているのはむろん鯨井のことで，これは鳳教授に

とって面白くない話であったにちがいない．それがどう作

用したかはわからないが，仁科は以後，東大工学部との縁

を切り，いよいよ自主独立でやってゆかざるをえなくなっ

たといえる．

1918年7月，大学卒業後仁科は盟研研究員となり鯨井研

究室に所属し，東京帝国大学大学院に入学したが， しかし

実際に学び始めたのは「化学的方面Jではなく，物理学・

数学であった．ここには理研に入るにあたって長岡半太郎

のところへ相談にいったことが，大きく働いているであろ

う．この変化は上の手紙を書いた後に起ったことで，仁科

が長岡に会ったのはこの年の 4月から 7月までの間だった

と思われる． しかし単に長岡の指示に従ったというだけで

はなく，仁科自身が物理学への志向告強めてゆく内的動機

をもっていたはずであり，それが大学院入学の形をとりな

がら，実憤的には物理学科の講義をほぼ3年間みっちりと

聴き，学士再入学したのと同様の成果を挙げることになっ

たのである．

2. 研究者として自立・ヨー口ッパ滞在

1921 （大正10）年4月，仁科は理化学研究所から欧米諸

悶留学の命をうけ，神戸港を出航した. 10月にはようやく

研究員に任ぜられ，その後7年にわたる滞欧生活の中で，

名実ともに物理学研究者として自立する滋を歩み始めた．

まず滞欧中の仁科の動きを概観しておこう．

1921年5月ロンドンに着き，その10月から翌1922年8月
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でケンブリッジ大学・キャベンヂッシュ研究所にい

た．それからドイツヘ移り， 1922年11月から翌1923年3月

までゲッチンゲン大学でボルン（M.Born）やヒルパート

(D. Hilbert）の講義を聴いた． 「当時ドイツは極度のイン

プレーションに困窮していた時であり， 住み難いJ＇＞とい

うのでデンマ…ク・コベンハーゲン大学へ移った． ここで

は1923年4月から1928年10月までながくボーアの下にいて，

滞欧中の高潮期是過している． ただし終り近くの 8ヵ月，

1927年8月から翌1928年2月まではコペンハーゲンを離れ，

10月までをパリで，その後をハンブルグ大学，パウリ（W.

Pauli）の下で過している．

最後にコペンハーゲンを離れてからは，ノfリ，ロンドン

を経由してアメリカに渡り， 1928年11月から12月初めまで

アメリカ各地の研究者を訪問している．サンフランシスコ

から船に乗り，ょうやく日本へ帰ってきたのは1928（昭和

3）年12月21日のことであった．

仁科が欧米にいた1921年から1928年までの 7年余り，物

理学の世界がまことに大きな変革をとげた時期である．い

うまでもなく量子力学が確立され，現代物理学の新段階が

始まった．仁科はちょうどその激動の時代をヨー口ッパで

過し，最子力学の形成に参闘した多くの優れた物理学者と

知りあった．それらの人たちを列挙してゆくと，まずキャ

ベンデッシュ研究所， うザフォード（E.Rutherford）の下

では，チャドウィック（J. Chadwick），スマイス（H.

Smyth），カピッツァ（P.Kapitza）.コベンハーゲンのボー

アの下では， クラマース（H. Kramers），ハイゼンベルク

(W. Heisenberg），パウリ（W.Pauli），ヨルダン（P.Jordan), 

クライン（0.Klein），ヂィラック（P.Dirac），ダ…ウィン

(C.G. Darwin), ブァウラー（R.H. Fowler），ガモフ（G.

Gamow），ガウスミット（S.Goudsmit）.またハンブ”ルグの

パウリのところではうビ（I.Rabi）と共同研究をしている．

こうした人たちと交わりながら，仁科は最新の実験技術

を身につけ，また新理論の基礎も着実に学んで，彼

子力学の展開に貢献しうるだけの立派な物埋学者に育って

いった．滞欧中，彼がどんな研究を行なったのか，っさ、に

その大器をたどっておこう．むろん最初は学習から始まっ

たわけで， 1922年の 8月までいたキャベンデ、イツシュ研究

所では，ガイガ…尖端計数管の使い方を教わり， X線によ

るコンブトン散乱の反跳電子について実験を行なったが，

これは論文にまとまるにいたっていない．

研究者として独り立ちするのは， 1923年4月にコベンハ

ゲンに移って以後のことである．ボーアの研究所には後
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関4 コペンハーゲン，ニールス・ボーア研究所．仁科芳雄が滞在していた

頃のたたずまい．

にノ…・・べ、ル化学賞を受賞するヘヴェシー（G.Hevesy）がい

て，化学部門の顧問格として創立以来活躍していた．彼は

ボーアの原子構造論にもとづいて， コスター（D.Coster)

と共同でハフニウム Hrを発見したばかりであった． 仁科

はこのコスタ…について， ワーナ－ (S. Werner）と共に研

究を開始した． ランタン Laからハブニウムまでの元素の

X線による L吸収スペクトルをしらべた1923年共著論文

が， 仁科にとって最初の発表論文となった.3）ついで仁科

は1925年に， 錫SnからタングステンWまでの元素のL吸

収スペクトルと，ボーア理論による原子構造との関係をし

らべ，単独で論文にまとめている.4）彼の場合，共著論文

がほとんどなのでこの論文は特別ともいえるもので，帰国

後1930年に理学博士を取得するときの主論文ともなった．

さらに仁科は同じ1925年に， X線スペクトルによる定量化

学分析の論文そコスターと共著5）で発表し， 1926年にはイ

ンドのレイ（B.Ray）と共同でX線スペクトルの相対的強

度を調べて論文6）にまとめている．

この 3年間に仁科はX線による化学分析の実験技術に習

熟し， 1926年にヘヴェシーがブライブ守ルク、、大学へ移り， コ

スターもボーアのもとを離れたので，その後は研究所内で

X線関係の実験では彼が指導的な役割をはたすまでになっ

た. 1925年に日本からやってきた木村健ニ郎は初めヘヴェ

シーのもとにいたが，ヘヴェシーがいなくなってからは仁

科のところへ移り， X線分光学の技術を仁科から学んだ．

青山新ーもこれに加わり， X線の吸収スペクトルが化合物

によってどう変化するかを 3人で研究し， 1927年には異例

のことに滞欧中の日本人同士の共著論文として発表され

た.7) 

仁科はこの間，木村に「私はもう実験をやめる．理論の

ことをやって悶に帰りたい戸ともらしていたそうで， こ

関5 コベンハーゲン，ボーア研究所にで（1927年）.ti.から仁科芳雄，
青山新一，堀建夫，＊村健二郎．

のあたりが仁科の転機だったかもしれない．ひとつにはこ

こに滞在費の問題もからんでいた．四化学研究所から出て

いた留学費は，すでに1923年には打ち切られており，仁科

は1924年から1927年までデンマーク政府からの援助を受け

ていた． しかしこのように 3年も継続して一人の外国人が

援助を受けるのは特別のことで，それだけ仁科はボーアお

よびその研究所から信頼されていたのだと思われる．それ

にも限界があったわけで，仁科は一日寺コベンハーゲンを離

れている． パリに 2ヵ月いた後で1927年の11月から翌年2

月までパウリのもとにいて，はじめての理論研究安行った．

もとづいてX線の吸収係数を計算したもので， ラ

ピとの共著論文として1928年に発表された.9) もう一度ボ

ーアのもとに帰ってから，よく知られているようにクライ

図6 ラどと仁科 (1948年12月，米国科学技術調査団の歓迎要にで）．
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ンと共に，相対論的なヂ、ィラック方程式を基礎にコンブト

ン効果の計算を行った．クライン・仁科の式を導出したこ

の論文10）は， 1929年に発表され，仁科の現論研究の頂点を

印するものとなった．

3. 研究指導者・帰国後の活動
X線分光学の実験家として十分な実績を積み，理論家と

しても一流の仕事をした上で1928年暮に日本に帰ってきた

仁科芳雄は，帰国当座はしかし今浦島にも近かったであろ

う．理化学研究所での所属は長岡研究室ときまり，研究課

題も「量子力学とその応用」ということになったが，すぐ

に研究にとりかかれるような具体的な準備はまだ整ってい

なかった. 1929年2月23日に，名和武の妹・美枝と結婚し，

新居での生活も始まったが，ながい滞欧生活を経た後では，

露骨な軍国主義への傾斜を強めはじめていた日本の世相に

もなじめないものが多かったであろう．

理研のコロキウムでは宇宙線の論文を紹介したりしてい

たというから，なにか新しい題目会見つけてそれにとりか

かろうとする意欲は十分であった. 1929年9月には旧知の

ハイゼンベルク立ヂィラックが来日し，彼らの講演の司会

を務めながら仁科は，量子力学を日本に渉透させねばなら

ぬ自分の使命をいっそう強く感じ始めたにちがいない．

1931年5月，約10日間にわたっ

義を行った．湯川秀樹，朝永振一郎，坂田昌一，小林稔ら

がこの講義を聴講した．そしてこれが日本の素粒子論研究

を自立させる上での，画期的な布石となったことはよく知

られている．

仁科自身の研究発表も， 1929年末頃から理研の学術講演

会などでようやく開始された．その研究題目は， しばらく

の閉すでに習熟しているX線分光学の実験に関わるものば

かりであった. 1931年7月1日には，国研の主任研究員と

なり仁科研究室を主宰することになった．それはとりあえ

ず，日本における実験研究の新分野を開拓する手がかりと

なっていた．仁科はまず宇宙線研究に着手すること告考え，

新たに仁科研に配属されてきたl嵯峨根遼古，竹内柾に指示

を与えて，霧箱や計数管の改良・製作にとりかからせた．

1932年にアンダ…ソン（D.Anderson）がずィラック

した陽電子そ宇宙線の中に見つけたことは，大きな刺激を

与えたであろう．この1932年は，チャドウィックが中性子

を発見し，ユーレイ（H.Urey）が重水素を発見する，また

コッククロブト（J.Cockcroft）とウォルトン（E.Walton) 

が高甫圧加速装置で Li原子核の人工崩壊に成功するとい
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う年で，核物理学の大躍進が始まった．仁科もこれらのニ

ュースを聞きながら，はやる気持を押さえきれなかったで

あろう．原子核変換の実験にも手会ひろげようと，ファン

・ド・グラ…フ装置の試作にのりだしている． しかしこう

した新分野での研究成果を報告できるようになるのは，

1933年末のことである．この11月に聞かれた理研講演会で

は，それまで継続してきたX線吸収スペクトルについての

報告などとともに，ょうやくウィルスン霧箱による宇宙線

研究弘嵯峨根，竹内とともにまだ予報の形ながら発表す

るところまでこぎつけている．

1934年になると仁科も，宇宙線や人工放射能などの実験

報告を，共同研究の形でつぎつぎに発表しはじめる．この

年の 1月に日本学術振興会の第十委員会（宇宙線・原子核

分野）が新た され，その研究を推進する中心的役割

をはたすようになったことが，そうした動きに拍車をかけ

ることにもなったであろう．さらに1935年には，理化学研

究所に仁科・西川両研究室の共同で原子核実験室が創設さ

れ，仁科はサイクロトロンの建設を指揮することになった．

ここから仁科の原子核実験研究の本格的な展開が始まるの

だが，そのことにふれる前に，仁科の理論研究の方の推移

も見ておかねばならぬ．

四論研究の再開は， 1932年9月に朝永が仁科研究室の研

となり，ょうやく東京にやってきてからである．この

年の11月，理研講演会で朝永，および楠田魁と共同で「中

性子の散乱および吸収Jの発表奇行なったが，これがかわ

きりであった．この頃，宇宙線の本体は中性子ではないか

と考えていた仁科は，その中性子の物理的性質を明らかに

することをまず目指したわけである．またずィラック

子論にもなお関心をもち続け，電子対の生成・消滅につき

いくつかの計算を行なうよう指示を与えている．とくに

1933年4月に坂田昌ーが加わり，また坂田が翌1934年3月

に大阪大学へ転任してからは，新たに玉木英彦と小林稔が

加わるという形で，仁科研究室も理論部門に若者のエネル

ギーを補強し続けていたので，研究発表も活発に行なわれ

た．

これらの発表はすべて共著の形で行なわれているが，そ

こには仁科がボーアのところで身につけてきた研究の進め

方がそのまま生かされている．主として仁科と朝永が相談

して研究の見通し告定め，あとは朝永が軸になって坂田，

小林，玉木らが計算に協力するという方式がとられた． し

かし当時の核閣論研究は世界中でしのぎそけずる激化した

競争状態にあり，せっかく計算結果がうまく得られでも，

日本物理学会誌 Vol.45, No. 10, 1”。



The Physical Society of Japan (JPS)

NII-Electronic Library Service

欧米に先を越されてしまうことも少なくなかった． これは

実験の方でも似たような事情にあったのだが，いずれの場

も仁科は，日本の物理学研究を世界の最先端に押しだす

ことに強い意欲を燃やしていた．

その点、はとくに実験研究の方に顕著に現われている．

にのベた第十委員会の方針としてきまった宇宙線の観測に

精力的な展開をはかったことがそのひとつ．観測装置の改

善に努め，富士山頂，清水トンネル，北海道とさまざまな

条件で観測を行い，宇宙線強度の緯度効果や気象条件によ

る変化などを調査した. 1938年には，ウィルソンの霧箱で

宇宙線の中に電子の約 180倍の質量をもった粒子の飛跡を

とらえ，アンダーソンらの観測に遅れること僅かで， ミュ

…中間子の存在を確かめることができた．

きさからこれが湯川粒子ではなし1かと思われたが，程なく

核力とは関係ない中間子であることが明らかとなった．湯

川中間子は1947年原子核乾板によって発見された．）

しかし仁科が全力を投入したと思える課題は，サイク口

ト口ンの建設である．小型のもの（27インチ）は1935年以

来その建設にとりかかっていたが， 1936年にローレンス

(E. Lawrence）がさらに大型のもの（37インチ）を完成し

たと知って，さっそく仁科も大型化への意欲を燃やし始め

ている． この年の 7月にローレンスへ宛てた手紙11）で， 40

～50インチのサイクロト口ン告作るつもりで，資金工作に

はいったと伝えている．小型のものはまだ未完成だったの

だがこれは後2,3ヵ月でできると強気にのべている． この

手紙はサイクロ卜口ン用の大磁石をアメリカで作ればどの

位の費用がかかるかを尋ねたもので，これに対しロ…レン

スは，日本の見積りだとアメリカの倍以上になることを教

え，アメリカで作って船で日本へ運ぶのが最も安上り

むと示唆した. 1937年1月，仁科はローレンスに資金援助

の見通しがついたと伝え，これ以後，磁石発注の段取りも

ピッチで進んだ．

他方小型サイク口卜口ンは， この間も建設が続行され，

1937年4月3日に完成した． しかしこれは主として生命体

に対する影響を研究するための放射性物質の供給源として

使われ，原子核実験の方は大型の建設に手告とられる羽目

となり本格的には進展はしなかった．そのおかげでかえっ

て，仁科は日本における放射線生物学の開拓者ともなった．

たまたま口一レンスもこの分野に強い関心をもっていて，

仁科から生物的実験の話を伝えられ，日本における生物学

者と核物理学者の共同研究が実現した記念すべきできごと

だと賞讃している• 12) 

1938年に大磁石の鉄，コイル，オイルタンクと大型の建

設に必要なものはすべてアメリカから届き，鋭意建設にと

りかかるのだが，思い溜りに完成させることはついにでき

なかった． ローレンスの方もこのときすでに大型化を進め

ていたわけで，その60インチサイクロトロンを1939年に見

させており，まさに明暗をわけることになった．結

果はそうなったが，仁科とローレンスとは初めから意気投

合し，つねに気脈を通じあっていたことが，彼ら

簡11）からうかがえる． ローレンスは仁科の大型化構想に大

といい，どこまでも援助するとくりかえし伝えてい

る．それは単なる外交辞令ではなかった．

1940年6月，仁科は大型サイク口トロンの建設がゆきづ

まったことをローレンスに伝え，ほんとうは私がゆきたい

のだが，その代りに矢崎為ーら告派米するから面倒をみて

やって欲しいと頼みこんでいる． 8月になってその手紙を

読んだロ…レンスは，すぐ電報を打ち，外来研究者の受け

いれ禁止命令が大学からでたことを伝えてきた．すでに第

二次世界大戦は勃発し，米国ではウランや連鎖反応の研究

の発表禁止令がだされており，ロ…レンスの研究所でも

家機密研究が始まっていた． しかし矢崎らは日本を出発し

た後だったので，仁科は運を天にまかせるほかなかった．

ところが矢崎らは， 3ヶ月後に60インチサイクロトロンの

全設計図までもらって無事帰国した． ローレンスの大胆で，

誠意のこもった手引きがなければ，こうはならなかったで

あろう．

ローレンスは仁科に対して，両方の研究所が協力してや

ってゆけるのが婚しいといくどかのべているが，実は世界

の最先端で大型化をねらう両者の気質に共感しあえるもの

があったからにちがいない． ローレンスはエジソン型の発

明家であったといわれ，アメリカの伝統的な科学的技術の

継求者であった．また非凡な統率力と強聞な意志、告もった

大型プロジ£クトにうってつけの指揮者であった．仁科も

その点はよく似ており，彼が電気工学の出身という日本の

物理学者では珍しい経歴だったことがかえってここに役立

っていたかもしれない．大型装置の開発や共同研究の推進

は，まさに仁科の指揮によって遂行され，それが日本の核

物瑠学の重要な礎石のひとつとなったのである．

しかし大型サイクロトロンそのものにはツキがなかった．

1941年から大幅に変更された口一レンスの原設計に従い．

あらためて作りなおすことになったが，戦時の物資統制が

強化される中では，必要な資材の獲得も困難で，むろんロ

レンスからの情報もとだえ，作業も遅々として進まなか
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った． 1944年1月にどうにか 16MeVの重水素イオ

ンをだせるとこれまでこぎつけたが，それが最後で

あった．仁科はこの頃，軍事研究にも動員されてお

り， 1943年からは熱拡散法によるウラン 235の濃縮

の研究を進めていたが，この方も大した成果は挙が

らなかった．こちらは陸績の援助で，原子爆弾の製

造が目標とされていたが，資源も経済力も乏しいい

かにも小規模な企画で，真剣にとりくんだものとは

とても考えられない．仁科はむしろ，軍事的援助を

大型サイクロトロンの完成の方へふりむけようと，

作為的に動いていた形跡もみせている，

4. 敗戦・戦後

1945年8月6日，広島に原子爆弾が投下された．

仁科はそれが確かに原子爆弾であると断定する役を

はたし， しかもその断定は， 日本政府が戦争の終結

を決断せぎる者えなくなる動きにもなにほどかの影

たと思われる．

爆弾投下の翌朝，陸軍参謀本部からの指示で，周

囲の人がだれも知らないまま，

だけを残してひとり連れ去られた．むろん陸軍の爆

弾調査団に参加してくれということだったのだが，

なかば強制的に事を急ぎ，極秘に近いような形で進

んだこの経過の裏には，何かを策する意図が働いて

いたにちがいない．それはたぶん，参謀本部内に戦

争終結を単めようと考えた人たちがいて，他から邪

魔されない前にいちはやく原子爆弾だという確認を得て，

彼らの動きに役立てようとしたのではないかといわれてい

る．

仁科たちは，その日の午後陸軍機で広島にむけて出発し

たが，故障で引き返したので，翌8日の午後再度出発しタ

なってようやく広島に到着した．上空から見た驚くほ

どの被害の大ささから，「これは原子爆弾だと断定したJ
と仁科は書いている.13）翌日から実地の調査を開始し，

種々の物的証拠からその断定ははっきり確認された． 8月

9日には長崎にも第2弾が投下されたわけで， 仁科は13日

に長崎に向かいここでも半日ばかり調査した．東京に帰っ

てきたのは，敗戦の詔勅放送があった15日で，仁科にとっ

てはまさに原爆投下の確認とともに戦争も終った．

敗戦後の日本は荒廃から立ちなおるための難題を山のご

とくかかることになったが，仁科芳雄の戦後もやはり苦難

の連続であった．彼はさっそく大型サイクロト口ンの完成

凶7 1946年7月15日， 仁科芳雄が日 0.Lawrenceへ戦後はじめて奮いた手

紙． 当時は点領政策により海外への通信は禁止されており， この手紙も米国へ

一時帰国した日 C. Kellyに託して届けられた．

ただろうが，どさくさにまぎれた占領政策のゆきす

ぎから，この希望は完全にほうむり去られた．仁科は，サ

イクロトロンが原爆研究とは直接関係なく，純粋な物理学

研究の実験装置であること，それも当面は生物実験にしか

使用するつもりのないことを訴えて各方面に働きかけ，建

設中のサイクロトロン会守ろうとした．その懸命の努力に

もかかわらず，突如占領軍の兵士たちが理研にやってきて，

1945年11月24日以後，大・小サイクロトロンを破壊し結局

東京湾の海底に沈めてしまった．仁科はそのなりゆき壱見

ながら，自分の研究生活のすべてが音そたててくずれ落ち

るようにも感じたであろう．

戦後はじめて口…レンスに送った1946年7月15日付の手

紙で，そのことにふれ感慨をこめて次のようにのべている．

「この前あなたにお手紙を書いてから，長い月日がたち

ました． その間に，私達には沢山のことが起りました. 2, 

3 あなたの親切な古い手紙をふと読んでみて，私達
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がいかに大きな変化をこうむったかをあらためて覚りまし

た．親切にもあなたが私達を助けてくれて，それで建設さ

れた60インチ・サイクロトロンは，不幸なことに今，太平

洋の底深く永遠に消えてしまいました．それはただ壊され

るために作られたのだといえるかもしれません．戦争のゆ

えに，私達はこのサイクロトロンを研究用にはまったく使

うことができなかったのですから.J （原文は英文）14) 

サイクロトロンの破壊がすべてを象徴していたかのよう

に，仁科はもはや研究生活に帰ることはなかった．彼を待

っていたのは，科学技術行政の推進，学術国際交流の促進，

そしてなによりも理化学研究所の再建ι政治・経済のか

らむ社会的な課題ばかりであった．

理研コンツェルン諸会社の株を所有していた理研の経営

形態が集中排除法にふれるとして，その解体指令がでたの

は1946年6月末である．盟研再建という難題の渦中におか

れた仁科は，その11月に理研所長に就任し，各方面との交

渉，資金のやりくりなどを一手に引きうけて奔走した．

1948年3月ょうやく株式会社科学研究所の設立にこぎつけ，

その社長となったが，ペニシリン生躍を金闘するなど，

社の経営にも腐心させられた．仁科がいなければ，理研は

つぶれていただろうともいわれている．

1949年1月に日本学術会議副会長に選出され，その 9月

には学術会議を代表してコペンハーゲンの国際学術連合会

に出席した．これは戦後初の正式参加であった．ボーアと

の再会は嬉しいできごとであったろう. 1950年4月には，

仁科がさんざん努力して道を開いた戦後最初のアイソト…

プ導入も実現した．なお沢山の計画を描いて末来を見てい

た仁科は， しかし体調が変えてゆくことに気付きはじめる．

その11月病床で彼が口ずさんだ句は， 「働きて， 働きて病

む，秋の暮Jであった. 12月に入院したときは，肝臓がん

と診断されてすでになすすべもなかった. 1951年1月10日，

仁科芳雄はその生渡をとじた．
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研究の日々 ＊
Oskar Klein** 
訳小泉賢吉郎 (167東京都杉扱区本天沼3一川〉

仁科芳雄についての確かな記憶は1927年の夏に始まりま

す．それ以前にも理論物理研究所〔註： 1965年にボーアの

生誕80年を記念してニールス・ボーア研究所と改名され

た〕で，たしかX線の実験に忙しく従事していた仁科に会

ったにちがいないと思うのですが，この年の夏にコベンハ

ゲン北方のいなか町で妻と 3人の幼い子供たちといっし

ょに哀の休暇を過ごしていた私を，彼はクローニッヒ

(Ralph del Kronig）と 2人でたずねてくれたのです．

すでに仁科はずンマーク語がよくできました．私たちのと

ころへ来る途中，彼らは2人の姿一一クローニッヒは背が

く，仁科は低かったーーを見て笑っている数人のデンマ

ーク人に出会いました．仁科にはすぐにデンマ…ク人が笑

っているわけがわかり，その当時ヒットしたヂンマーク映

繭に登場する人物の名前を挙げて， クローニッヒに叩yrt

a.met”と“Biroguen”だなといったそうです．

私たちはすぐに理論物理学について語り始めました．

科は私に最新の発展についていろいろ質問しましたが，

後に理論物理学の発展の“裏側まで見え始めた”といって

くれました．実際，彼は当時すでに理論物理学の基礎を確

していましたが， しかし量子力学の最新の発展に

ついてはまだ十分ではなかったように思いま

次の記櫨は，同じ年のクリスマスに，仁科と私の 2人が

ボーア教授から彼のドイツ諮の論文を英語に訳すように頼

まれたときのことです．私は仁科が両悶語奇じつに上手に

マスターしていることに感心しました．

仁科ともっとよく知り合うようになったのは1928年の春，

たしか復活祭のちょっと前だったかと思います．それはや

がて友情にまで発展しました．そのころ仁科はちょうど、ハ

ンブルグから帰ったところで，そこで彼はパウリ（W.

Pauli）とコ

私は，電子に関する第一論文告発表したばかりのディラッ

ク（P.A. M. Dirac）に会うためにケンブリッジに行って帰

水自然（1975)no. 10, 52より一部修正のよ転載．

判庁スカー・クライン．ストックホルム大学教授， 1894年生まれ．

って来たところでした．そんな状態のところへ，コ。ルドン

が短期間ですが理論物理研究所にやって来ました．以前ゴ

ルドンも私もコンブトン効果について研究をしたことがあ

ります．それは独立に時一ーゴルドンはシュレーディンガー

（日 Schrodinger）のいたベルリンで， 私はコペンハーゲン

で一一行われ，ゴルドンは私が研究在終える前に完全な解

告発表していました．そんなことがあったために，ゴルド

ンも私も，ディラックの新理論ではコンブトン効果がどん

なふうに表わされるだろうかということについて考えてい

たのです．あるときゴルドンと仁科と私の 3人で立ち話し

をしましたが，そのときコ守ルドンがドイツ語で“これは｛二

科氏にうってつけの問題かもしれない”といい，私はそれ

を自分で手がけようと思っていたのですが，すぐに同意し

たことを憶えています．

そこで仁科はディラックの論文を読み始めましたが，そ

れは非常に注意深く読んでいたようです．そのことは，デ

ィラックが同じ年の春に研究所へやって来たときわかりま

した．ディラックと研究所の図書館のわきで立ち話しをし

ましたが，そのとき仁科はディラックに，あなたの論文の

中に符号のあやまりがあるのを見つけましたといってから，

次のような会話が仁科とディラックの間で交されました．

ヂィラック“しかし，結果は正しいですよ”それに対して

仁科“では，二つあやまりがあるにちがいありません”す

ると

ヂィラック“偶数個のあやまりといわなければなりませ

んね”

ディラックは散歩のたいへんな愛好家でした．ある日曜

日，仁科と私は非常に古い有名なカシの木ると見るために

ディラックをコペンハーゲンの郊外にある蒜へさそい出し

ました．ぶらぶらしながら，われわれはいろいろなことに

ついて語り合いました．ディラックは当時，生物を特徴づ

ける性質についてある考えをもっていましたが，それにつ

いて話してくれたのです．それは，生物はみな分子構造に
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おいて定右どちらか一方の側にいるらしいという も

とづいていました．ディラックの考えによれば，完全な鏡

像をもった生物は存在しないということでした．仁科も私

と同様にヂィラックの考えに対して懐焼的でしたが，彼は

それを面白いと思ったようです．

この散歩のすぐ後だと思いますが，仁科は，新しいディ

ラック方程式を基礎にして，コンプトン効果の問題，つま

り電子による光の散乱問題を解くための準備を始めました．

当時，ディラック方程式を解くための確立された方法がな

んらありませんでしたので，これは難しい問題でした．

やがて研究所の夏休みが始まり， 私の家族は Fuenen島

にあるいなか町に行くときが来ましたが，仁科は問題を解

くための一般的な準備をするのが精一杯でした．そこで私

は仁科に， Fuenen島に来てそこでいっしょにやってみよ

うと提案しました．仁科はこれに賛成し，私の妻は仁科の

ために私たちの住む家の近くに部躍を見つけました．仁科

は間もなくコベンハ…ゲンを離れなければなりませんでし

たので，これは都合のよいことでした．

こうして数週間のかなりきっい仕事が始まったわ

が，主な仕事は私の家でいっしょにやりました． ここで一

つの困難にぶつかったことを申し上げましょう．それは，

いま考えればつまらないことのように思えますが，ヂィラ

日常の生活＊
Margrethe Bohr* 

小泉賢古郎 (164東京都キ5並区祇沼凶一5)

仁科芳雄さんのことを思、い出そうとしますと， 1921年こ

ろ，ちょうど夫の研究所が創立され，いろいろな国から多

数の物理学者が夫との協同研究のためにやってきた当時の

ことが思い出されます．

最初にやってきた人たちの中に日本の科学者がいました．

日本からはじめにきた人は高嶺（俊夫）教授で，氏は後に短

期間または長期間， しばしば奥様とつれ立って研究所にき

ました. 1923年ごろ仁科さんが，少しおくれて木村（健二

＊自然（1976)No, 3, 45より一部修正の上，転戦

料マルガレーテ・ボーア．ニールス・ボ…ア米亡人で， Aageの母．

ック龍子を箱の中に閉じ込めることは不可能であるという

ことです．（この問題から私は後によく知られたパラドッ

クスを考えつきました．）それで結局のところ， 私たちは

パウリの助言にもとづいて，ゴルドンが以前に用いた方法

を採用することにしました． しかし，最後の結果を導き出

すまでに，まだまだ長たらしい代数的な計算をやらねばな

りませんでした． これは非常に多数の項の足し算をやるこ

とで，計算上のミス奇おかさないように，私たちは各自の

家で別々に仕事をすることにしました．そして最後にやっ

と別々 に計算した結果が合いました． こうした激しい骨折

り仕事長除けば，仁科は私の幼い子供たちゃ親類の人たち

と良さ友だちになり，私たちは大変楽しい夏の休暇安過し

ました．ときどき仁科と私は軽い散歩を楽しみました．そ

んなとき英語で話しましたが，島の住民たちは，私たちが

していると

私たちの仕事が終了して間もなく，仁科はコペンハーゲ

ンに帰らねばなりませんでした．彼は短期間そこに滞在し，

ディラック電子と偏った光線の散乱を取り扱った論文をま

とめ上げました．そのあと彼はいろいろな大学を訪問し，

数通の手紙を私にくれましたが，私たち家族がコペンハー

ゲンにもどったときには，彼はすでに日本への帰途につい

ていました．

郎）さん，杉浦（義勝）さん， 福岡（光治）さん， そして後に

（新一うさん，堀（健夫）さんたちがやってきました．当

時極東の人たちに会って話をするのは生まれて初めての経

験でしたので，大変興味深かったことを記憶していま

また，まったく私の予期に反して，夫も私も速い国からき

とすぐに気軽な気持で接することができたことも憶

えていますし，私たちの家でみなさんと共に過したとき，

日本の生活について，当時ある程度残っていた日本の古い

伝統について，頂いた索晴らしい品の見事な予細工につい

て，彼らの話に深い関心をもって耳を傾けたこと，彼らが
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しい日本の写真を見せてくれたことなど，今でも記憶し

ています．

私たちの 4人の息子は，彼らにとって“不思議な”容貌

の非常に親切な訪問者に，いつもとても興味告もっていま

した．特に仁科さんと杉浦さんは親切で，いつも子供たち

のゲームの相手をしてくれました．仁科さんが研究にきた

とき， 長男のクリスチャンは 7～8歳でしたが， 彼らは大

の仲良しになりました．クリスマスイブの日，日本の学者

も私たちのパーティに加わり，いっしょにクリスマスツリ

ーの周りを細って踊りました．彼らは子供たちの相手にな

って，新しい汽車やおもちゃを組立てるの告手伝い，子供

たちは大喜びで，彼ら誌と新しいおじさんのように思いまし

た．夏に私たちが避暑地の別荘にいたときは，日曜日など

を？彼らとともに過ごし，浜辺や森の中をいっしょに散歩し

ました．そんなとき，彼らは日本のことや，私たちの生活

様式について彼らがうけた印象を話しましたが，そうした

ことを聞くことは興味深いことでした．

仁科さんはこの中で一番長く滞在した人です．彼は研究

所で数年間を過ごし，私たちの親しい友人になりました．

その暖かい誠実な人柄は彼といっしょにいるとき，その機

会そいつも特別なものとし，私たちは彼と話をすることを

大切にしました．後に彼との会話は，よく私たちの心に蘇

ってまいりました． ヨーロッパの各地に全部で7年間滞在

した後，仁科さんは帰国し，そこで原子物理学の発展にあ

のように重要な貢献をしました．帰国する前，私たちは彼

から結婚する予定になっていることを聞き，大変よろこび

ました． しかし，彼がここを去ったとき，非常なさびしさ

を感じました．

私たちはしばしば日本の友人から“ぜひ日本にきて下さ

い”といわれていました．実際のところ，彼らの悶を訪問

し，今まで聞いたことをこの眼で見るのは，非常に魅力的

なことでした．仁科さんが帰国してから，犬は可能な日本

訪問に関して彼と手紙のやりとりをし，彼は日本の諸大学

からの，大変親切な招待状を送ってくれましたが，そこに

るまでの経過はなかなか大変でした．彼と夫は長年の間，

これについて手紙の交換を重ね，その間仁科さんは忍耐強

く待ってくれました．当時日本へ行くにはかなりの日数が

必要でしたし，そんなに長い間ここを留守にすること

の研究上困難だったからです．

しかし，ついに訪問の日取りが1934年と決まり，ちょう

ど学校を終えたばかりのクリスチャンが私たちといっしょ
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に行く予定になりました．私たちは大きな期待をもってこ

の旅行を待ち望んでいました． しかし，悲しいことに，旅

行の少し前，夫とその友人たちで出かけたヨット旅行でク

リスチャンは船ベりから海に落ち，そのまま行方不明にな

ってしまいました．仁科さんもその他の日本の友人たちも，

このような悲痛な事態になっては，私たちが家を留守にで

きないことを理解してくれました．私たちは，日本の友人

すべてから寄せられた深い哀悼の意と理解を決して忘れた

ことがありません．私たちは文字が刻まれた 2個の美しい

鉄製の花びんを彼らから受取りました．クリスチャンのお

るためでしたが， くことにしました. 2個

の花びんはいつも夫の書斎の棚の上に置いてありますが，

それは信義に厚い日本の友人たち壱，絶えず思い出すため

でした．

その後3年たち，ついに1937年に次男のハンスを連れて

私たちはおそらく生濯で最も大きな出来事になると思われ

た極東への旅に出ました．＊米国経由で1937年4月15日に

横浜に到着し，そこで私たちは日本の友人すべてから出迎

えを受けました．そして，そこから私たちの心を賊了する

大きな冒険が始まりました．日本の素晴しい風景．美しい

屋根のある建築物，古い寺院の厳粛な高貴さ，見事な庭闘，

桜の花，そして美しい木々 ， これらはいつもおあつらえ向

きの場所にあるようにおもわれ，この眼で実際に見ること

は私たちの大きな喜びでした．また，日本の友人から，ど

こへいっても深い親切と心暖まるもてなしを受け，大変楽

しく気楽に過ごすことができました．

私たちの日本訪問は思い出深い出来事で始まりました．

した現日，私たちは天皇陛下の園遊会に招待され，そ

れは忘れることのできない経験でした．その翌日，夫は大

きな関心をもって帝国大学やその他の科学研究所を見学し，

その夜私たちは日本・デンマーク協会会長の前田侯爵夫妻

のお屋敷に招待されました．各方面から暖かい歓迎の言葉

が述べられ，私は長岡教授の“この名誉ある客人が東洋へ

の訪問から受けとる印象は，ありとあらゆる種類の花でお

おわれた花閣の上を潔よってくる柔らかい風の吹く中で，

烏たちがその羽根を青空にくっきりと見せ，春の歌をさえ

ずる光景と同じような印象でありますように”という

で終った美しいスピーチを憶えています．その翌日，夫の

講演が始まりました．講演の当日，仁科さんはホテルまで

迎えに米，また黒板に犬の代りに数式を書きました．犬は

＊ボーア夫妻の来日については，自然（1974)No. Iの木村健二郎・朝永

振一郎両氏による対談「ボーア先生の 8ミリ映附」にくわしい．
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講演を前半と後半に分けて英語で行い，仁科さんがそれを

日本語に翻訳しました． この仕事は簡単ではありませんで

したが，彼は上手に行いました．夫は東京でさらに 2

そして私たちが訪問した諸大学で何回か講演をしましたが，

すべて仁科さんが通訳しました．

仁科さんは結婚しており，夫妻には雄一郎と

づけられた， 2人の幼い，賑やかでぴちびちした息子さん

がありました．私たちは夫妻の家で鹿食をご馳走になりま

した．陳ぶとんの上に坐って美しい漆の盆のよに出された

昼食を食べることを楽しんだ後，私たちは奥様の奏でる古

い楽器の音に魅了されました‘子供たちは昼食を上手に食

べながら，不思議な訪問者を観察するのに忙しそうでした．

別の日に仁科一家が私たちの泊まっていた’帝国ホテルに，

私たちと昼食を共にするためにやってきました．ハンスは，

ちょうど14年前に仁科さんが私たちの子供たちにそうした

ように，仁科さんの子供たちといっしょに遊びました．

私は高嶺さんの家で行われた素晴しいパーティも憶えて

います．子供たちが私たちの周りで遊び，そして私たちに

しかけたりする中で，庭に坐って楽しんだことを憶えて

います．実際，私たちにとって友人の家を訪問することは

大きな喜びであり，友人の家族の印象は今でも鮮明に心の

中に残っています．

仁科さんは全旅程を計画し案内してくれました．京都，

大阪，仙台の著名な大学を訪問し，それに加えて私たちは

多くの名所旧蹟を見ました．仁科さんは絶えず細心の注意

を払って私たちの世話をしてくれました．彼はいつもでき

ぱきと物事を処理し，そして快活でした．汽車の中やまた

いろいろなところで私たちはなんども愉快な会話を楽しみ

ました．彼は夫の諮る逸話の面白さを理解し，夫はそうし

た逸話告語るのがとても好きでした．

私たちは古いお城や博物館で素晴しい日本の芸術品を見，

また，いろいろな種類の舞台劇を観賞し，深い感銘を受け

ました．全体的に見て，東洋文化との出会いは，夫にとっ

て大きな刺激でした．若いときから，夫は東洋哲学の英知

に興味をもっており，それはいろいろな面で彼自身の思考

方法と調和しました．

日本滞在が終わりに近づいたとき，仁科さんは私たちを

名所旧蹟の多い瀬戸内海方面へ長い最も美しい旅行につれ

ていってくれました． この旅は九州、｜で終わりましたが，そ

こは山の斜面や温泉地にツツジが咲きみだれ，それはそれ

は美しい所でした．九州大学の桑木（識雄）教授を訪問し

特集「仁科芳雄生誕百年記念」

て，夫は最後の講演を行いました．高嶺教授夫妻も杉浦教

授も長い道程を九州、｜まで私たちにお別れをいうためにきて

下さいました．日本を離れる最後の日を最も心暖まる雰囲

気の中で過ごして，今や私たちは強い粋で結ぼれているこ

とを感じました．私たちは長崎から上海まで船で行く

でした．船上に立って， もう長い間日本の友人に会えない

ことが判っていましたので，重い気持でお別れをいいまし

た．私たちはそれぞれ色とりどりのテープ安撮り，テープ

が切れたとき，より深い紳で私たちは結ばれるであろうと

思いました．その当時は，仁科さんに再会するのに10年以

もの年月がたつとは思いもよらないことでした．やがて

ヨーロッパで，そして東洋で戦争が勃発し，方々の国で大

きな変化が起りました．

1949年8月に悶際学術連合会議（ICSU）に出席のためヨ

ーロッパに行くという手紙を仁科さんから受けとったとき

よく憶えています．彼は戦後日本から初めて公式

に派遣された代表者で，日本学術会議を代表していました．

旅行の費用は，外貨を入手することがきわめて困難だった

ので，進駐軍が支払ったそうです．彼は会議が終ってから

コベンハーゲンへきました．そしてカールスペルグの私た

ちの家に泊まりました．彼に再会できて，私たちは大変う

れしく思いました．静かに坐って，この10年聞に起ったこ

とや日本での楽しかった思い出について話し合えたことも

した．彼のヨーロッパ滞在は 1週間でしたので，私

たちは 2～3日しか過ごせませんでした．

ある日私たちは仁科さんと買物に出かけ，日本の家族が

極度に必要としている毛織物を買い求めました．彼は本当

に必要なものだけ買い集めると，私に“さあ，残りのお金

で進駐車のその筋に磁器をお土産に買います”といいまし

た．私はそれに強く反対し，彼の家族が必要とする物を買

うように強く勧めました． しかし仁科さんはアメリカのそ

の筋に感謝の意を表明するために贈物を賢うといって，聞

き入れませんでした． これは私に強い印象を与えました．

こうして過ごした日々が，私たちが仁科さんを見た最後の

時でした．彼の早すぎた死は，私たちにとって深い悲しみ

でした．それ以来，私たちは，この高貴で分別のある，強

く暖かい性格壱もった親愛なる友人の思い出を大切にして

きました．
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父の回想、
仁科雄一郎 〈東北大学金属材料研究所 980仙台市青葉区片刊一川

子供が親の思い出を書くことぐらい

客観性を欠く回想、はないと思う．

的になりがちな点をお許しいただきた

い．そこで，父の生活を三つの時代に

分けて書いてみたい．

1）学究生活の時代（1918年～1938年

頃）

本人にとって，もっとも自由に勉学

と研究が出来た時代である．東大の電

気を卒業した父は，鯨井恒太郎先生

［当時期化学研究所（以下理研と略記）

兼務］のお誘いを受けて，理研に就職

した．電気の長老教授であられた鳳秀

太郎先生は，「私に相談もなく勝手に

就職先を決めてしまっては困る!Jと

激怒されたそうである． 「しかし， も

う決めてしまいましたので」と理研に

通い始めた．父のノート（1918年頃）

を見ると，既に三極真空管も講義内容

にあるが，将来の靖子工学というビジ

ョンがなかったのか，あまり興味を感

じなかったらしい．それに引きかえ，

物理学教室で講義を受けた相対性理論

は克明にノートが取られている. 1921 

年留学の機会を与えられ，最初の 2年

はケンブリッジとゲッチンゲン大学で

原子物理学の問題に没頭し始める．当

時Bohrの原子模型（1913年）が世に

紹介されて 8年余り経っており， Hei-

senbergの不確定性原理が間もなく提

唱される（1927年）という古典量子力

学の創成期であった．その研究活動の

センタ…であるコベンハーゲンの理論

物理学研究所で NielsBohr教授に師

した．研究所の白山な雰囲気と，

Bohr教授が主導された「対話と討論J
によって研究を進めるという手法（コ

ペンハーゲン精神）は当時のわが国の

研究者の聞では全く考えられなかった．
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研究水準の高さと思想の深さに，父は

深く印象付けられると同時に，帰国後

の研究の在り方に一種の不安と限界を

感じたらしい• I) 

留学の時期は第…次世界大戦直後で

あり，日本の通貨は可成りの購買力が

あったから，父は色々の独文学全集を

1集めて帰った． しかし太平沖戦争

末期の空襲で全て灰煙に帰してしまっ

た． このことは，隠居出来た

昧に耽ることを楽しみにしていた父を

大変残念がらせた．

1928年帰国後， 父は Bohr教授夫妻

の我が閣への招牌をずっと考えていた

が，付余曲折の末，ょうやくそれが実

現したのは1937年であった．父は通訳

も兼ねて，各地の大学の講演に随行し

た.2）余談になるが， Bohr教授は当時，

Agfa社が開発したばかりの 8mmカ

うーブィルム撮影機で日本の風物を撮

っておられる. 1973年 5月御

Aage Bohr教授夫妻が中国訪問の治中，

来日された際，それを披露された．

N. Bohr教授は松島の風景，農村の生

活様式，小学生の遠足で、の神社参拝，

京都の葵祭，など告撮っておられる．

日本人の精神生活に対する興味ι
洋の宗教哲学に対する探求心が感じら

れる．

1930年代の中頃，原子核の人工変換

が実験核物哩学の主要課題となり，サ

イクロトロン加速器の建設が始められ

た.3) 当時としてのビッグサイエンス

である．先立つものが必要となった．

父は，新聞・雑誌記者のことが「よく

械を書くJと言って大嫌いであった．

しかし大型研究設備の資金調達のため

には一般社会，特lこ経済界の人々 の理

解告得ることが必要だと思うようにな

り，新聞，雑誌をはじめ，一般公開の

科学講演会で，元素の人工変換，放射

能，宇宙線などの知識の普及に努めた，

講演中研究所の職員に Naアイソトー

プの食晦水を飲んで貰い，ガイガーカ

ウンタ…で放射能の体内移動を示すデ

モもやった．秩父宮が理研に行替にな

ったのもこの頃である．その頃の日曜

日には弟と私告理研へ連れて行き，

き物をする合間にキャッチボ

ルをして遊んだ．小学生の鵬気な記憶

ではあるが，最初の加速器の建設は，

絶えず真空洩れとの闘いであった．

径26インチの加速器の「DJと呼ばれ

る粒子加速用の高周波電極対は殆どの

部分が銅と真織の一品物であった．そ

の当時，無酸素銅，不鋳鋼ベローズな

どはまだ無く，素材からの排出ガスと

熔接部のrンホールの洩れ告防止する

のは並大抵ではなかった．調整中の

roJ安置いた支持台の周りの床は，

真空洩れ封じに塗った賓蝋と松脂の混

合液体が，固まる前に垂れて，一面に

汚れていた．父は実験室に入ると先ず

ガイスラー管に高圧スイッチを入れて

いた．放電の桃色が消え

ることは希だったので， 10-4torrより

良い真空度は滅多に得られなかったよ

うに思う．

その父がある日曜日「今日はサイク

ロを動かしてみせるから，お前達見に

来いJという．午後，頃合いそ見計ら

って家族揃って行って見た．実験室で

は父一人だけが賠り，白い実験着の裾

をなびかせながら電磁石の周りと直流

電源の遮断器制御盤の間をこま鼠のよ

うに走り回っている．時々電源が過負

荷となって水銀整流器が稲妻のように

光る．それと同時に，遮断器の作動す

るもの凄い衝撃音が広い実験室長揺る

って入り口のド

日本物理学会誌 Vol.45, No. 10, 1990 



The Physical Society of Japan (JPS)

NII-Electronic Library Service

アにヘパリ付いた．日もとっぷり

た頃，父は「さあ出たぞ，一寸見にこ

い!Jというので，「DJからのビーム

の出口の近くへ，おそるおそる寄って

みると，青いイオンの発光が見えた．

そこへ父は金属片を近付けて「これに

放射能がある筈だJと隣の測定室ヘピ

ンセットでつまんで運んだ、．ガイガ

計数回路に接続したスピーカーが“ガ

リガリッ”と速いピッチで音を立てる

のを聞いて，「どうだ！」といってニッ

コリ笑った．放射線障害防止法などの

ない，至極呑気な時代の話である．今

5月，日本アイソトープ協会滝沢研

究所に医療用のサイク口トロンが設置

され，その被露に立ち会ったが，

のコンパクトなこと，又，周りを閤む

ように建てられた清潔な治療窓，精巧

な放射能分析測定室を見て半世紀の時

代の流れをしみじみ実感した．

2）戦時下の研究生活（1938年頃～

1945年）

前記の加速器の実験成功に引き続い

て， 「D」の直径60インチの大サイク

ロトロンの建設も始まり，研究室は

100人余りの大世帯に膨れ上がった．

父自身の研究はいわゆる雑用の合間と

いう感じが出て来た．ウィルソン霧箱

に入射する宇宙線から中間子の飛跡奇

捉えたのもこの頃である（1937年 8

月）.4）一方戦火の拡大と共に物資は

逼迫し，研究者の方々は大変苦労され

た．父は逓信省（現郵政省）の電波管

理局長も兼務し，視察，調査等，出張

の多い毎日が続いた. 1945年4月13日

真夜中の空襲で盟研はその大部分が被

災した．父はその晩，水戸方面に出張

して留守であった．理研の近くの自宅

付近にも大型焼夷弾が落ち，我々は理

研構内を通って駒込にある六義閣に避

難した．父の仕事部躍は朝永振一郎，

山崎文男両博士，山田正電気掛員らの

必死の消火活動で焼失を免れた．木造

2階建のウラン濃縮実験棟は，この

方々の活躍でやっと焼け残ったと思っ

たのも束の間，翌朝，酸素不足と乾燥

し切った環境で自然発火し，極く続時

聞の内に煙となってしまった．

父は太平洋戦争開戦当初から戦況の

不利を察知していたと思われる．今考

えると，どのようにして入手したのか

分からないが，米国の写真雑

1LifeJ を， 敗戦の傾向が明白になり

始めた1944年のある日，茶の間で読ん

でいた．父が2階に行っている僅かの

時間，机の上に置きっぱなしになって

開いた貰を，

ばかりの私は，

うとした．まだ何の事柄についての記

事か分からぬうちに階下に降りて来た

父が見付けて「コラッそんなもの読ん

じゃいかん!Jと言って雑誌を取り

げてしまった． 仁玉砕Jという

ラジオ放送（大本営発表）で初めて使

われたのは，アッツ島守備隊の全滅の

時だったと記憶する．父は腕組みをし

て聴きながら目に涙を一杯浮かべて，

しばらく椅子から離れようとしなかっ

た．「俺速は皆死ぬんだ.Jと折に触れ

て父は言っていた．

戦争末期，原爆直後の活動について

は，御協力いただいた方々の記録に詳

細が述べられている.5）戦後，一般講

演などで原子爆弾の原理を説明するこ

とになった時，「広島の被害は， mu
して，数グラムの消失がもた

らしたものだJと言っていたのが強烈

な印象を与えた．

3）戦後の素人社長業と科学技術行政

参加（1945年～1951年）

父の生渡で， 1945年11月サイクロト

ロン加速器が米軍によって破壊された

時ぐらい，深刻な務胆振りを見たこと

はなかった．家へ夜遅く帰ってグッタ

リとしたまま，終始無雷で父は床に付

いた． そうに箸を動かしなが

ら，朝食をとっているところへ，嵯峨

根遼古先生が駆け付けて来られた．

「ずい分ひどいことをするもんですね

え」と押L殺すような声で言われたが，

それにも父は無古であった. l嵯峨根先

もサイクロトロンの建設に心血を

そ、がれた研究者のお一人であった．

父が原子核物理学告廃業することを決

心したのはこの時である．

悪いことは重なるもので，ほぼ同じ

頃，日本の潜在的な武器産業を根絶し

にしようとした米軍総司令部は，財閥

資産の解体を日本政府に指令した．そ

の結果，大河内正敏所長の指導によっ

て築かれた盟研コンツェルンは解体さ

れ，その傘下の企業の利潤で経営され

ていた鵬研は，一挙に経済的な支えを

った．理研は「科学研究所Jと改

名して1948年3月，民営化を余儀なく

され，研究室主任会議は重役会議とな

り，父は素人社長の道を歩むことにな

った．父がどのような経緯により，会

社の財政的基盤奇ペニシリンの製造に

求めることに決めたのか明らかで、はな

い.6）加速器を用いて突然変異の実験

をすることに興味を持っていたことか

ら，多分，何人かの生化学，微生物学，

医学の専門家の意見を臓く機会に恵ま

れていたものと思う． しかし生産ライ

ンの建設には，初期投資が必要であり，

父は借金に奔走する羽目となった．戦

後の日本医師会会長，武見太郎博士の

紹介で，吉田茂首相に窮状を訴えた処，

首相は一万田尚笠日銀総裁に援助を指

された． 後日首相は， 「学問をする

者に金の心配をさせてはいかんJと総

裁に注意されたそうである．…万回総

裁は「金を貸して怒られたJと苦笑し

ながら武見博士に話された.7) 

ペニシリン製造が軌道に乗ると，次

は結核に対する抗生物質「ストレブ。ト

マイシン」の製造に着手した．その後，

ビタミン B12，高血庇， 水虫， ホルモ

ン剤等の製薬を父は考えていた．

’＂＇＂＇＇＂＂＇＇＂＂＇＇＂＇＇・＂’ 111111111111’＂＂・1”。，，，，，，，，，1111111111111’1111111111111111111”111111,111111111111111”11111111’1111111111111’11111111111111’II”11111111111111111111・t”t”11111l’111111111111111”t’11111111111111’111111・』1111111111111”II』11111111111111111’II’t111111’t・111111111111111t』，1111111111111・II”1111’‘11111111111111111111111・80・＇＂
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一方父は原爆の被害から将来世界そ

救うにはどうしたらよいかを真剣に考

えていた. UNESCOの日本協力会代

として国内の平和教育運動に参闘し

た.8) 

リカ人というイメージから凡そかけ離

れた人柄の持ち主であった．義理・人

情に篤く，主義・原則のために

と父の回想． 小泉賢吉郎： 自然 31(1976) 

No. 11, p. 58ーヨ…ロッパ関学時代の仁科芳

雄．
2）玉木英彦：東京大学新聞 1985年7月16日

第 1467号ーボーアさんの来日．

日本学術会議が戦後の新しい学術研

究体制を論議する場として発足したの

は1949年1月である．父は会議発足時，

我妻栄教授と共に副会長として亀山直

人会長を補佐した．学術会議を中心と

する戦後の学術体制の発足には，本学

会の名誉会員であった H.C. Kelly博

を一切度外視する．ユーモアも人一倍

優れた人であった．総司令部の中でも

常に自然科学者としての良心に徹し，

軍上層部との衝突が絶えなかったとの

事である．その向こう見ずの純粋な気

3）理研の大，小両サイクロトロン製作の苦労

話は， 自然300号記念増刊， 総集録（仁科

芳雄， 湯川秀樹， 朝永振一郎， 坂田昌一）
(1971) 3月， p.55，他参照．

4) Y. Nishina, M. Takeuchi and T. lchimiya: 

Phys. Rev. 55 (1939) 585. 

よるのか， 父は Kelly博士とは肝

胆相照らす仲となっていた．

5）玉木英彦： 開予蝶弾 （広島・長崎のヰ真と

記録，仁科記念財団縞， （光胤書店， 1973) 

p. 55－放射能を迫って．

（故人）の後援に負う処が多い．サ

イクロトロン加速器破壊に対する米国

物理学者の箪部批判が端緒となり，

Kelly博士に在日米軍総司令部経済科

学局科学技術部長の職が委嘱された．

戦後5年余りを経て，会社の運営も

やっと見通しがつくかという時期に，

父は還暦を最期の病の床で迎えた．そ

んな状態とは我々さえも知らぬ発病当

初，気軽に詠んだ旬が辞世となった．

6）池田巴津子：理研OB会会報24号（1987)p. 

2一科研におけるストレプトマイシンの研究

とジヒドロデスオキシストレプトマイシン

の発見について．

7）武見太郎：私信．
8）仁科芳雄：烏城，岡山県朝日高等学校75周

年記念号，佐々井壮，藤原芳男編（1950)p. 

2ト我等の行手．
f働きて，働きて病む秋の暮J.
文献

Kelly博士はいわゆる平均的なアメ 1) A. Bohr：自然（1976)3月号p.44一仁科さん

父の日常の言動
仁科浩二郎 〈名古屋大学工学部原子核工学教室 46州名古屋市千種区不老町〉

1. 戦争と政治

「日本告こんなひどい状態でお前速に引き継いで我々の

世代が懇かった.J 1945年8月15日夜， 理化学研究所所員

宿舎の一室で中学生の我々 に父はこう吉った．一一一原爆調

査へ出発後，居所の不明だった父は当日正午の敗戦詔勅放

送の直後に突然元気な姿を現した．研究室の居室へ戻ると，

直ちに取り寄せた検出器で靴の付着放射能を検査し，予想

外の少なさに安堵した．そして引き続き研究室の方々と降

伏前後の諸問題を協議した模様である．たまたま詔勅放送

奇聞くため隣家にいた私がその気配から察しでも，この日

は父にとって激変，多忙の一日であった．

その父が夜遅く，家庭人に戻ってまず日にしたのが関顕

の言葉である．アメリカに原爆開発で先を越さ

感じて「文字通り腹を切る時が来たJと広島行き直前に玉

木英彦先生に置手紙して以来この日は 8日目， 1）敗戦を境

にその心境は揺れ動いていたであろう．続く 5年間，研究

環境の再建に向けて注いだ努力も，智頭の考えがあっての

ことと思う．一方，米軍の上陸前には諸新聞は戦争に対す

726 

るこの種の反省よりも，故事にある「臥薪嘗胆」という

葉を盛んに載せた．父は「アメリカに対していつか報復し

ようという積りなら了見が狭いなあ」と慨嘆した．

戦争や政治に関して，父は戦争中も時折り際どい話を

我々子供にした，例えば「昭和初期の議会はだらしなく，

現在の挙悶体制によって初めてそれが是正され，規律が確

立した」とする当時の定説に対して，「こんなことはない，

これは嘘だJと苦々 しげに言った．

敗戦後は，「我々全員にあの戦争を阻止する勇気が無か

ったのだJと惜侃として， しかも忽績やる方ない調子で伺

度か述べた，さらに米ソ対立が表面化すると，「たとえ

我々が力不足で第 3次世界大戦を阻止できなくても，全力

を尽くしたと言えるように努力すべきだJと渡辺替、先生と

のうジオ対談で述べたりした．

最後の病壱得て，千代田区田村町の胃腸病院に入院した

頃は，朝鮮戦争が最も激しく，病院の上を盛んに飛行機が

飛んだ．その爆音で「また戦争に行くんだなあ」とうなさ

れて居たという．被燥直後の広島・長崎で目撃した惨状が

日本物理学会誌 Vol.45, No. 10, 1”。
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脳裏を去らなかったのだろう．

2. 研究

太平洋戦争開始までは，父は実に楽しそうに研究に付い

て語っていた．サイクロトロンの真空漏れに付いては周知

の通り2）大変苦労し， 夜遅く帰宅して「今日はうまく行か

なかったよJとよく語った．休日に瑚研で遊ぼうと我々

供を連れて行った答の父が，結局漏れ防止のワックス塗り

に懸命になったこともある． しかしこの時期には研究や仕

事の困難も楽しそうに見えた．

話がやや前後するが，帰朝後の一時期，父は日本人が将

来現代物理学で欧米に比屑し得るだけの資質を備えている

か悩んだそうである.3) これに対して日本人と欧米人が興

る筈がない， この悩みは滑稽であるとする論説

した．だがあの長岡半太郎先生でさえ，一時期間じ悩みを

持たれ，その後科学史における中国人の寄与の実績奇知っ

てやっと意を強くされたのというから， 私にはあながち滑

稽とも思えない． この論説は結果論ではなかろうか．

さで戦争の激化と共に，父の実験談は稀になり，他方，

「何が起こるか分からんぞJと万一の場合の覚悟を説くよ

うになった．父が自身の実験につし

らく 4月13日夜間大空襲で家が焼失し

った最後は，おそ

日である．

父は水戸へ出張していたが，翌日我々に再会すると，

不在中に家が焼けたことを口惜しがった‘その挙句残念そ

うに f昨日の水戸の実験はとてもうまくいったのに」と

った．

研究を愛した父にとって，戦後の米軍によるサイクロト

ロンの破壊は，研究生活の停止を強制したに等しく，敗戦

以上の大ショックだった．やがて父は研究所の運営に当る

ようになり， いて家で気楽に語れなくなった．か

特集「仁科芳雄生誕百年記念J

って1928年に父が帰国するに当り，ボーア先生は父が日本

社会に適応同化できるかを心配されたそうだが，帰朝直後

よりもむしろ戦後のこの時期にこそ，研究室外の社会で，

滞欧生活で身に付けた自由な発想が通用せず，慣れなし

労を味わったと思われる．

3. まとめ

ば父は明治人でありながら長い滞欧生活を経験した

ため，その行動は日本の社会通念と時には行き違い，それ

もあり，誤解も受けたであろう．明治人らしく

国に対する責任を強く意識したが，その責任観の内容は当

時としては考えられなかった個人尊重に基いており，それ

だけに各個人に対して現代社会的な責任意識と行動を求め

たと忠弘結局各人に実行力を期待するのだが，自身は実

行を重視して個々の対応に誠意を尽くすあまり，大局的lこ

破綻しかかって苦しんだように見えた．また情緒的な戦争

鼓吹は科学的に批判したが，当時伝えられた特攻兵士の言

動には感銘するし，軍事研究にも努力告傾ける．父にして

みれば，友人の居る悶との戦争に加担すると悩みながらも，

引き受けた仕事には精一杯努力するのが武士的な美学だっ

たのだろう。敗戦直前，乞われた色紙に「本来空jと

戦後は「俺が死んでも悲しむ必要はない．俺の屍安越えて

いけJとしばしば口にした古風なふるましゅhら，今その気

質が思い出される．

引用文献

1）玉木英彦：原子爆弾（広島・長崎の写真と記録），仁科記念財閲編

（光風社書店， 1973)p. 55一放射能を追って

2）自然（1961)2月号一仁科先生と核物理の発展（I).

3) A. Bohr：臼然 (1976)3月号一仁科さんと父の回想．

4）板倉襲安：朝日評伝選 10（朝日新聞社， 1976)p. 37－長間半太郎．

727 



The Physical Society of Japan (JPS)

NII-Electronic Library Service

理論研究
林 稔 (603京都市北区松山町7)

仁科先生が， 7年余の滞欧生活を終え， コベンハ…ゲン

でKlein－仁科の公式を完成して帰国されたのは1928年末

のことである．そのころ長岡研究室に所属しておられた先

生は1931年に主任研究員として独立し，仁科研究室を主宰

されることになった． しかし初めは実験の嵯峨根遼古氏と

竹内柾氏の2人だけが研究室員として所属していた．その

頃の先生は宇宙線の観測と理論を志向しておられた様であ

る．同年先生は京都大学の特別講義に招かれ，そこで若い

優れた理論の研究者朝永振一郎，湯川秀樹の両氏を発見さ

れ，翠1932年に朝永氏を研究生として仁科研究室に招かれ

た（湯川氏は翌年大阪大学へ移っている．）次いで1933年

の春，筆者と同期に京大を卒業した坂田昌一君を理論の研

究生として加えられた．（その間に実験系の多数の研究者

が研究室へ加わったがここでは触れない．）理論系の 2人

には理研 l号館の室が与えられ，仁科研究室の現論部と呼

ばれるようになった． こうして，仁科研究窓は朝永氏を中

心とする理論部と嵯峨根氏を中心とする実験部とから構成

される体制をとることになったのである．実験の方はその

後，西川研究窓と合同で原子核研究のためのサイクロトロ

ンをつくることになり，人数も急激に増えて体制も細分化

されたようであるが，それについては他の項で述べられる

と思う．

理論の研究の最初は， 1932年に中性子が発見され原子核

の構成要素が判ってきたので，陽子，中性子聞に働く力を

明らかにするために，これらの核子聞の衝突をしらべるこ

とから着手されたようである． （一時， 宇宙線は中性子で

はなし、かという説もあった.) 1933年坂田君が加わってか

ら，光による除陽電子対の創成確率の計算が始まった． こ

のような問題はまず仁科先生と朝永さんとの合議で目標を

たて，実際の計算は朝永さんとその協力者がおこなうとい

う形がとられ，この場合は朝永，坂田両氏の組で行われた．

こういう研究の進め方は仁科先生がコペンハ…ゲンで体得

されたものであって，実際 Klein…仁科の公式も計算の途

中で一々結果を較べ一致すれば先へ進むという方法がとら

れたそうである．このようにすれば，途中で照合したとこ

ろまでは安心して先へ進むことができ，自信をもって結果

へ到達できるわけで，先生自身Kleinとの協同研究の途中

でたびたび誤りを発見し，こういう形で研究を進めるのが

も能率的であったといっておられた． この計算に限らず，

これから以後も研究室ではほとんどこの形式が採用され，

結果は連名で発表されている．なお，このような研究の進

め方は非常に教脊的でもあって，協力者にえらばれた後進

はそれによって励まされ，能力も急激に進展するという

所を強調しておきたい．

話が横にずれたが，朝永，坂田の両氏は電子対創成の計

このように進め， 1933年の夏は御殿場で合宿して大い

に能率を上げたようである．こうして完成した常子対創成

の計算結果が先生の机の上にある聞に Betheらが先に発表

してしまったのは残念である．

以上は筆者が理研に入る前年までのことであって， 1934

年の4月に坂田君が阪大へ移り，玉木英彦君と筆者はほと

んど同時に仁科研究室へ入室した．その頃，理研のとなり

にあった三菱造船の研究所が理研に併合され，仁科研究室

の理論部は23号館とよばれる木造の建物の 2階へ移ること

になった．そこには小さい窓と大部躍とよばれる窓があっ

て，小さい室の方へは先生が3号館から越してこられるこ

とになっていたが，ついに実現せず，ずっと朝永さんがい

て隣の大部屋には，玉木君と筆者，少しおくれてドイツか

ら帰国された有山兼孝氏（電気伝導をやっていた）が窓ぎ

わに机を並べた．仁科研理論部とよばれたのはただこれだ

けの人数であった．

筆者が入ってから，やはり先生と朝永さんとの相談で，

今度は荷電粒子による電子対創成をやろうということにな

った．はじめは荷電粒子を電子としていたので，高エネル

ギ…で入射する電子が，原子核のクーロン場内で、負エネル

ギーの靖子と衝突してそれを正エネルギーへ移し，そ

とそれが抜けたあとの空孔とで対ができるという面倒な

計算を遂行しなければならず，朝永さんと毎日結果を付き

合わせながら，夏休みまで遷移マトリックスの跡をとる計

していた． これは非常に労力が要る仕事であって，毎

日眼がかすんでくるまでやってもなかなか終りそうになか

った．その内に夏休み告とることになり，休みがすんでか
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ら来た雑誌に Weizsackerが入射荷電粒子の電磁場を仮想

光子でおきかえるという論文を見付け，朝永さんにこれで

やることを進言した． この方法によれば朝永さんらが前に

得た光による対創成の断面告つかってすぐ結果が出る． し

かし入射荷積粒子の反跳が入らないので，陽子その他非常

1入射粒子には正しく適用できるが，あまり速くない

電子に適用するのは無理であった． この結果も先生の机上

くおかれ，かなり遅れて発表された．玉木君は陽子・

中性子散乱をやっていて面白い結果が出たが，発表はやは

りBetheらに先んじられた．

以上は筆者が入室して 1年目の仕事であるが， あとの 3

ヵ年も大体宇宙線や核構造の研究であった．ただ翌1934年

の夏に朝永，玉木の両氏と筆者とが北軽井沢の法政大学村

の貸別荘に合宿して， Diracの「量子力学Jを訳したのは

筆者が仁科研究室にいた間の特筆すべき出来事である． し

かしこのことについては玉木君がたびたび書いており，

も何回か書いたのでここでは省略しよう．ただ，あまり

交流はなかったが，仁科先生ご一家も北軽井沢へ避暑に来

ておられ，皆でー諸に浅間山麓へハイキングに行ったこと

など印象強く残っている．実際，先生は研究室ができてか

ら常に忙しくしておられ，このときのようなくつろいだ姿

を拝見するのは非常に稀であった．

さて研究室へ話を戻そう．理研は研究室間はもちろん外

部にも開放的であって，筆者が入った頃原子物理学関係の

論文吾紹介することを目的としたコロッキュームが毎週 1

回l号館で開かれていて，長岡研，西川研，高嶺研その他

の研究室の人たちのほかに，東大等外部からの人も参加し，

無遠慮な質疑，討論が活発に行われ，朝永氏も入所当時は

その雰閤気に圧倒されて隅の方で小さくなっていたそうで

ある． しかし筆者が加わったころには十分その才能がみと

められて，議論が紛糾すると朝永さんの意見がきかれるよ

うになっていた． このコ口ッキュームはその後 1ヵ年足ら

ずで自然消滅している．

研究室問の交流で思い出したことを一つ加えておこう．

それはその頃 Springerのハンドブーフの24巻の 1が出版

され， その中で Pauliが書いている量子力学の概論を輪読

しようということになり，その輪読会は仁科研理論部が中

心で、あったが，高嶺研の富山小太郎・藤岡由犬，石田研の

武藤俊之助の諸氏らも加わったように覚えている． ここで

も朝永さんがいつもチュ…ターの役を努めていた．

仁科先生は研究室ができた当初は割合にゆっくりしてい

て構内のテニスコートでもよく見かけたそうであるが，サ

特集「仁科芳雄生誕百年記念」

イクロトロンの建設が始まった頃から急、に忙しくなられた．

それでも理論部の部屋へは週に 1四位立寄られ，朝永さん

と，進行中の計算やこれからやる仕事の打合せなど 1時間

以上も立ち話をおれた． しかし，大サイクロトロンの計画

が始まり，また地下の宇宙線の観測などが始ってからは理

論部へは滅多に立寄られなくなった．それは実験の規模が

きくなるにつれて，理研の研究費以外に，外部からの研

究費の調達に迫られたからのようである．例えば寄附を集

めるためそれまで顔を出されなかった実業界の有力な人た

ちの会合へも頻繁に出て核物理の啓蒙的な話などしておら

れたようであるが，おそらく先生の本意ではなかったであ

ろうと察しられる．

こうして時たま先生にお会いできるのは昼食会の時だけ

になった．閣研では昼食はずっと給食であって，仁科研で

は実験も理論も23号館の室で一緒にとっていたが，実験が

忙しくなって各自の時間がそろわなくなり，次第に寂れて

った．

一方世間では徐々に戦時色が強まって行く頃であったが，

研究室では石井千尋氏が応召した位で，昼食会の雑談でも

他愛もない世間話ばかりで時局には速いのんびりした雰間

気が保たれていた．研究室員がこのように研究に専念でき

たのは仁科先生の力強い庇護によるものと思われる．先生

が実業家の集まりでガイガー・カウンターの実験をしてみ

せたという話告聞いても親方には山師的なところがあるな

といって大笑いをしたことなどあったが，親の心子知らず

であったといえよう．

ただ一つ印象に残っているのは，朝刊に日独伊枢軸同盟

が成立したと報じられた日の昼食会で先生が「とうとう日

本も世界のならずものの仲間入りかJと吐いて捨てるよう

に言われたことである．国際人としての仁科先生の本心が

この言葉から窺えよう．

1937年の 5月から朝永さんが交換研究者としてドイツに

出かけ Heisenbergの研究室にいたが，その後独英戦争が

勃発して1939年10月に帰国した‘その問，仁科研理論部は

火が消えたように淋しかった．筆者は，当時陸軍の学校の

していて午後開研へ通っていた尼崎正治君を相手に

龍子対創成によるエネルギー損失の計算告まとめた． しか

し，筆者も1938年に湯川・坂田両氏の要請により阪大理学

部へ移った．

朝永さんは理研へ帰ったが，戦争が激しくなって戦時研

究に狩り出され，終戦後，東京文閣科大学へ移っている．

そして，理研自身も戦後一旦解体されることになった．
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(249神奈川県越市池子3-17-18)

初期の仁科研究窓

1931年春， E理化学研究所，長岡研究室に在籍された仁科

先生は，やがて主任研究員となられて仁科研究室告開設さ

れることになっていたのであろう．私は4月に研究生とし

て入所することになり， 6月には嵯峨根さんが入所された．

私の仕事は西川研究室の古田さんのところで， X線分光学

の仕事の手伝いをすることだった．これが仁科先生のコベ

ンハーゲンでの1927年の仕事と関係があったことは最近に

なって知った．

嵯峨椴さんの仕事はガイガー・ミュラー計数管の

試作を始めることだった． したがって，仁科研究室開設の

時は，仁科先生が実際に宇宙線の研究に着手され始めた時

期と重なっている．手許のメモの 9月25日のところに，

「X線管の設計は先生がされるらしい.Jと記されているこ

とと， 10月末に瑚研三号館の実験室の片隅に私の席が与え

られた後に， 50kVの変圧器と，整流用二極真空管用変圧

器が，購入搬入されたことからも， X線分光学の実験をさ

れる予定があってのことなのだと思う．ところがそれから

間もなく私はX線の方の手伝いは中止して，嵯峨根さんの

仕事を手伝うことになり， GM管の製作に手をつけるよ

うになった．

この時嵯峨根さんが設計し，工作係で製作した小型の

GM管が，わが国最初のGM管だったであろう．その後嵯峨

根さんはGM管の工作を私に任せ， GM管の管内放電の停

止機構を調査しようと苦心されていた． この頃，仁科先生

はGM管の放電数を自動的に記録する装置を工作係に注

文されていたらしい．それが出来てきたのはたぶん1932年

になってからであった．私はこの装置を使うようにと言わ

れたが，この装置は機械的にはよく考えてあったが，

的な面で使用に困難な点が多く，あまり利用できなかった．

一方，この頃は元素の人工変換ということで， 100万ボル

トの直流電源の開発が問題になっていた時代セ，

はこれにも関心告もたれ，荷電ベルトを利用したヴァン・

ド・グラーフの初期の高電圧発生装置を嵯峨根さんと共に

作られた．これが出来てきたのは1932年の四五月頃であっ

た．乾燥した季節には60万ボルトまで発生した．

｛也方， j嵯峨根さんは宇宙線の飛跡撮影用にピストンが水

平に動く競箱を設計されていたようで，理研工作係からこ

霧箱

れが作られてきたのが1932年の後半になってからだ.I嵯峨

根さんは東大の木下季雄博士，清水武雄博士のところの伝

統で，霧箱のことを熟知しておられたのである．さらにこ

の装置は霧箱をはさんで置かれた二本の GM管からの信

号で始動するように設計製作されていた．最初は GM管

を使用せず飛跡の撮影を試みたが，当時のカメラ感光材料

では光源、が不十分で，種々苦心せねばならなかった．つい

でGM管を使用し，さらに磁場をかけて撮影できるよう

になったのは， 1932年末か1933年初頭だったと思う．なお

磁場は空心のヘルムホルツ型コイルにより IOOAで約

3,000ガウスが得られるものだったが， 電源の制限から約

60Aで使用した．

この頃，我々は知らなかったが，英米両国でも同様な実

験が進んでいたらしく，こちらと同様な計数管制御の霧箱

の実験で， Blackettらが飛跡を撮影したことを発表しつ

づいてシャワーの写真を発表した. Nature誌を見た嵯峨

根さんが残念、がっていたと，朝永さんの談話にある．また，

計数管制御がない霧箱では， Andersonが搬影を始めてい

て， 1932年に陽電子の写真を発表したのだった．なお，朝

永さんが研究室に入られたのは1932年7月だム皆、う．この

Blackettらの論文が発表されたことで， 飛跡、の撮影がよう

やく可能になった研究は一時中断されてしまった． これは

撮影された飛跡がほとんど一直線で，その湾曲度が測れず，

宇宙線粒子aのエネルギーの正確な測定がで、きぬことが判明

したからでもあったろう．高エネルギーの測定のためには，

強い均一磁場内でなるべく長い飛跡を撮影せねばならなく

なったのである．この1933年4月には，理論の方に坂田さ

んが入られ，実験の方には嵯峨根さんの下に杉本朝雄さん

と，天木さんが入られて，杉本さんは東大で実験を，天木

さんは理研で中性子研究用の線形増幅器の仕事を始めたの

だった．

この頃の仁科先生は研究室用にと購入された十種ほどの

外国学会誌の新刊lこ目を通すことを日課とされていて，

1932年頃からは好きなテニスに出られることも稀になられ

た．

1934年に入ると，早春， Curieによる人工放射能の論文が

発表され， 仁科先生と幌峨根さんは早速その放射性燐p30

から出る陽電子のエネルギー・スペクトルを，この宇宙線
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図1 直径40cmの霧箱，約 15，αぬガウスの均一磁場を発生できる

13トン大篭磁石を前にした仁科博士．理研にで撮影．

用霧箱を利用して測定することに着手された． この仕事は，

私とこの年入室した富田さんと共に，秋頃まで、かかった．

この他に，この1934年の 1月に学術振興会第十小委員会

が発足し， となり，また研究主任となられ

たので，最初は峻峨根さんも手伝われたようだが，やがて

木下研究室員だった石井さんが担当となり，電離箱による

研究に携わった．なお，この年4月には，理論の方に，小

林，玉木両氏が入室されている．さらに秋頃か仁科先生は

北大の中谷さんのところで，霧箱そ使って放電現象の研究

をされていた山崎さんを勧誘されたらしい．山崎さん

箱で宇宙線の研究をする要員として1935年1月に仁科研に

入室されたとの話である． しかし，第叩十小委員会の方の要

員が不足したため， 4月頃コンプトン型電離箱の仕事の方

にまわられたとのことで，その頃に浅野さんが入室されて

いる．（関戸さんは盟年入室された．）

他方，この4月頃から，仁科・西川・長岡の三研究室の

人々からなる原子核研究室が発足し，種々

加速装置による研究が始まったのだった．

霧箱による宇宙線研究

同じこの頃に，仁科先生は，宇宙線粒子のエネルギ…測

定のために，大取の霧箱と大電磁石奇作る計闘をされ，そ

の仕事にかかるよう私に指示された．そこで霧箱は当時入

手可能なガラス円筒壁の大きさから直径を 40cmとして，

電磁石は強磁場を得るため，磁極間隔を短くし，その上で

写真撮影をせねばならぬので，一方の磁極に円錐形の穴告

あけ，そのための磁場の不均一性を可能な限り少なくする

よう，磁極の形を十分の一模型で予備実験して決定した．

これを基にして芝浦製作所で設計製作されたのが重量約15

トンの電磁石だった．鋼管を巻いたコイルで，管内の流水

で冷却され，毎秒41の水鷺で， 500V, 1200Aが許容量と

され， 500Aのとき約 12,500士400ガウスの磁場だった．

ところが当時，このような直流大電力源は電解工場か電気

鉄道用にしか所有されていなかった．仁科先生は義兄の方

が海軍のニ次電池工場長をされていた関係からか，理研か

ら海軍当局に依頼され，特別の許可が得られて，横須賀海

軍工臓の同工場内で研究をすることとなった．

こうして1936年4月に仁科研に入られた一宮さんと二人

で6月頃から研究を始め， 1937年3月までに画面の中央部

に曲率測定可能な飛跡を約 300本撮影できた．ところがこ

の頃Blackettがまたも問様な実験によって約800本の飛跡

の結果から，エネルギ…・スペクトルを発表し，我々の結

巣はそれと全く同じだった．

この年4月下旬頃， Bohr博士の来日があって， 米国で

の話があったのかも知れない．霧箱の中に鉛を置いて，エ

ネルギー損失を測るようにと指示があった．電離箱による

研究での硬軟二成分が判別できるという Neddermeyerら

の報告が Phys.Rev.に出たのが5月15日号である． こう

してエネルギー損失の測定が始まったが，仁科先生はその

ら硬成分粒子の質量が測定できぬかと理論の人と

されたらしい．小林さんがBlochのイオン化損失量の

式によって，質量が陽子の 1/2,1/7, 1/ 10の場合について，

その粒子のエネルギーと，その損失量との関係を三本の曲

線で示してくれた． たまたま鉛3.5cmを置いた場合， 鉛

した質量推定可能な飛跡が撮影できたのが8月で，

その値は陽子の 1/10だった． こうして湯川氏予測の新粒

（中間子）が確実視されるようになったのが1937年末だ

った. 10月末に研究許可期限が終って閣研に戻り， 1938年

からは中間子の質環測定に重点が置かれ， 10月末頃になっ

て飛跡の曲率と飛程から，質量が電子の約 180倍と測定さ

れる飛跡が撮影できた． この他に飛跡、の曲率と霞離密度

（霧粒の密度）からも質量測定が行われ，陽子の約 1/2の

とされる飛跡も撮影されたが，当時そのような

粒子は予想されておらず，電離密度測定の精度が問題とさ

れ，一例のみなので，理研の会での発言のみにとどまった．

このようなことから，曲率測定用の霧箱と電離測定期の一

つの霧箱を同時に併用する実験が計踊されたが，この実験

は1939年春に入所した猪木（旧姓小川）君が分担して，

1941年にその実験は始まった．（電離密度による質量測定

実験は， 戦後山梨大学において同氏が継続した．） こうし

た質量測定の実験の他方で， 1939年には中間子と原子核の

相瓦作用の研究のために，中間子の散乱の測定が問題とな

り， 鉛5cmによる多重散乱と共に異常散乱の有無の測定

111111111’l 1111111111111111111111111111111111111111111111111111’11111”’1111111’1111111””t 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111’1 IIUI”’111111111111111111111111 E”1111111111111111111111’11111111111111111,1111111111111,1111111111111111’t 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111』II
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が行われた． この散乱測定の結果は J.G. Wilsonが年末に

発表した結果と同じだったので，これも理研講演会での発

表に止まった. 1940年は 1月早々から中間子シャワーを目

標にした実験を行なうことになり， 7月末までに約 5,000

枚の撮影をしたが，中間子シャワーは撮影できなかった．

一方，この実験の進行中に Williamsが磁場は使わぬ大容

量の霧箱によって，中間子が停止したところから電子が出

ている写真を撮影し，中間子の崩壊を発表した．仁科先生

は直ちに大容最の霧箱を作ることを指示され，その設計製

作に着手したのだが，軍需の影響も出てきて，霧箱の出来

てきたのは1941年になってからであった．他方でこの年，

高空での宇街線の飛跡撮影が計闘志れ，陸軍戦闘機に搭載

して自動的に飛跡を撮影する装置を試作したが，当時の機

体は気密式でないので低温低圧の外気の条件下で作動する

装置でなければならず，中央航空研究所の低温低圧実験室

で試作装置の調節中，戦局の推移のため計画は中止となり，

霧箱による研究も困難になったのだった．〔この頃までの

宇宙線研究については宕波講座・物理学・宇宙線（昭， 16

年）に，仁科先生執筆の歴史的叙述その他に詳しく，また

文献が集められてある．〕
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電離箱，計算管による宇宙線研究
宮崎友喜雄 〈仁科記念財団 1時京都文京区駒込山一45)

1934年1月，日本学術振興会第十小委員会＊が発足し我

国で宇宙線の研究が始められるようになったが，これより

前仁科先生は理研の工作部に Compton型の小型宇宙線計

を注文しておられた．石井千尋は1934年12月に，山崎文男

はその翌年 1月にグループに参加した．

1935年3月には仁科先生が註文されていた Steinke型宇

宙線計がドイツから到着，また浅野芳広がグループの一人

となった．この年の 4月，石井，山崎，浅野によって

Compton型宇宙線計による箱根山測候所（900m）での観

測が実施され， 8月には富士山頂（3,720m）など数点の観

測が行われ， 富士山閣の宇街線強度は東京の 2.7倍である

ことが分かった．

R. A. Millikanの共同研究者H.V. Neherは1935年11月

現研で、宇宙線について講演し，その時 Neher型宇宙線計

を被露した．これは直径 15cmほどの球形の電離箱で純

アルゴン15気圧を詰め中心部に Neherが考案製作し

ホ日本学術振興会第十小委員会． 1934年1月初日， 宇宙線研究を目的

として設置．委員長問問武松， その後，研究主任に仁科芳雄を選び，

所要の機械の整備を行った． やがて照子核の研究が各闘で蟻んになり，

宇宙線の研究と相通ずる所があるので， 1936年第十小委員会を改組拡

張し，宇宙線開予核第十小委員会と名付け，委員長に長間半太郎を選

んだ．
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気計が組込まれている．仁科先生はこの装置を注文され，

翌年入荷した．これは携帯に便利であり，取扱いが簡便で

堅牢であるため種々の研究に使用された．山上，地上，船

上での宇宙線観測，さらに広島，長崎の原爆放射能測定に

も使われ，現在も使用可能である．

さで宇宙線は地球外の空間から入射してくる粒子である

が， その正体はまだ不明であった． Clay (1927）の先駆的

測定をへて A.H.Compton (1933）による大規模な観測で

緯度効果が確立し， Millikan, Neherによる経度効果の測

定（1935,6), Johnson, Street (1933）らI）による東四効果の

観測などが各国で盛んに行われ， また Lemaitre, Vallarta 

ら川こよって地球磁場における荷電粒子の運動の理論が発

表された．

一次宇宙線の正体を探るには，地球上の興なる緯度，経

度，及び高度に同一性能の宇宙線計を設置して同時観測を

行い，他の自然現象との関連について研究する必要があっ

た．そのため石井千尋を中心にして，理研独自の高性能の

宇宙線計を製作することになった．

そこで当時 A.H.Comptonらが発表した CarnegieC 

Meterを参考にして大型電離箱を設計製作した． これは，

容積20リッター，純アルゴン50気圧を封入し，主電離箱と

日本物閣学会誌 Vol.45, No. 10, 1”。
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ウラン源を持つ小電離箱との電離電流の差を高感度のリン

デマン電気計で読取ると同時にアィルム上に記録するもの

である．この装置を南洋パラオ島，台湾阿里山，

東京，樺太の豊原に据えて連続同時観測を行う予定であっ

た 1935年から製作が開始され， 1936年に 1台は理研で，

l台は北海道の斜盟岳の頂上に近い地点 (1,260m）に据え，

到着したばかりの Neher型とともに 6月の日食時とその

前後数日の観測安行ったが，日食による宇宙線強度変化は

観測されなかった．

同年8月，仁科，石井は鉄道省の援助により，上越線清

水トンネル内の六つのマンホール内で Neher型による観

測を行った．深さ 325m （水深 800m相当）の地点で宇宙

線パーストを観測した．従って宇宙線は更に深い所ま

通していることが分かった．

1937年4月から 1年間仁科，関戸，浅野，島村，増田ら

は日本郵船の協力により，横浜メルボルン問を往復する北

野丸に，また翌年神戸シァトル聞を往復する平安丸に

Neher型を搭載して宇宙線の緯度効果の観測を行った．

1935年以来，東京で宇宙線強度の連続観測が行われ，そ

れらの観測結果が発表されていった．太陽活動と逆に動く

宇宙線の27日周期が報告され，また1938年に Blackettが宇

宙線の季節変化を中間子の崩壊による気温効果と解釈した

が，東京の宇宙線強度を種々の気象条件で推測される

図1 清水トンネル内字街線観測所（1940年8月）．左より，関戸弥太郎，

増田時男，仁科芳雄，宮崎友喜雄，藤間由夫．（仁科記念財団提供）

気温の分布と比較し，気温効果の確立ができた．これを応

用して，宇宙線の観測から高層気象の変化を監視する可能

性が得られた．

私は1939年1月に仁科研究室の宇宙線部門に入れていた

だいたが，当時石井は応召中，浅野，関戸，島村，増田ら

とともに，躍研の 2号館（旧理研正門の正面の建物） 4階

の講堂脇の部躍と， 18号館（正門右手の 5階建のビル）の

屋上に設けた実験室で仕事をした． 2号館の康上と地下に

も電離箱が置かれ観測が行われていた．

仁科先生は私に，前に述べた五つの観測地に設置す

離箱をやらせるか地下にするか考えられた末，地下実験を

やるように命令された．そして計数管，真空管による同時

放電回路，記録回路，計数管用高圧などを作ることになっ

た．既にある程度できあがっていた同時放電回路は分解能

が懇いので 5極管を用いる回路に改造した．

仁科先生が宇宙線の透過力に強い関心を持っておられた

ことは，先に述べた宇宙線パーストの観測からも推測され

る. 1936年ハンガリーの Barn6thyとForr63＞が地下実験

の結果から地下に貫通する宇宙線は直接には計数管に感じ

ないもの，恐らく中性微子であろうという説告発表した．

仁科先生はこの実験に注目され，清水トンネルで此の結果

安確かめることになった．

此の地下実験の準備は1937年春から関戸が担当して始め

られた．地下での自然放射線強度は，地上の宇宙線及びそ

の他の自然、放射線強度よりむしろ多いので，電離箱による

測定は不可能である．従って，計数管告用いた同時放電法

によって宇宙線を選ぶ方式をとり，その同時放電が偶然の

同時放電ではないことを種々な計数管配置によって確かめ

る必要があった．計数管は直径5cm，長さ 28cm，厚さ 1

mmの真総管をガラスに封入し， 直径0.1mmのタングス

テン線を芯線とし，管内にアルゴンとエチルアルコールの

混合ガスを数cmHg封入したものであるが，当時このよ

うに「大型」で長期間安定に動作する計数管を作るのは大

変で， 20本の計数管を作るのに長い間かかった.4）これを

5本ず、つ束にし， 4！議の計数管トレイを作り， 種々な同時

放電回路によって宇宙線を選ぶようにした．

清水トンネルでの実験は1939年7月に始まった． トンネ

ルは全長 9.7kmで， 800m間隔で面積4.5m×7.0mのマ

ンホールが11ある． 溢度は常時10℃であるが混度が 100%

なので，マンホール内に木造小屋を設け室温を上げ溜度を

下げ装置を据えた．

測定は第3及び第5マンホールで行ったが，それぞれの
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地殻の厚さは480m, 1,230 mで水深相当 1,400m, 3,000 m 

である.l,400mweでは1939年7月一1940年7月，これ以後

は3,000mweで行った．

各場所で，種々の計数管の配置により同時放電数を記録

した. 4個の計数管群を鉛直に並べた時に比べ，水平に置

いた時の方が遥かに同時放電数が少ない． 例えば， 3,000 

mweでは鉛直同時放電数は 1週間に l個であったが， 4個

の計数管群の一つ奇横にずらせた場合には 1月に 1個に減

った．

次に水平に置いた場合でも 1,400mweの場所に比べ

3,000mweの場所の方が遥かに同時放電が少ない． これは

宇宙線シャワーの深さによる差であろう． これらの測定結

果は1949年にまとめて発表した.5) なお此のトンネル内の

は，仁科，森脇の狸々蝿を使った遺伝の突然変異

の実験も行われていたことを付記したい．地下の実験につ

いては1946年2月原悶不明の火災により全装置が焼失した．

まことに残念なことであった．

地上，地下の実験の他に気球による上空の宇宙線観測が

石井，関戸，飯尾以下多数の研究者によって行われた．そ

の当時，軽壌で性能の良い装置を作り上げることは非常に

難しく，装置を気球に取付け放球してみると電波が来なく

なる．その原因はいろいろあった．そこで地上で十分なテ

スト，例えば振動その他のテストを行う必要があった．そ

こで理研18号館の嵐上から長い竹悼を出し，その先に装置

を吊り下げ，樟を振り回すなどしてテストをした．今から

考えると，大変幼稚で野蛮な作業であったが，これで改良

に改良を重ねて本醤の装置を作った．

先ず長さ 15cm, 直径2cmの計数管3本を鉛直に並べ，

同時放電法によって鉛直成分の測定が行われた. 1942年か

ら43年にかけて 3回の実験を行い， 18 kmで最大強

度は地上の 16.4倍という値を得た．

理研内での電離箱による連続観測はサイクロトロンの建

設が進捗してきたので，その影響を避けるため，麻布，狙

穴の東京天文台構内に恒楓家安建設し， 1941年10月より

次運転を始めた．また宇宙線の精密測定から上層気象を予

測するための大面積宇宙線計の計画が進捗し， 1944年計数

管96本を用いる精密宇宙線計の製作を始め， 6月から測定

にかかり，予知はかなり成功した．しかし空襲の激化に

より， 1945年3月をもって一切の観測を止め，人員資材を

金沢に疎開した．このような措置により，研究用資材の一

部が確保された．従って戦後の混乱期にも拘らず比較的早

い時期に，若いすぐれた研究者たちの協力によって，研究

観測が再開され， これを核として研究が次第に拡大してい

った．
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理研のサイクロトロン物語
田島英三 〈原子力安全研究協会問東京都千代間区内幸町 1-2-2 日比谷ダイビル口階〉

世界の物理学界は20世紀にはいると，近代物理学への脱

皮のため，実に輝かしい歩みを続けた． この趨勢をうけて

理研に西川研と仁科研にまたがる原子核実験室が創設され

たのは1935年であった． これは原子核と放射線生物学を幅

広く研究するために，三井報恩会，東京電燈株式会社，日

本無線電信株式会社等の苦手附によるものである．原子核研

究に必要な大型加速器として，議磁石の重最23トンの小サ

イクロトロン（以下小サイクロと略称す）とコッククロブ

734 

ト型加速器を建設することとし，当初は何れも仁科研が担

当したが， 1937年頃小サイクロがほぼ完成し，これを用い

た研究活動が活発になったので，コッククロフト型加速器

の建設は閤川研が分担することとなった．私が仁科研には

いったのは1938年で，その頃小サイクロは重水素核で2・3

μAのビームを得ていた． 丁度， 嵯峨根遼吉さんがアメリ

カの長い留学生活から帰って来られた．嵯峨根さんはパー

クレ…でサイクロを手掛けて来られたので，帰国早々小サ

日本物浬学会誌 Vol.45, No. 10, 1990 
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イク口の調整にはいった．私は入所したばかりでその助手

告務めたのである．磁極と加速箱の隙間に小鉄片を捜入し

て局所的に磁場を調節するシムという るが，磁場

の形が計算にかかるような出来の良いものではなかったの

で，全く経験とカンに頼るしかない骨の折れる仕事であっ

たー それでも日増しにビームが強くなるのは楽しみで， 3 

ヵ月近い調整で遂に 4MeVの重水素核ビーム 60μAまで

出すことができた． しかし， 通常の実験には 40μAに制

限して使うこととした．その理由は実験者に放射線の危険

が生ずること， 60μAではビームの取出窓の白金箔が容易

に破れてしまうことのためである．また，嵯峨根さんによ

っていろいろ近代的な改良が行われた．真空配管系のガラ

ス部分は金属パイプに代えられ，真空ポンプ。の冷却水やヒ

ータには安全装置が取付けられ，真空ゲ…ジに始めてイオ

ン化真空計が使用された． しかし，当初から使用されてい

たマクレオッド真空計は最後まで取外されることはなかっ

た． これには仁科先生が深くご執心で，これで真空を測定

しないと納得がゆかなかったらしい．このサイクロは何か

の拍子に真空が態くなり， ピームが出なくなることがしば

しばあった． 1ヵ月も 2ヵ月も無駄に模索することもあり，

理由もなく元の良い状態に民ることもあって，そのご機嫌

のとり方がむつかしいので，私達は“お嬢さん”と呼んでい

た．調子が良いときは通常朝の 9時から夜の 9時まで，時

には徹夜運転をしたが，年間を通じての稼動率は50%程度

ではなかったかと思う．

ある時私は感度の鈍いローリッエン検電器を用いてサイ

クロ窓の放射線レベルを調べたことがある．検電器を建物

の外で充電して，運転状態のサイクロ室に 2・3歩はいると，

サイク口本体から 5メ…トル以上も離れているというのに，

針は視野からスーと消えてゆくのに驚いた． この室のレベ

ルは相当なものであったことは間違いない．実際私は入所

して l年ばかり経った頃， 白血球数が 3,000台に減小し，

凶11937年3月16日，秩父宮が小サイクロトロンを視察したときの機子．

理研捷報の記録には“秩父宮殿下再度の御台臨（第 l回の理研視察は 1934

年12月4日）．原子核実験室及び宇宙線研究護者御視紫J’とある．

疲れの自覚症状告覚え，武見太郎先生の診察を受けたこと

がある．当時の放射線防護は月 l回の血液検査だけで，今

から考えると何とも恐ろしいような話である．

小サイクロが原子核研究に巣たした役割は実に大きい．

周期律表の元素後手分けして中性子で照射し，放射性核稀

の性質を調べた．即ち轄および中重核種は山崎・新聞・杉

本希土類核種は嵯峨根・宮本，議核種は仁科・木村（建）

・井川の各グループが祖当した．また，村地グループはカ

イコに中性子と 7線の混合放射線をあてて生物への影響を

調べていた．春秋2間関かれる理研の学術研究発表会には，

3階の講堂が聴衆で溢れていた．

私の最初の研究テ…マは百田光雄さんと共同で，中性子

のしきい値反応を利用して，種々の元素の速中性子の散乱

断面積の測定であった．測定法が確立すると結果を出すの

はそれほど時間はかからないので，慎重な百回さん会説得

して論文に纏めることが出来たが，発送するまでに約半年

の無駄な時間が経過してしまった．そしてある日，ワルシ

ャワ大学クゃループが測定法もその結果も全く私達のものと

同じ論文を Natureに掲載しているのを見てrックリした．

私達の最初の論文がこういう運命になったことを今でも残

念に思っている．

仁科先生は小サイクロが完成に近づいていた頃から大サ

イクロの構想を抱いていたらしい．それは小サイクロのほ

ぼ10倍という漠然としたものだったらしい．ところが同じ

ようなことをロ…レンス教授も考えていることが留学中の

嵯峨根さん在通じて分かった．両者は，建設では協力，研

究では良き競争をと誓ったに相違ない．建設経費の大半は

電磁石の費用なので，アメリカの海車工廠と日本のメーカ

で見積りをとったところ，アメリカで 2基造って，そのう

ちの 1恭を日本に送る方が，日本で製作するより安いこと

が分かった．当然日本はアメリカに注文した．注文し

磁石は1938年中頃に分解されて到着し，据付けは石川

船所によって行われた．磁極面の平行度は 1mm以内の精

度だという．大サイクロの規格は，磁極の直径60インチ，

磁場の強さ 1.3～L5×1040e，励磁電流約 300A，加速周波

数約 10MHz，重水素イオンエネルギー15～20MeVであ

る．

大サイクロの完成は小サイクロのように順調ではなかっ

た．というより難航に難航を重ねたというべきである．そ

の第 1の理由は，加速箱の真空度を充分に上げることが出

来なかった．加速箱は鋳造されたもので，スからの漏洩は

1111111111111111111111111111111111111111111・111111u11111111111111111111111111111111n111u111111’”””111111111”t11111111111111111111111111111111111111111111’11111111111”1111111”II’IIIIIIIIHIII』II’11111111111111111111111111111111111111111111111111111111’11111’”Ill0’1111111’o 111111111111111’1111111111111111111111111111111111111’1111111111 a”11111111 
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嫌らしく！厄介なものであった．また当時の真空技術のレベ

ルにも問題があった．第2の理由は， これが最も基本的な

誤算であったのだが，加速電極に高周波電圧を加える方式

に，小サイクロと全く同じ方式を採用したことであった．

小サイクロが順調に完成したので，“小”の10倍という

な考えがあった．第三の理由はサイクロの加速機構の根本

的検討が不足していた．例えば粒子エネルギーの増大と共

に相対論的質量の増加が生ずることを無視し，加速電圧に

最小値が存在することに気付かなかった．我々の場合， 10

MeVの陽子に対しでこの最小加速電圧は約50kVであった．

さて，毎日無駄な努力が繰返されたが，一向

ない．一方，ローレンス教授のところでは既にサイクロが

完成し，実験が始っているということが伝わって来た．そ

こで思い切って矢崎為一，渡辺扶生，飯盛武夫の 3氏を派

遣して教えを請うこととした．これは1940年始め頃のこと

で，日本は一層軍悶主義体制に傾き，大政翼賛会が組織さ

れ，日独伊三国向盟も締結された頃であった．一方，アメ

リカでは1939年10月に“ウラン諮問委員会”が設立され，全

国の科学者告動員して核エネルギー開発に取組んでいたと

きであった．勿論，ローレンス教授はその活動の中心的人

物で，日本からの来訪者そ接見することはできなかったの

である．同教授は随分苦しい立場にあったろうと思われる

が，助手を通じてサイクロの概念設計図と加速機構を論じ

た論文そ 3氏に託し，これを持って 3人は急ぎ帰国した．

関2 大改造後の大サイクロトロンと仁科先生. 1943年

また，毎分 600Iの排気速度をもっ Kinneyポンプを l台

購入して帰った． これは日本で最初の Kinney型のポンプ

である．

矢崎氏らが持帰った情報告慕にして大改造が行われた．

改造の要点は加速箱の鋳造部分を出来るだけ少なくするよ

うな設計とし，高周波発披器のグリッド凹路としては Dee

とその支持棒を内軸とするえ／4同軸共振回路とした．こ

うすることによって入力点の電圧はそれほど高くなくても

Deeの電圧は最小加速電任を容易に越えることができるし，

Deeを接地電圧で支えることができる．詳細は我々の報告

書を参照されたい， I) 

1943年11月頃から軽水素長用いて調整にはいり，翌年の

2月15日にビームがアルミ箔の窓告通して空気中に出て，

しげな背い光を，聞に慣れた闘で見ることができた．そ

の瞬間は全くの感激で，仁科先生始め研究室の全員がサイ

クロ り， l杯のビールで乾杯した． その後調整会続

け，内挿ターゲットで重水素イオン 14MeV, 180 μAのビ

ームを得るのにそれほど長期間を要しなかった．仁科研の

核実験グループはそれぞれ実験テーマを設定して研究に取

掛った．なお， この大サイクロの建設は仁科研の戦時研究

勺こ号研究”の一翼であったことが， 1944年2月2日に戦時

研究動員会議に提出された書類に明らかにされている．

な研究テ…マは次の通りであった．中性子による U-235

の存在比の測定（山崎文男），熱中性子による U-235の分

裂（新開啓三），非均質系における Uによる遅い中性子捕

獲の研究（田島英三）， uによる熱中性子の吸収の研究

関3 米軍による大サイクロトロンの解体撤去作業．右側のメガネを

かけた日本人は筆者．

’t””1111111・II・11111111111』，11111”。，，111111111111111111111’111111111111’・111111111111111111111111111111111111111111’”。”。，，oIll”H’11111111’II’t 1111111111111111111111111111111111，，』1’11111’”’1111111111111111111111，，『11111111111111B’II’E 1111111111111111111111111”E Ill”1111”E 1111111111111111111111111111’11111111111111111”E 11111111’1111111111””’” 
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（杉本朝雄）．

理研は1945年4月13日の大空襲で半分は灰嫌に帰した．

小サイクロは運転不能に，ウラン分離研究室は壊滅的打撃

を受けた． しかし幸いに大サイクロは殆ど無傷で助かった．

8月15日の終戦を迎えて， 日本中が食績の獲得に躍起とな

っているとき，仁科先生は GHQと交渉して，大サイクロ

を用いて生物，低学関係の研究を行うことの許可を得た．

これはどんなにか我々 に希望を与えたことか． ところが11

月20日GHQのオハーン少佐以下数名のものが来所，仁科

先生の蜜を始め仁科研究室全部を封印してしまった．そし

て24日の早朝，大小サイクロと原子核，宇宙線の研究に用

いた主要機器を撤去するという命令を受けた．私が朝10時

頃理研に到着すると， 2台のブ．ルドーザーが襲門とこれに

続く塀後破壊し数台のクレ…ン車が35号館の前に集結し

ていた．アメリカの将兵のほかにパラマウント社の映画班，

新聞記者等その数は合わせて約50名に及び，彼らは時には

談笑し，それほどの緊張感はなかった．サイクロの撤去を

手順よく進めるために，アメリカ側の要請によって，杉本

さんと私の 2人がサイクロ蜜にはいることを許され，切断

のIll員序を指示することとなった． 6年余に及んで建設に努

力し，漸く完成に遭ぎつけたばかりなのにトーチで無惨に

切り刻むとは，わが身を切られるよりもつらい思いであっ

た．解体されたサイクロ等は東京湾沖の最も深いところに

投棄されたという.2) 

仁科先生はオハーン少佐が理研に来てから必死になって

GHQと交渉した. GHQは原爆に関する事項については

ワシントンの指示在仰ぐということになっていたらしいの

で，幾分楽観視していたきらいがあった. GHQはワシン

トンに指示を仰いだが，その返事が到着しないうちに行動

を起してしまったらしい． 当時， 物理学者W 氏が帰悶し

てしまったのも不幸であった．後にこのことがアメリカの

物理学者の間に知れ語り，原爆製造装置と科学の研究装置

との区別が分らぬ者は権力者たる資格なしと断じ，

特集「仁科芳雄生誕百年記念J

に対する非難となってハネ返った．私が1949年にシカゴ大

学に招聴されたとき，この話が教授連との会食の席上で持

出され，一勢に“シぶ…ム， シェ…ム”といっていた．私と

しては敗戦国民の一人として誠に複雑な気持であった．

この事件は仁科先生に非常に大きな衝撃を与え，その落

胆ぷりは見るも気の毒なほどであった．先生は戦後の日本

復興と科学の振興に献身的努力をされたが， この事件が先

生の寿命を短くしたことは間違いない. 1951年1月10日，

内幸町の川島病院で主治医の武見先生，家族，弟子速に見

られて静かに亡くなられた．草年60歳．その年の 5月ロ

レンス教授が突然仁科研を訪れた.3) rキニ環礁の水爆

実験の視察の序でに日本へ立寄ったものらしい．関口一番

イクロを再建すべきだ」といわれた そして研究室の

中を見て廻り，受電室の一隅に小サイクロの電磁石と

の電磁石が撲をかぶって放置しであるのを見て，「これで

きだJといわれた． この電磁石は，その昔小

サイクロを造るときに，日本無線電信会社から 2基寄贈さ

れたものの一つで、ある．教授の発言は我々の予想を議かに

越えるものであったし，沈滞し切っていた私達の気持を奮

い立せるものであった．国内的にはいろいろ波紋を起こし

たり， 資金調達も容易でなかったが， 4）私達はサイクロ再

建に夢中で働いた．このことは日本の物理学界に絶大な刺

激を与え，失っていた自信を取戻すきっかけを造った．な

お，この再建サイクロは充分その使命を果し，理研が現在

の和光市に移転する際分解され，電磁石は日本アイソト

プ協会の建物のわきに，加速箱は上野の科学博物館に保存

されることとなった．
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地殻の厚さは480m, 1,230 mで水深相当 1,400m, 3,000 m 

である.l,400mweでは1939年7月一1940年7月，これ以後

は3,000mweで行った．

各場所で，種々の計数管の配置により同時放電数を記録

した. 4個の計数管群を鉛直に並べた時に比べ，水平に置

いた時の方が遥かに同時放電数が少ない． 例えば， 3,000 

mweでは鉛直同時放電数は 1週間に l個であったが， 4個

の計数管群の一つ奇横にずらせた場合には 1月に 1個に減

った．

次に水平に置いた場合でも 1,400mweの場所に比べ

3,000mweの場所の方が遥かに同時放電が少ない． これは

宇宙線シャワーの深さによる差であろう． これらの測定結

果は1949年にまとめて発表した.5) なお此のトンネル内の

は，仁科，森脇の狸々蝿を使った遺伝の突然変異

の実験も行われていたことを付記したい．地下の実験につ

いては1946年2月原悶不明の火災により全装置が焼失した．

まことに残念なことであった．

地上，地下の実験の他に気球による上空の宇宙線観測が

石井，関戸，飯尾以下多数の研究者によって行われた．そ

の当時，軽壌で性能の良い装置を作り上げることは非常に

難しく，装置を気球に取付け放球してみると電波が来なく

なる．その原因はいろいろあった．そこで地上で十分なテ

スト，例えば振動その他のテストを行う必要があった．そ

こで理研18号館の嵐上から長い竹悼を出し，その先に装置

を吊り下げ，樟を振り回すなどしてテストをした．今から

考えると，大変幼稚で野蛮な作業であったが，これで改良

に改良を重ねて本醤の装置を作った．

先ず長さ 15cm, 直径2cmの計数管3本を鉛直に並べ，

同時放電法によって鉛直成分の測定が行われた. 1942年か

ら43年にかけて 3回の実験を行い， 18 kmで最大強

度は地上の 16.4倍という値を得た．

理研内での電離箱による連続観測はサイクロトロンの建

設が進捗してきたので，その影響を避けるため，麻布，狙

穴の東京天文台構内に恒楓家安建設し， 1941年10月より

次運転を始めた．また宇宙線の精密測定から上層気象を予

測するための大面積宇宙線計の計画が進捗し， 1944年計数

管96本を用いる精密宇宙線計の製作を始め， 6月から測定

にかかり，予知はかなり成功した．しかし空襲の激化に

より， 1945年3月をもって一切の観測を止め，人員資材を

金沢に疎開した．このような措置により，研究用資材の一

部が確保された．従って戦後の混乱期にも拘らず比較的早

い時期に，若いすぐれた研究者たちの協力によって，研究

観測が再開され， これを核として研究が次第に拡大してい

った．
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理研のサイクロトロン物語
田島英三 〈原子力安全研究協会問東京都千代間区内幸町 1-2-2 日比谷ダイビル口階〉

世界の物理学界は20世紀にはいると，近代物理学への脱

皮のため，実に輝かしい歩みを続けた． この趨勢をうけて

理研に西川研と仁科研にまたがる原子核実験室が創設され

たのは1935年であった． これは原子核と放射線生物学を幅

広く研究するために，三井報恩会，東京電燈株式会社，日

本無線電信株式会社等の苦手附によるものである．原子核研

究に必要な大型加速器として，議磁石の重最23トンの小サ

イクロトロン（以下小サイクロと略称す）とコッククロブ

734 

ト型加速器を建設することとし，当初は何れも仁科研が担

当したが， 1937年頃小サイクロがほぼ完成し，これを用い

た研究活動が活発になったので，コッククロフト型加速器

の建設は閤川研が分担することとなった．私が仁科研には

いったのは1938年で，その頃小サイクロは重水素核で2・3

μAのビームを得ていた． 丁度， 嵯峨根遼吉さんがアメリ

カの長い留学生活から帰って来られた．嵯峨根さんはパー

クレ…でサイクロを手掛けて来られたので，帰国早々小サ

日本物浬学会誌 Vol.45, No. 10, 1990 
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仁科芳雄とアイソトープ
斎藤信房 <248神奈川県鎌倉市腰越5-12-9)

我閣におけるアイソトープの研究とその利用についての

仁科研究室の貢献は極めて大きいが，特に（財）理化学研究

所の小サイクロトロンを用いて国際的に評価の高い一連の

アイソトープに関する基礎研究が行われたこと，および戦

後の困難期に仁科芳雄の並々ならぬ努力によりラジオアイ

ソトープが米国より輸入され，我国におけるアイソト…プ

利用が開始されたこと，のこ点は歴史的に見て頭要である．

1938年ごろから開始された（財）理化学研究所の小サイク

口トロン（65センチ）による一連の研究は，仁科芳雄の率

いる物瑚グループと東大理学部木村健ニ郎の指導する化学

グループの見事な協力により行われ，多くの輝かしい成果

を挙げた． 仁科と木村はコペンハーゲンの Bohr研究所留

学中から親交があり，以来肝胆相照らす仲であったことは

これらの研究を遂行する上でまことに幸せであった．仁科

研究室の研究の特色はサイクロトロンから Li+Dの反応

を利用してニ次的に得られる塘い中性子を用い，ウランや

トリウムを照射した点、である．最も高く評価されている業

績はウランの新しい核種である 237uの発見I）であるが， こ

の仕事では，ウランの壊変生成物を除いて純粋とした

U30sターゲットに速い中性子をあて，さらに照射後核分

裂によって生まれた放射能および中性子照射の聞に生れた

わずかのウランの娘核種（壊変生成物）を化学的に除いた

のち， 照射ウラン中に半減期6.5日のベータ放射体を検出

している．そしてこれは238uに対する （n,2n）反応により

生れた237uであるとしているが，この実験結果は，二つ

の重要な意味を持っている．第一は237uがベ…タ放射体

であることから，照射されたウランターゲット中には93番

元素が生まれているはずであり，第二は当時未だ見出され

ていなかった（4n+l）系列の放射性核種をはじめて実験

的に得たことである．仁科らの得た核種はすでに E.Segre 

が報告していた半減期23分のウランの放射性核種とは異な

るもので，ウランの新放射性核織であることは間違いなか

った．

さらに仁科らは93番元素の分離確認に熱意をもやしたが，

この実験は不成功に終った． この失敗は今から撮り返って

みると， 93番元素 (231Np）の化学的性質が，元紫の周期表

上その上部に位置するレニウムには似ておらず，従ってレ

ニウムを祖体として捕集を試みたのでは捕えることはでき
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なかったこと， および231Npが長半減期であったためであ

り，まことに残念なことである．現在では， 93番元素は，

アクチノイド元素のひとつとしてその化学的性質はウラン

に似ていることが知られている．換言すれば，仁科，木村

のような優れた学者であっても， 当時は93番元素が 5f電

子を含む系列元素の一員であることに考え及ばなかったわ

けである．

仁科らの仕事のうち，つぎに重要であるのは，ウランを

速い中性子でたたいて起こる核分裂に関する研究2）である．

この実験により仁科と木村のグループはルテニウム，ロジ

ウム，ノマラジウム，銀，カドミウム，インジウムおよびス

ズの新しい放射性核種を見出している．この実験は速い中

性子による核分裂という点で，おそい中性子を用いた 0.

Hahnらの核分裂の実験とは明らかに異なるものである．

同じころ米国でも， E. SegreとG.T. Seaborgが速い中性

子によるウランの核分裂の実験を進めていたが，仁科らの

研究はこれに先行するもので，その結果は1940年彼らに先

だって Nature誌に印刷公表された. 1989年2月G.T. 

Seaborgは， 東京における総合講演において， つぎのよう

に諮っている． 「ところで， 1940年に私と Segreが研究を

進めていた 17MeV中性子を照射した際のウランの対称核

分裂は，同じ年のもっと早い時点に日本の理化学研究所の

仁科，矢崎，江副と東京帝大の木村，井川のグループによ

って発見されていたのであった.Jウランの核分裂でも，

おそい中性子による場合と，速い中性子による場合では，

核分裂収率一質量数曲線は明らかに異なるので，仁科らは，

中程度の質量数を持つ新しい核分裂生成物の発見に成功し

たわけである．

ウランの中性子照射に関する上記二つの実験は，仁科芳

雄，矢崎為一，江副博，木村健二郎，井川正雄らの研究者

によって行われたが，そのころ東大の理学部化学科三年生

であった斎藤信房，松浦二郎の両者も化学分離の実験に協

力したことは，研究報文の謝辞の中に記されている．

は， 放射能測定器としてはいuritsen検竃器が用いられ，

化学分離技術もいまから見れば古典的なものばかりであっ

たにも拘らず，上に述べたような優れた研究成果があがっ

たのは，仁科，木村らの卓越した研究能力と，仁科研の物

理グループoと東大の化学グループの見事な連係プレイによ

日本物理学会誌 Vol.45, No. 10, 1990 
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図1 第二次科学使節団の閉長D.W. Bronkから仁科芳雄への手紙．

るものと言ってよいであろう．

仁科，木村らのもうひとつの研究で、よく知られているも

のに， トリウムの中性子照射によるウラン Y(231Th）の人

工的生成に関する仕事3）がある．これも速い中性子を用い

て成功したもので， その際の反応は232Th(n, 2 n) 231Thで

あった． これは， トリウム系列（4n系列）からアクチニ

ウム系列（4n十3系列）への転換を人工的に行った点で興

味深い．

ような研究に用いられた理研の小サイクロトロン

は，まことに残念ながら，日本の敗戦に伴い，米軍により

破壊され，東京湾に棄てられてしまい，仁科研究室のアイ
えん

ソトープに関する基礎研究は終駕を迎えたのであった．

さて，仁科芳雄の科学研究に対する執念と行政的手腕を

まざまざと見せつけられたのは，戦後のことである．

仁科は，アイソトーブの基礎的研究のみでなく，アイソ

トープの利用にも熱意、を示し，小型サイクロトロンが完成

すると直ちにこれを用いて 32P,24Naなどのトレ…サをつ

くり，森信胤をはじめとする生物系の科学者とともにこれ

を用いる研究奇行っていた．

仁科は終戦後もサイクロトロンをこのような目的に使い

たいと熱望し， 1945年9月に K.T. Comptonを主班とす

関2 輪人第 1号アイソトープ (12SSb入りの容器）を眺める仁科芳雄．

るScientificIntelligence Surveyが仁科研究室に来訪した時

にこのことを述べたのであるが，間もなくサイクロトロン

は破壊され， こ

それ以後も仁科は， 米悶の科学者に会うごとに， AEC 

でつくっているアイソトープを何とかして日本に送っても

らいたいと懇願した． 1946年1月から GHQ科学技術課に

した H.C. Kelly 博士ら， 1947年に来訪したアメリカ

学士院の第一次科学使節団， 1948年暮に来日した第二次科

学使節団などはいずれも仁科の熱心な要望に耳を傾けてく

れたのであるが，アイソト…プの輸入は色々の事情からな

かなか実現しなかった． しかし仁科の熱意はついに聞き

入れられ， 1950年4月10日AmericanPhilosophical Society 

の好意により，オークリッジ国立研究所で、つくられたアイ

ソト…ブが仁科研究室に到着したのである．この聞におけ

る仁科の活動は，彼自身が“科学”20巻4号に記した「ラジ

オアイソトープが輸入されるまでj4) に記されているので，

詳細は省略するが， ここには第ニ次科学使節団の団長D.

W. Bronk博士が仁科芳雄に送った書簡（1949年3月3日

付）を紹介しておく．戦後，米国がアイソトープを送る許

可を与えた被占領国としては日本がはじめてであったこと

は特筆すべきことである．

に見られるよう したアイソトープ 125Sb入り

“””。e1111111111111・0・111111111111111111111111111111』111111111111111111111111111111111111111111111111』111111111111111111111111111111111’1111111111111111111’111111”’＇＂＇＂＂＇＂＂＂＂＂＇’ 11111111’1111’E＂＂＂＂＇＇＂＇＂＇＂＇＂＂’＂’＂’ IIIIIUII”t』＂＇’Ill’1111111111,111111111111111111111111111’t”111111111111111111111111111”’1111111』11111111111111111111111
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の容器を眺める仁科芳雄の顔は満足感に織れている．

到着したアイソトープの利用は仁科の要望もあり，東大

理学部木村健二郎研究室（当時木村は（株）科学研究所の主

任研究員も兼担していた）で行われることとなり，出Sb

入りの容器は木村研究室に運ばれた．容器は，

化学教室の中庭において，

坦花秀武，原礼之助らが容器の開封作業告行ったが，内容

物は銀白色の金属スズの粒子であり， 125Sbそのものでは

なかった．換言すれば送付されたのは，いわゆる“Ir剛

radiated Unit，，で， オークリッジ国立研究所の原子炉で照

射したスズの粒子であり， 12ssbをトレーサとして使用す

るためには，マトリックスのスズから 125怖を化学的に分

離する必要があった．ここで，木村研究室の化学分析の経

験は見事に役立つことになり，木村の門下生によって，

“Unist”からは 125Sbのみならず 113mlnも分離され， いずれ

もトレーサとして有効に利用されたのである．

その後，アイソトープは相次いで輸入されることになり，

仁科先生と放射線生物学
森脇大五郎 (154鯨都世田谷町馬印－11)

先ず仁科先生はどういうわけで、生物学に関心をお持ちに

なったのだろうか．このことを理研時代に生物学でずっと

先生の相談役をつとめられた村地孝…氏に伺ったことがあ

る． 村地氏は昭和10年東北大学生物学科卒業後昭和12年1

月に理研の西川研究室に入り，同時に原子核実験室におい

て仁科先生の下で放射線生物学の研究をはじめられた．戦

後は立教大学理学部生物物理研究室主任教授としてわが国

の放射線生物学の推進力となっ れたが，惜しくも昭

和36年10月13日白血病のため逝去された． この村地氏によ

ると，“仁科先生は1923年から数年間コベンハ…ゲン大学

のニールス・ボ…ア教授（N. Bohr, 1885-1962）の下で研

究されたことがあるが，ボーアは父上が有名

その影響か，よく生命について仁科先生と話し合われたそ

うだ．またボーア教授のところには有名なヘベシー博士

(G. Hevesy, 1885…1966）が長い間滞在していたが，ヘベシ

ーはアイソトープを生物に利用した最初の人で，その結果

を発表した論文‘TheAbso叩tionand Translocaion of Lead 

by Plants’I）は有名である． 仁科先生はそこでこれを読ま
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ラジオアイソトープの利用は今日の隆盛を見るに至ってい

る．

仁科芳雄は正に我国におけるアイソ卜…プの研究と利用

の開拓者であり，その絶大な功績は万人の認めるところで

あるが，戦後におけるアイソトープ利用の着実な進展を見

ることなし昭和初年 (1951年） 1月逝去したことは痛恨

の極みである．
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れたと思う． この経験から先生は何時か生物学をやって見

ょうと考えられたようだ，”ということである，

仁科研究室で日本における最初のサイクロト口ンからビ

ームが出たのは昭和12年4月3日の朝とのことだが，先生

はすぐに村地氏のところに来られて，生物に当てて結果を

出すようにいわれた．村地氏は早速東大放射線科の中泉正

徳教授の援助の下にハツカネズミに対する中性子の作用を

見た• 2, 3）村地氏によると， 先生はこの結果を直ぐボーア

先生のところに送られ，日本で初めて物理学者と生物学者

とが手をとって仕事を始めることができたと報告された．

それに対してボーア先生からは折返し激励の手紙が来た．

村地氏はつづいて「ソラマメに対する齢十D線の作用」

を中泉正徳・村地孝一共著4）で，「家蚕に対する Be十D線

の作用Jを中泉正徳・木暮棋太・村地孝一共著5）とし

さらに「サイクロトロン室における生物飼育の結果I.

家兎の臓器に現われる傷害について」（中泉正徳・村地孝

｜｜貞子）めを報告している．他方，仁科先生はボー

ア研究室でへベシーの実験で知見を得られて以来，サイク

日本物理学会誌 Vol.45, No. 10, 1”。
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ロトロンによってつくられる RIを各種のトレーサ

に使用することを目的の一つにしておられた．昭和10年か

ら仁科研究室にあって着々と附による研究の準備を進め

ておられた森信胤博士（後日大名誉教授）は，サイクロト

ロンからビームが出始めるや誼ちにトレーサ

された． 当時たまたまへベシ…が 32pをトレーサーとして

ネズミにおける代謝を調べた研究が Nature7＞に掲載され，

仁科先生もそれに大へん興味を持たれていた．森博士は先

生の指導のもとに先ず32pをつくり， ヘベシ一実験の追跡

を行ったところ結果はへベシーのそれとほぼ同様であった．

ついで 24NaCIをつくり，それから出る放射線の生理的作

用を追究おれた.8～附仁科先生はさらに当時東大大学院で

植物生理を専攻されていた中山弘美氏を嘱託として，同じ

く則によるトレ…サー実験を委嘱された． 中山博士は後

に理研から科研化学に移られ重役として、活躍された方であ

るが， この時（昭和12年5月）着手された実験は 24Naを

用いて食塩の吸収，移動を植物（主にゼラニウム）につい

て調べるものだった.11）つづいて水車のヒツジグサ，カナ

ダモにおける塩類の吸収と移動を 32pを用いて実験され

た．問 中山氏はかねがね光合成の研究に炭素の RIを使用

することを；念願とされていたが， 昭和14年の始めに 11cが

使えることが分かり，光合成の機作解明に挑戦された.uc 

の半減期は僅かに20分という実験上の制約もあり，問題も

極めてむずかしく，結果には必ずしも満足されなかったよ

うで，昭和14年秋から数回にわたって理研学術講演会に報

告されるに止まっていたが，戦後，仁科先生の励ましによ

り発表lりされたということである．

生物学に対する仁科先生の関心はさらに細胞学，遺伝学

にもひろがっていった．細胞学の方は東大の篠遠喜人教授

（後国際基督教大学長， 1989年逝去）と佐藤霊平氏（現東

大名誉教授）を嘱託としてすすめられた．主としてソノイ，

国l 「サイクロトロン窓における被爆の影響を調べるために飼われた

兎. 4匹の兎をサイクロトロン室内の4ヵ所で昼間だけ 2ヵ月間飼った

結果， サイクロトロン前方2mの所に置いた兎は白血球が約半数に減

少した．」

アサ，ソラマメ，アオミドロなど植物を材科として連中性

子の影響を細胞学的に追究され，それぞれに特異な現象が

られた• 14～16) ついては村地氏の推薦もあり私

がお手伝いすることになった. ij属託されたのは昭和14年の

4月頃だったが， 先生の御希望はサイクロトロンを使って

とX線とが遺伝的影響として突然変異誘発に差があ

るかどうかを調べること，及び宇宙線が生物に影響がある

かについても調べるようにとのことだった．その頃，自然、

界に存在する放射線が自然突然変異の原因として考えられ

るかどうかが遺伝学界で、の問題の一つだった． これに関連

して宇宙線が突然変異誘発に有効に働くというヨロス（V.

Jollos）の実験が発表された• 17, 18）すなわちショウジョウパ

エ（Drosophila melanogαster）を25日乃至40日間平地及び高

し，夫々 18mmの鉛に依る二次線を受けたも

のと受けないものとに区別して，その間に各々に生ずる突

然変異率を比較考究した結果，全自然変異率の約16%が宇

宙線に依ると結論している．特に著しい点は高山上で鉛吾

被せて飼育した際には対照（平地で鉛なし）の約3倍の発

現率を示したことである． しかしドイツのチモブェエフ・

レゾブスキーとうジェフスキー（N.W. Timofeeff-

Ressovsky & B. N. Rajevsky）の行った実験では，二次照射

の影響を苔定する結果が得られた• 19）材料は同じくショウ

ジョウパエで， この雄を羽化後鉛なしで飼育した対照区と

15 mm及び 50mmの鉛でそれぞれ被覆して飼育したもの

との 3実験区に分けて20日間飼育して調査した結果，突然

変異率は殆ど差がなかったのである．先のヨロスの実験結

果とどうして違ったのかはわからないが夜目に値するもの

だった． この両者の場合，対照は何れも平地で相当日数放

したもので，この状態そのものは宇宙線を幾分でも受け

ている筈である． これに対して仁科先生は清水トンネル内

の理研実験室を対照、区とすることにされたのである． ここ

では， 宇宙線の測定がされていて， その頻度は外界の 1/

3,000～1/4,000ということだった． ここにショウジョウパ

エを持ち込み 25c'Cに保った二つの恒温器内に約20日開放

したが，恒温器の一つは地中の放射線の影響をふせぐ目

的で厚さ 10cmの鉛で阻んだ．このトンネル内の 2穂の

飼育実験の他に同種の飼育を東京の研究室（目黒区にあっ

た！日制府立高校内）で行った．すなわち宇宙線の影響が殆

どゼロと思われるトンネル内と平地で宇宙線を受ける場合

とを比較することだった． こうして約20日後に 3種の飼育

瓶からそれぞれ雄をとり出し， その 1阻宛を ClB雌（伴

111111111”11111111111111111111111111111111111”＂’llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllltlllllllllllllllllllllllllllll”11111111111111111”l 111111,1111111111111111111111111111111”11111’””11111’t’11111』111111111111111’1111』”’11111111’”。，11111113’Ill’』tIll””11111』t”1111111111111111111111111111111111111111111111”＂・’”11111111111111111
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へンショウ博士を迎えて…於主婦之友社，昭和 21年12月31日．

内イオン対当り）の突然変異誘発作用は中性子の方がX線

又は7線よりも弱い，と要約される．実験方法は両者とも

先述の宇宙線の調査で用いたのと同じ CIB法であり，

我々も又この方法に従った•26～28) すなわち， 中性子を照

射した野生雄壱 1匹宛α日雌に配し，その子孫を調査し

て伴性劣性突然変異の出現率を求めた．中性子の強度は赤

燐を 1時間照射して生ずる人工放射能の強さによって測っ

たもので，その単位は便宜上任意に定めたものだが，この

測定はすべて村地氏が受け持たれた．得られた結果につい

て， チモブェエフ・レゾブスキーらの得た， 1）中性子が

突然変異の頻度を増すこと，及び 2）その頻度の増加が線

る点は一応認められたが， 3）中性子の方が

X線に比して線量（イオン対）当り突然変異発現に及ぼす

力が弱い，という点、については結論には歪らなかった．と

ころで，ナガイとロッチャーの場合に l匹の雄が2個以上

の突然変興を超す傾向が認められ，彼らはこれについて中

性子におけるイオン形成が密であるために処理された雄の

生殖細胞に同時に数個の突然変異が生じた結果であろう，

と述べている． この間じ論擦に立ってチモフェエブ・レゾ

ブスキーらは‘中性子の作用がX線に劣る’ことを説明して

いる．我々の場合にも 1雄から l突然変異の場合と 1雄か

ら2又は 3突然変異を生じた場合とがほぼ同数位となって

いた． この 1雄当りに対してさらに 1染色体当りの ‘gro-

uping of mutations’ が考えられるので， ついでその場合

について調査し，これに対する中性子とX線との作用の比

較を試みた• 29）一応の結果は得られたが，まだ予備的な段

階であり，充分な論擦を得るには至らなかった．

仁科先生は研究を生物学者に托されたばかりでなく，御

自身も放射線生物学の先頭に立たれたが，“あらゆる生物

学の分野の人が胸襟を開いて切瑳琢磨しなければならん”

といわれて，早速毎月曜にコロキウムを開くこととされた．

このことからも先生の意気込みがうかがえる． 昭和15年2

月の第 1回にはじまり昭和17年6月まで約40聞に及んだが，

その最初の日に先生が“先ず第一に Scienceitselfで行こう”

といわれたのが印象深い． このコロキウムは戦後立教大学

に移られた村地孝一氏を中心として‘放射線生物研究会’と

なって再発足し，その第 l問は昭和22年1月26日，東大放

射線科で，箆弘毅氏の‘原子爆弾症に就て’の話で始った．

ところが，はからずもこれの再開準備会となった集りがそ

の1ヵ月前の昭和21年12月31日という押し詰った日に主綿

之友社を会場にして，当時GHQの生物部長だったへンシ

ョウ博土（P.S. Henshaw）を迎えて聞かれた． 講演は問博
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性突然変異の検出用に開発された特殊系統）に交配し

然変異率を比較調査した．実験は昭和14年夏から数次に亘

って行い，結果は盟研学術講演会に途中 l回報告したが，

昭和17年6月の第41回講演会における第2報までで，後は

戦争進行の為つづ、けられなかった．そこまでの結果告要約

すると， 1）外界とトンネル内とでは突然変異率に有為な

は認められなかった.2）トンネル内での鉛の被覆は殆

ど影響がなかった， 3）最初に交配する CIB雌をえらんだ

系統による差が認められた． これらの点を整理して改めて

計画そ立てようとして仁科先生に御相談した時， l案とし

てヨロスの実験にならい，どこか高い山の上で 18mmの

鉛の板をかぶせて銅宵しそれとトンネル内で、得た結果と比

較する方法が検討された．先生はそれには富士山がいいだ

ろうと考えられ直ぐに山頂の気象観測所の使用

に申し込まれた． しかしこれは恨温器用の電源の関係もあ

って実現に至らなかった．戦後先生から清水トンネルの実

験室は伺かの火で焼失した，と伺って失望した．

もう一方の中性子とX線の漉伝的影響については，ショ

ウジョウパエによる研究がナガイとロッチャ…（M.A.

Nagai & G. L. Locher)20・ 21＞や， チモブェエフ・レゾブス

キー及び共著者22～25）によって報告されていた．それらの

中， 特に後者の結果は， 1）中性子照射によって突然変異

の頻度が増すことが統計的に確立された， 2）その頻度は

線最に比例して増加する， 3）照射による線量当り （組織

1111111111111111111111111111111’1111”11111111111’lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll”’”’11111111111111111111111』＂t”’11111111111111111”””””’t 11111 E””’。。，B1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111”t ＂＇＂＂＇＇＂＇＂＇＂＇＂＇＂＂＇＂＇＇＇＇＂＇＇＂’ 111111111111111111”II・B”111111’”。，，，11111111111111111111”
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士の‘ウニの卵割に及ぼす放射線の影響’と，石川武美氏

（主婦之友石川社長の令息）の‘長崎市西山地区における原

爆障害の調査研究’で，仁科先生以外放射線関係者が出席

された．既に逝去された方々も含めて鈴々たる顔振れが見

られる（図2).

仁科先生御逝去の後の話になるが，戦後数年間 GHQの

生物部門を上述のへンショウ博士と一緒に担当されていた

昆虫学者のプレッチ博士（D.J. Pletsch）が同じ研究の上で

も親しくされていた岡田豊日博士（現都立大名誉教授）宛

によこされた手紙に仁科先生のことを次のように書かれて

いる．“仁科先生の逝くなられたことを新聞で知り非常にシ

ョックを受けました．たしかに日本は一つの輝かしい光安

失った．また非常に能力のある行政者を失った．仁科博士

は日本の学者の誰よりも研究業績の応用化とか公共化とい

うことを強く意識された人である． もちろん他の多くの日

本の学者もそういうことをしようとは考えていながら，大

抵は手を下してそれに着手することを蹄賭しているように

見える．若し仁科博士が昆虫学者であったならば必要な時

には蚊を捕えに穴臓の中に卒先しでもぐられたに違いな

い，”と．たしかに仁科先生はその高い識見と広い視野に立

って積極的に研究を遂行された卓越した指導者であり，ま

さに日本における近代放射線生物学の先駆者であられた．
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仁科芳雄の帰国前
勝木 渥 〈信州大学期学部物

日本の新しい物理学が仁科芳雄の帰

国とともに始まる，という神話が今な

お生きているように思われる．仁科の

帰国は1928年12月10日であったが，こ

の小論で、は，それ以前に日本で量子力

学へのさまざまな努力があったこと，

および，仁科がわが国における新しい

物理学のうってつけの指導者として迎

えられ，日本の新物理学の穂子を蒔き

えたのは，仁科の留守中に耕された土

壌の上にであったことを指摘する．

1924年（大正13年） 6月17日の日

に寺田寅彦は次のように書いた：“六

月十七日，火，雨／物理懇話会．長問先

生， Kramersand HolstのTheAtoms 

奇紹介”

寺田は1935年12月31日に亡くなった

が，中谷宇古郎は， 1936年から38年に

かけて刊行された r寺田寅彦全集』の

月報に書いた「先生を聞る話J（『冬の

所収）第22話「ボーアの理論Jで，

寺田のこの日記に対応する状況，すな

わち， 1924:年6月17日の東大物理懇話

会の状況そ次のように活き活きと描き

出した：“…新しい理論というものは，

どれも出初めは大変難しく見えるもの

で，今では皆に親しまれているボーア

の原子構造論でも，出た初め頃はなか

なか大変だったのである．次の話は，

長問先生や寺田先生らが，その理論を

めぐっていろいろ議論された席の話で

ある．東大の物理では，毎月 1回，御

殿で懇親会というのがある．それは先

生方，在京先輩， 3年の学生が集まっ

て， 1内の夕食を共にし，引続いて誰

かが，新しい物理学上の問題について

一席話告とするのである.6月の或る晩

のこと，長岡先生が新着のボーアの本

を紹介されて，その頃では破天荒に新

しいボ…アの原子論の大体を約 1時間

にわたって話されたことがあった． も

っとも定常軌道のことや，プランクの

量子論の導入の問題は，その前から知

られていて，先生方も十分考えておら
ヂイスカッシヨン

れた問題なので，話が済むとすぐ討論

が始まったのである．まず寺田先生が

「電子が次の軌道へ行く時がνの光で，

それを飛び越えてまた次の軌道へ行く

時には ν’の光を出すとすると，何だ

か電子が自分の行先を知っていて，そ

れに相当する波長の光を出すよう

がしますがねJと例の悠揚迫らぬ姿で，

質問とも独り言ともつかぬ話をされる．

あまり妙な質問なので，長問先生は本

を撫でながら苦笑しておられる．する

と横から佐野先生が飛び出して「君，

それはね，それは」といいながら，黒

板の前へ出て行かれて「電子はね，こ

の途中は飛び越してこの軌道の所へ来

てしばらくまごまごしている聞に光を

出すんです，此処で一寸まごまごする

んです．これは本当ですJと，チョ

クで黒板を叩きながら，電子のまごま

ごしている姿をみせるつもりらしい．

先生は「定常軌道の考え方からして，

軌道の上で光を出しては困る．根本概

念に矛盾するから」となかなか納得さ

れない． すると T博士（高橋さん）I) 

がのっそりと立ち上がって「それは，

その，篭子が出る時に成るタンゼント

を持って出て行って，ヘリックスかな

んか描いて行くとすると，タンゼント

の角によってνも決まり，どの軌道へ
わけ

行くかも決まるとするとよい理由です

がJと云われる． 「そんな人為的な考

えはどうも困る」と先生はなかなか頑

強である．”（中谷が「長問先生が新着

のボーアの本奇紹介」と書いたのは中

谷の思い違いで，長岡が紹介したのは，

ボーアの原子論に基づいて脅かれたク

ラマースとホルストの本だったのであ

ろう．）

この1924年はハイゼンベル

力学が出る前年であり，わが悶で

子論の拡張・改良のための試みがなさ

れていた．当時の『数物記事Jによれ

ば， 1924年4月の年会で土井不曇（ど

い・うずみ）が量子論の可能な拡張とそ

の応用に関して講演し，同年6月の常

会では高橋俳（たかはし・ゆたか）が輔

射の最子論についての講演を行ってい

る．この 6月の数物常会のことは寺田

寅彦が1924年6月7日の日記に「…午

後数物例会，阿部，清水両君の相対原

理に関するペーパーがあり，高橋俳君

のクヮンテンの論文があったJ
ている．この前年の1923年4月に石原

純の『物理学の基礎的諸問題Jが岩波

書店から発行されている． この中で石

原は，量子論について「物理学理論の

近代的発展Jの章の中の

自然現象の不連続性Jの節や「最子論

の功績者Jと「原子構造論の最近の発

展Jの輩で，当時の段階での解説を行

っている． このような石原

（および相対性理論）の解説は， 独り

石原だけが新物盟学の理解において特

別に抜きんでていて，その石原だけが

能く為しえたものというよりは，長岡

半太郎，寺田寅彦らもお原とほば同様

の理解に達していたとみる方が妥当で
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あろう．さきの中谷の文にも「もっと

も定常軌道のことや，プランク

論の導入の問題は，その前から知られ

ていて，先生方も十分考えておられた

問題Jだったと脅かれており，寺田の

「定常軌道の考え方からして，軌道の

上で光を出しでは困る．根本概念に矛

盾するからJとの発言は，寺田が定常

軌道の概念を正しく把握していたこと

を示している．また， 1922年に東大物

理学科を卒業した鈴木昭は， 1977年2

月に私のインタビューに答えて， 3 

の時の長岡の理論物理学講習（ゼミナ

ール）でソルヴェイ会議の単行本にま

とめたものも読んだ，何か偉い人の名

前がいっぱい出てきたと諮ったが，

1911年10月30日～11月3日のソルヴェ

イ会議での議論の中身が日本語で部分

的に紹介されるのは石原の『物理学の

基礎的諸問題（第2輯）Jにおいてで

あり，それの発行は1926年4月である．

鈴木らは長岡の指導のもとに（石原に

よる紹介よりもずっと早い時期に）

1921～22年の頃にゼミナールでソルヴ

ェイ会議の報告を読んでいるのである．

鈴木らの読んだ本は，おそらく石原の

本の当該部分の際典であったろう．鈴

木は長岡の「最子論および相対性理

論Jと題する講義が3年の時に開講さ

れていたとも語った．また，寺田寅彦

が1921年にかなり集中的に相対性服論

告と勉強していることがその日記から分

かる．これらのことから推して，

力学前夜の日本において，独り石原の

みならず，長岡や寺聞をはじめ，佐野

静雄，高橋俳，土井不曇ら日本の（理

論）物理学者は，当時の新物理学一一

相対性理論のみならず，震予論をも

めて…一一に対して，正当な関心と，時

代的制約を免れなかったとはいえ，か

なり正当な・かなり深い盟解をもって

いたということが出来るであろう．

1927年は日本の量子力学受容史上画

期的な年であった．二つの出来事がこ

特集「仁科芳雄生誕百年記念j

の年を特徴づけている．一つは r日本
数学物埋学会誌Jの創刊であり， もう

一つは「物理学輪講会」による『物理

学文献抄（第 1輯）Jの発行である．

前者の誌上では欧米の主要論文の抄録

紹介が精力的になされ，当然、のことな

がら，そこには生まれたばかり

力学の主要輪文の抄録紹介が合まれて

いた.2）後者の「物理学輪講会Jは世

しばしば理化学研究所内の理研とし

ての輪講会であるかのように誤まり解

されているけれども，そして後年事実

上理研内の輪講会一一いわゆる「理研

のコロキウム」になってしまったかも

知れないけれども，発足当時は，理研

所属のメンパーが多かったとはいえ，

理研の機構とは独立した有志、の会であ

った．鈴木昭の語るところによれば，

東大の物理懇話会に飽き足りぬものを

感じ始めていた若手が，理研の集会窓

を借りて，夜輪講会を開くことにした

ものであった．この輪講会の計画者・

組織者は土井不曇，金光（こんこう）

正道，芝亀吉，鈴木昭，中谷宇古郎，

藤岡由夫の 6名であり（この 6人のこ

とを鈴木は「悪意どもJと称した），

その輪講会の最初の顔ぶれは， 6人の

もJの他に，寺田寅彦，西川

正治，福凹光治，木内政蔵，佐々木次

郎，仁田勇であり，ややおくれて菊池

坪井忠ニ，富山小太郎，須賀太

郎が参加した（須賀は輪講会のメンバ

として，上記のほかに谷安正，柿沼

宇作の名をあげている）．鈴木はこの

輪講会の始まりの時期を（震災後であ

ることは確かだということ以外は）断

きるほどには記憶していないが，

鈴木の回想と寺田の日記とを照合する

ことによって，この最初の輪講会が

1926年3月18日（木）の夜に開かれた

ことが，ほぼ確実に推定される．

寺田寅彦の大正15年2月の日記には

（大正15年1～3月の日記は日ごとには

書かれていないで，月ごとにまとめて

警かれている）「この頃談話会が段段

多くなった，月曜航空，火曜午後物理

学生，夜物理卒業生，水曜地震，本曜

夜，理研．（但し三月から）…このほか

五2__Jと脅かれている（下線は勝木に

よる）. 3月からの木曜夜の理研談話

と脅かれているものこそ「物理学輪

講会」のことであり，それに出席する

ために寺田は木曜のセロの稽古を

月中頃から水曜にJ変えるのである．

寺田は同年3月の日記の末尾に「西洋

の学者の目ばかりを通して自然を見て

いるのでは日本の物理はいつまでも発

しなl'/Faradayのような人聞が最

も必要である．大学が事柄を教えると

ころでなく，学問の仕方を教え，学問

の興味を起させるところであればよい，

本当の勉強は卒業後である．歩き方さ

え教えてやれば卒業後に銘々の行きた

いところへ行く．歩くことを教えない

でむやみに重荷ばかり負わせて学生を

おしつぶしてしまうのは宜しくなしリ

、ているが，これを「物理学輪講

会Jに出席しての感動を綴ったもの，

自分らの手で、輪講会を始めた若手への

信頼と敬意を表明したもの，と私は読

む.r物理学輪講会」が発足したのは，

どもjの最年長者土井不

(1920年卒業）の大学卒業後 5年9ヵ

月， 中堅の金光， 芝， 鈴木（ともに

1922年卒業）の大学卒業後4年， もっ

とも若輩の中谷，藤岡（ともに1925年

卒業）の卒業後 1年の時であった．

鈴木によれば，量子力学は必ずしも

「物理学輪講会」発足の動機ではなく，

輪講会の発足と量子力学の幕開けの時

期がほぼ…致したのは，むしろ偶然で

あった. 1926年3月に発足した「物館

学輪講会Jは，発足後 1年余にして，

かれらが輪講会で読んだ論文を r物理

学文献抄 （第 1輯)j として1927年8

月に刊行した.3) こうし

基本論文の主要内容が日本語で単行本
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仁科芳雄の果した役割
玉木英彦 〈仁科記念財団 113東京都文京区本駒込2…28-45)

仁科芳雄がちょう

の年にコペンハ…ゲンに留学していた

こと，その彼が帰国直後Diracおよび

Heisenbergを招鴨し，その講演を翻訳

し，さらにそれの頒布をはかったこと，

また埋化学研究所に所属して各地の大

学で集中講義をしたことは，わが国に

おいて量子物四学が育つために重要な

役割を果した．その経緯について述べ

る．（文中敬称略）

ポーアの許ヘ留学

仁科芳雄は1918年東京帝国大学工科
刈柵何T 拍手』，十世叫して，創立後間

もない理化学研究所に入ったが，新し

い物理学に心を慈かれて，理学部

時「理科大学」）の講義を熱心に聴い

た．ことに長岡半太郎（東大と瑚研に

併任）に師事し，その紹介によって理

研から海外留学生としてイギリスケン

ブリッジの Rutherfordの許に派遣さ

れた．仁科は日本にいる時，石原純の

話を聴いて巴insteinに魅力を感じてい

たが， 1923年春にドイツからデンマー

クの NielsBohrに手紙を出して留学

を認められたのが転機となり， Bohr

に傾倒して 6年間コペンハ…ゲンにい

る結果になった．

その手紙I）の中で仁科は， 理研から

許されている滞在期間があと 2期だけ

なので，新しいテ…マは無理だろうか

ら誰かのやり始めている研究に協力さ

せてほしいと述べている．折しもコベ

ンハーゲンでは，その前年1922年に

HevesyとCosterがジノレコニウムの鉱

石中に72番元素ハフニウムを発見して，

希土類元素は71番までであることを証

明したところであった．仁科はX線ス

ベクトルの測定を Costerおよび

Wernerと共におこなって，希土類を

ふくむ範聞に亙って原子の殻のエネル

ギー準位を決定し， N殻， O殻等の準

位の原子番号による変化が希土類のと

ころで著しく緩やかになること奇確か

めて， Bohrの原子構造理論を一層確

証した．

その年の秋に仁科はノルウぷ一・ス

ウェーデン旅行をして， Costerの師

M. Siegbahnに会っている． その旅で

知りあった学者の一人への手紙に仁科

は「この冬もコベンハーゲンで研究を

続けるつもりJと書いている．留学期

間が過ぎ，仁科は理研からは海外留学

はなく，日本にいる場合と同じだ

けの給料を送って賢うことになるが，

Bohrの計らいでヂンマ…クのラスク・

エルステッド財団のブエローシップを

1924/25年度から受けるようになる．

実験から現論ヘ

Costerが出身地オランダの大学に

迎えられた後， 仁科は Hevesyのジル

コニウム鉱石中のハフニウム含有率の

の他，…般に化学元素の定量に

役立つX線分光学的手法の改良によっ

て手腕を認められる. Hevesyが1926

年に南独フライブルク。大学に迎えられ

た後，仁科はX線分光学の化学への応

用の実験室主任の役をしていた．日本

から留学した化学者，木村健二郎，

山新ーと一緒に仕事をしているのはそ

の頃のことである．同じ頃，物態学者

堀健夫も来ていたが，仁科は端や木村

に自分はこれから理論に転じるつもり

だと洩らしていたという．

仁科が環論に転じる気になった原因

は， その頃Bohrの研究所に来ていた

理論物理学者の顔ぶれを見れば当然と

うなずくことができる．仁科は日ohr

をかこむそれらの人々が話をするコロ

キウムに欠かさず出席した． ことに

Diracが論文で発表する前に述べたと

思われる話を克明にノ…酬卜したものが

保存されている．

1927年春，木村，青山，堀，杉浦義

勝ら日本から来ていた研究者が引きあ

げた後，仁科は一旦コベンハーゲンを

離れ，その哀をフランスで過ごすが，

秋， 冬にはハンブルグの Pauliのとこ

ろに瑚論を学ぶために身を寄せる．

1928年1月に Bohrはスイスでスキー

を楽しんだ帰りにハンブル

ったが，仁科はその際の会話から

Bohrがアジアに旅行する気があるこ

とを知り，長岡に手紙を書いて Bohr

を日本へ招牌するよう提案する．その

手紙2）の中で， Bohr招鰐の間接の利点

として， Bohrのところに集まった有

為の新進物理学者たちと接近できると

いうことをあげ， Heisenberg.Dirac, 

Pauli等の名をあげている．「新進の門

下生の多き事，他に比類これなく候．

此点は Einsteinとは趣を異にし，従っ

てBohr教授と日本の物理学者とが接

近するといふ事は将来の日本の物理学

を欧米に紹介しその親善を増し進歩を

早める上に於て間接の利益ある事と

ぜられ候Jと述べである．

ハンフリルグでアメリカ出身の Rabi

と共同研究をした後，仁科は再び、コペ

ンハ…ゲンに戻り， そこで Kleinと共

に， Diracが創始したばかりの相対論

的電子理論をつかって，有名な散乱公

式を導き出す．その業績をみやげに仁

科は1928年の暮に帰国するが，途中イ

ギリスに寄って Diracに会い，アメリ

カを横断していろいろな大学や研究所

111111111”””’”’IHIIIIIII B”111111””’111111111”’”＇＂＇’ 111111111111111”’Ill””’11111111’”’＇＂・ llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll”11111111’o’1111111111111111111111111111111111111111111”＇＂＇’ O』，111111111111’111111111111111111111111111・11111111111111111111111111111111111111111111111111111・＂”t。，1111111111111111111111111111111・＂・，Ill’l
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を歴訪する．当時はアメリカの学界も 講滴会の案内は全国の大学に送られ 問題」という小冊子を示すのが常であ

新しい物理学をヨ…口ッパから学ぶζ た．京都大学の木村正路から仁科にあ ったが，その本もまた仁科の努力の結

とに熱心な状況にあったが，仁科は二， てた手紙には，「京都の教室より数名 品なのである．

三の大学で， ヨーロッノすから著名な学 上京致し聴講致す可く候」と述べてあ 「開化学研究所最報J第9輯第 l

者を招く費用を質問している. Bohr る．当時物理学科を出たばかりだった 「雑録Jページに「量子物理学に関す

を日本へ招くときの参考にするためで 朝永振一郎もその「数名上京」の中に るハイセンベ、ルク、、及ヂィラック両博士

あったと推察される． 合まれていた．朝永は後年いろいろな 講演の要旨（第一報）Jとして載って

機会にその講演会について思い出を語 いるのは，さきに行われた講演のうち，

Heisenberg, Diracの招牌と講演余 り，それが彼の著作集に載っている． 問研を会場としたこつの講演を仁科が

Bohrの招勝はいろいろな支障のた 朝永は講演者二人の印象を「いかにも 訳したものである． これの第二報は出

めに， 1937年まで延びたが， Diracと 若いので，まずそれに驚きましたJと なくて，他の講演と一緒にして出版さ

Heisenbergの招牌は早くも1929年に実 ＼講演については「非常に高度な れたのが「啓明会紀要」の

現した．アメリカの大学で講義をした ものでその当時としてはいちばん先端 問題Jである． 「第一報Jの原稿は講

後に日本に立ち寄ることが可能だとい 的なものであり， しかも非常にうまく 演後3ヵ月足ら きあげられたが，

うDiracの手紙を仁科は長岡に見せて まとめられていて，話が明断だったJ ほかの講演も含めた原稿の完成には 2

相談し，長岡は財団法人「啓明会jに と述べている．「論文が出て間もなく 年を要し，印刷，校正が手間どって，

費用を出してもらうことを頼んだ．同 のもの，あるいはまだ印刷になってい 発行は結局1932年4月20日になった．

じ時に Heisenbengもアメリカに招鴨 ないものなどもあり，とにかく，湯気 その本に仁科が書いた緒言の一部そ

されていたので，二人が日本経由でそ が出ているようなホヤホヤの仕事につ 引用しよう： は往々 にし

れぞれ帰国する旅費から直接帰国する いてのものでしたJとも形容している． の或る部門の科学者が欧米先進者の糟

旅費を引いた差額プラス日本滞夜費を 粕を嘗めるに過ぎ、ぬとヱミふ非難を聞く

啓明会が出し，観光等の接待費を理研 懇切な注のついた訳述 が，思ふに苔が学界が地理的関係上其

が出すことになった．ニ人の講演会は 朝永はその講演会の思い出を語ると 進歩の潮流に乗り後れると云ふ事も亦

「啓明会主催，理研後援Jの形で，東 き，誰かが古本屋で、見つけて来てくれ 是が一因をなすものではなからうか．

京大学と理研を会場として行われた． た「啓明会紀要J 従って斯かる潮流の進路を拓きつつあ

fプ；γ3繭氏最近物理事講演愈日程 i : : rm~法史認＼ヒ＝ if~究 Z

756 
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九月ヱ自（月） 午前 9-12 （文書襲郎＊九帯） Institute, Leipzig) 
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The Basis of StatistiロlQu:i.c.tum Mechanics 

II 
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る学者を招聴して，親しく其趨向を聴

く事は吾が学界の為め甚だ重要なこと

であると信ずる．最近の米国物理学進

展の跡を辿った者は其思ひ半ばに過ぎ

るものがあるであらう．此意味に於い

て啓明会の両学者招牌は極めて時宜に

適した有意義の挙であったと思ふ．絃

に筆者をして同講演の内容告記述せし

められるのは一層其効果を大ならしめ

んとするものであらうか．…Jここに

もボーア招勝を長岡に提案した手紙に

あるのと同じ考え，同じ熱意がうかが

われる．

その本の著しい特色は，豊富な脚注

の存在である． 「理研最報Jに第一報

として載った講繍は，それぞれ1930年

にHeisenbergとDiracの著書として

出されたものの一部と内容が対応して

おり，そのことが脚注にボされている．

そのほかの講演に対しでも対応する文

献の名が示され， もともとそれらに付

せられている注のうち，ぜひ必要なも

のは載せてあるが，脚注の多くはそれ

以後発表された関連論文の名である．

読者の理解を助けるための注もある．

二人の講演相互のあいだで，他の講演

の第何ページ参照というような念入り

な注さえ付けられている．

印刷，校正について述べれば，当初

はもっと早く仕上がるつもりだったら

しく，表紙や奥付に記された発行年月

が初校では1931年10月だったのが4～

5回変更されている． その面倒な校正

に小谷正雄・犬井鉄郎の協力を求めた

ことが，仁科の緒誌の末尾にある謝辞

「本書の草稿並に校正に際し極め

益なる助力を与へられた小谷正雄，犬

井鉄郎両君に厚く感謝するJtこ示され

ている．

必要部数を問合せ普及をはかる

HeisenbergとDiracのこの講演集に

ついて語るとき，仁科がその出版まで

に費した労力のほかに，出版されたも

特集「仁科芳雄生誕百年記窓J

のの普及のためにした配慮も見落すこ

とはできない. 1931年秋，印刷が始ま

るか始まらないかの頃から，仁科は全

国諸大学の物理関係のところに手紙を

出して，予定された出版物の配布を必

とする人々 の氏名を問合せている．

1型化学研究所内とか，仁科がその頃講

義をした北海道大学とかは，口頭の返

りたと見え，脅かれた資料が

乏しいが，いろいろな大学からの返信

が多数保存されていて，当時の学界の

様子を知るによい手掛りを与えてくれ

る．

第1回の問合せに対する返答＊とし

て，まず9月18日付で京都大学理学部

の事務から名誉教授 l，教按4，助教授

l，講師7の氏名を書いた返信が来た．

その他の大学の場合は，仁科を知って

いる物理学者からの私信の形で配布を

望む者の氏名を伝えてきた．京大隈学

部の場合も，その後10月19日付で木村

正路から返信があり，そこには講師ま

でのほかに，「此方面に特に興味を荷

する人に候Jとして湯川｜（当時小J11) 

秀樹，朝永振一郎，沢旧国雄，竹脇又

…郎，山本英雄，副島吉雄の 6名が記

しである．東北大理学部の高橋砕から

の9月28日付返信には「年をとってい

る人達よりはむしろ若い助教授か助手

で居る人達の方が貰った印刷物を有効

に利用するものが多いのではないかと

思ひますJという意見ム金属材料研

究所のほうも調べてみるという約束と

が脅かれている．

2回目の問合せに対する返信料の中

にも，講師以上の氏名を挙げているも

本第 l凹の問合せへの返信： 浅田常三郎 （境

見理化研），京大理学部事務，三村剛昂（広

島文理大），荒勝文策（台北大），閥久光

（九大工），高橋脚（東北大理），堀健夫（旅

JI国工大），木村正路（京大盟）

榊 10月末および11月中の返信： 小幡謹一 （航

恕研）， 片山正夫（東大盟， 化学），小野滋

之助（東京文現大），岡小夫（東大理，寺沢

賞一代期）， 青山新…（東北大金研）， 高橋

脚（東北大理）

ののほかに，若い人々の氏名も記して

いるものがある．たとえば東大理学部

の岡小天が寺沢寛ーの留守中に代理と

して出した10月28日付の返信には問自

身長含む9名が記しである．また東北

大の高橋俳からの 2閲自の手紙には林

威（助手），彦坂忠義（副手）腐根徳

太郎，田中篤治の名が脅かれている．

ことに腐根については「最近金属材料

研究所の方へ移って本多さんの所で何

か勘定をして屈ますが，移った時期が

最近寄聞を頂戴した前後であります故

或は本多さんの方から申出て有る

や不明ですから念の為書添へました」

と述べてある．

よる問合せでわかった必要な

部数は 110を超えた．そのほかに理化

学研究所内からと東京工業大学の木下

正雄（理研の研究護主任も兼ねてい

た）のところからの需要が36あり，北

地道大学で講義をした仁科が自分で開

いて調べたであろうものまで加えると，

総計 150を超えたと思われる．＊料

返信のなかに，特に若い研究者ほど

よく利用するであろうとの考えから，

教授，助教授，講師だけでなく，もっ

と広く他の人の氏名を記したものがあ

ったことは住日すべきであろう．

京大，北大等での講義と理研の仁科研

究室の創設

1931年5月，仁科は京都大学で量子

力学の集中講義をした．前年出版され

たHeisenbergの著書“Diephysikalisch” 

en Prinzipien der Quantentheorie”を

使い，ぞれの解説をした.3）このとき湯

川（小川）秀樹，朝永振一郎，坂田島

ーと，京大の「楽友会館」で会食して

懇談したのが縁で，朝永と坂田が後lこ

仁科の研究家に入ることになる．理研

＊＊申書簡による問合せ以外への応答：木下正雄

（東工大）， 理研木下研究議， 飯盛研究室，

長岡研究家，石間研究窓，寺問研究家， （メ

モが残っているもののみ記した）
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で仁科が独立の研究室の主任となった

のは，同じ年の 7月であった．仁科は

朝永を，コベンハーゲンでボーアに学

んだ流儀の，討論によって研究を進め

る相手として迎えることになる．

仁科はまたその年9月に北海道大学

で量子論の講義をした．北大には，彼

は1932年6月と1933年6月にも講義に

赴いている．

1929年の講演で Diracが理研会場で

講演した“ThePrinciple of Super-

position and the Two-Dimensional 

Harmonic Oscillator，，は， 1930年に出

版された Diracの著書

京都の実情

of Quantum Mechanics，，の第 1章およ

び第 l章の一部に対応している．

（理研に仁科より古くからいた物

理学者）は仁科にその本径一緒に訳そ

うと持ちかけ，仁科は Diracに相談し

た．その手紙の下書きが残っているが，

そこに仁科は「自分が訳すとなったら，

もって極めて正確に翻訳する．

あなたは日本語の訳が正確かどうか判

断できないでしょうけれど」と書いて

いる． しかし，そのときは Diracに，

より丁寧な第二版を執筆中だから，そ

れを待って訳したら，と勧められ，仁

科は多忙であったのでそれに従った．

内田洋一 く603京都市北区小山板倉町9)

私は，大正（T.)15年，京大，砥

物理を卒業し助手になった．周知のよ

うにこの年の前後にかけて量子力学の

基礎が完成した．それを噂に開きつつ

も私ら悶級生は前期量子論によって原

子物理学を学修した. Sommerfeld: 

Atombau und Spektr・allinien( 1924）が

重要な参考書であった．私の属し

験講雌担任の木村正路教授は，この年

の4月より 11月にかけて欧米各国の学

術調査の旅行に出張し，帰学後直ちに

綿密な旅行記録を教室談話会で発表し

た．内容はむろん専攻の原子， 2原子

分子の分光学を中心とし

展の情況であった．

昭和（S.)2年（T.15年は年内lこs.
元年となった）木村先生は旅疲れの欠

勤が多く，私ら連中（助手，福lj手，院

はHund:Linienspektren und Peri-

odischen System der Elemente ( 1927) 

を輪読しながら， 前年度刊行の Born:

Probleme der Atomdynamik, Sehrりdi幽

nger: Abhandlungen zur Well-

enmechanikを拾い読みした．私は専攻

とくに Wigner,Born, Oppenheimer, 

kronigの分子理論に着目した． s. 3 

は，私らの量子力学の鮪学の他にも

様々の事があった. Raman効果の発

見（2月）， これについて木村， 内旧

の研究と論文発表 (12月）， Otto Lap-

orte博士の来学， 堀健夫北大教授の 2

原子分子分光学の来講 (6月），

度の杉浦義勝先生に引きつづ、き仁科芳

雄先生の Copenhagen,Bohr教授のも

とよりの帰国（9月）， Mtinchen大

Arnold Sommerfeld教授の来学（12

月）であった．杉浦先生はこの年，日

本数学物理学会の50周年記念年会にあ

たり「新量子力学と其の応用Jと題す

る特別講演を行っている． Otto Lap働

orte博士は Heisenberg,Pauliと共に，

Sommerfeld告師とし，当時教授の第

一助手として近く鉄原子スペクトルの

多重項解析告なしとげ，またうポルテ

後に自分の研究室のメンバー朝永，小

林稔， Ji木英彦に協力させて翻訳した

第二版は1936年に出版され，広い読者

しまれた．

引用文献

1) NKZ Publication No. 21. (1985) 1…Y. 

Nishina’s Letter to N. Bohr 25th Mar. 1923. 

2）物理学会誌 39(1984) 16(}一物館学史資料委

員会だより No.7, 仁科叫長問書簡， 1928. 

1. 27 

3）坂回目ー： 仁科博士の特別講義， 湯川・坂

田・武谷：真理の場に立ちて（毎日新聞社，

1951 p. 40. 

の規則（Laporterule）を発見（Zs.f. 

Phys. 23 (1924) 135）した人であった．

彼は理研の高嶺俊夫先生，理研研究員

を兼ねる木村先生とが共同して招聴し

たもので，両研究室員若手（私も理研

鴫託を兼ねていた）に学術的刺激を与

えんとした． Laporte博士は京大には

半年問答員研究員として在学し，たま

たま教室談話会で量子力学総論を，講

座輪講会では Heitler…Londonの共有

結合論を紹介した．そして彼の留学が

機縁になったかのように， Sommerfeld

教授が， Raman教授の招鳴で Cal-

cutta大でwavemechanicsの講義を行

った後，来日した．京都駅に迎えた時，

教授は小柄であるが美腎を蓄え威厳あ

る風姿で，満60歳を迎えられたとのこ

とであった．教授は学賓として迎えら

れ本部大講堂でwavemechaicsの2節，

Kepler problemとoscillatingrotator 

problemを大聴衆にかわり易く講演し

た．当時2原子分子の研究をしていた

tlll，，，』，11111・ae・・0・・8・1111111111111111’”’＂＇＂＇＂＂＇＂＇＂＇＇＂＂＇＇＂＂＇＂＇＇＂＂＇＂＇＂＇＂＇・ 1111”1111111111’‘1111111111111111111111111111111111・1111111111’＂＇・1”1111111111111111111111111111111111111n’”’”’”’”’”’”’11111’”’11111111111111111!1”11111111111111111’Ulllllltllllllllllllllllllllllllllll’”。11111111111111’”11111111111111”1111”＂・1”＂
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になって世に出たのである．

この1927年という年は，

力学に対する感じ方にも大きな変化を

もたらすような年であった．

1927年度に学部最高学年であった有

山兼孝や武藤俊之助にとっては，かれ

らの学生時代は「大学の講義の題目と

しては量子力学という言葉はなく，わ

ずかに講義の中の節の題目とし

論という言葉が用いられているような

時代J（有山）であり，（新しし

学を体系的に解説した著書は全く存在

せず，またそのような時期でもなかっ

たJ（武藤）のであった．他方 1学年

下の犬井鉄郎や小谷正雄は， 1927年度

はまだ最高学年でなく，相対的に自由

な中期の学生（2年生）であったせい

か， Born-Heisenberg-Jordanの論文

なんかを中期のときに，とにかくやた

らに読んだ， ごっこするもの

っといで（犬井の表現）みたいな式

でわいわいやった，理論の人は大体み

な参加した，と回顧している．

1928年には， 1月5日に杉浦義勝が

帰国し，日本数学物理学会創立50周年

記念特別講演会として， 4月2日・ 3

日の二晩にわたって「新議子力学とそ

の応用Jと題する講演を行い，その講

演内容が r日本数学物理学会誌Jに掲

載された．また， この年4月から東大

では後期（最高学年）の学生を対象に，

板井卓三による「量子力学Jが開識さ

れた． 12月には Sommerfeldが来日し，

5日・ 6日・ 7日・ 19日と 4固にわた

って波動力学と霞子論の講演を行った．

この講演の大要も『日本数学物理学会

に掲載された． この講演会を主催

したのは東大と理研であった．

Sommerfeldにとってこの旅行は，

訪米・訪日の旅であった．かれはアメ

リカを経て日本に来た．かれの旅は，

1925年にヨーロッパで生まれた新しい

物理学一一量子力学ないし波動力学
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アメリカや日本に伝える，新物

理学伝道の旅であった．有山兼孝は

「この Sommerfeldの講義を聴い

子力学への親近感が初めて植えつけら

れた；それまで自分にとって原子や分

子とだけ結びついていた量子力学が，

大きな塊りとしての物質の性質と結び

つき，それまで抽象的なものだっ

子力学が身近な物質のところまで降り

てきたという感じがした；大学や高校

で聴いた Lorentzの電子論と Som-

merfeldの話とが初めて結び、ついてき

て，量子力学への親近感奇感じ始め

たjと語っている．

仙台でも， 1928年3月に東北大を卒

した広根徳太郎は，学生のとき高橋

脚の「量子論Jという題目の講義を聴

いた，また，広根が大学を卒業したこ

ろ，強いて名付ければ「固体電子論輪

講」とでもいうべき勉強会があり，

橋幹， w田光雄の両教授与任中心に，彦

坂忠義，林威，広根徳太郎，中林陸夫

らが参加していた，と回想している．

（ただし輪講会の始まりが1928年ま

たはそれ以前のことなのか， 1930年頃

のことなのか，広根の記憶はさだかで、

ない．）

仁科芳雄が帰国するのは，日本にこ

のように量子力学の波がようやく

ってきていた時期， 1928年12月10日の

ことであった．

仁科が日本における新しい物盟学の

うってつけの指導者として迎えられ，

新物理学の稔り多き穂子を日本に蒔き

えたのは，仁科の留守中に耕されたこ

の土壊の上にだったのである．

注

1）『冬の華』収録時はイニシァルだけで匿名に

していた人の名前を， 中谷自身が『寺田寅

彦の迫組J（申文社， 1947）で本名に改めて

いる．

2）『日本数学物膿学会誌』第 l巻 (1927年9月

～28年 3月）に紹介された量子力学関係の

論文の，紹介のさいの日本語の表題，著者，

発表誌とその犠・頁・年，紹介者は以下の

通りである．
原子物盟学の現勢について， Sommerfeld,

Phys. Z. 28(1927) 231-239清水武雄；連動

および力学の関係を量子論的に解釈するこ

とについて， Heisenberg,Z. Phys. 33 (1925) 

879-893落合麟一郎； 量子力学I, Born & 

Jordan, Z. Phys. 34 (1925) 858日 888落合麟一

郎；最子力学 II, Born, Heisenberg, & 

Jordan, Z. Phys. 35 (1926) 557-615山内恭

彦；量子論についての研究， deBroglie, 

Ann. Phys. (France) 3 (1925) 22-128竹内時

男；隙子および分子力学の波動説， Sehrふ

dinger, Phys. Rev. 28 (1926) 1049木内政蔵；

演算記号の算法と盛子力学の方程式の解，

恥kart,Phys. Rev. 28 (1926) 711桜井卓三；

ワイル論の量子力学的意味付け， London,Z. 

Phys. 42 (1927) 375-389竹内時男；幅射の

量子論について，コンプトン効果の本質に

ついて， 幅射過程聞の関係について， Bohr, 

Kramers & Slater, Z. Phys. 24 (1924) 69-87. 

Bothe & Geiger, Z. Phys. 32 (1925) 639-663, 

Bothe, Z. Phys. 37 (1926) 547-567菊油正

士；光龍子の物理学的実私 Planck,J. Fran-

klin Institute 204 (1927) No. 1, 13-18菅井

準一；最子力学の基礎， Hilbert, von Neu-

mann, & Nordheim, Math. Ann. 98 (1927) 1-

30落合麟一郎．

3）『物理学文献抄 （第 1輯）』 に紹介された量

子力学関係の論文の著者，発表誌とその巻

・頁・年，紹介者は以下の通りである．
量子論に関する研究， deBroglie, Ann. Phys. 

(France) 31 (1925) 22芝亀吉；固有値問

題としての量子的事相（第二報告）， Sehrふ

<linger, Ann. Phys. (France) 79 (1926) 489 

木内政蔵；波動力学における摂動論， Schro・

<linger, Ann. Phys. (France) 80 (1926) 437 

鈴木昭；新最子力学の基礎， Heisenberg, 

Z. Phys. 33 (1925) 879藤岡由夫；マト 1）ッ

クスに拠る盤子力学， Born & Jordan, Z. 

Phys. 34 ( 1925) 858金光正道；盤子代数に

よる力学， Dirac, Proc. Roy. Soc. A 109 

(1925) 642, 110 (1926) 561藤岡由夫．

（付記）

仁科の帰国の日告，私は『仁科芳雄伝記

と回想』（朝永・玉木編， 1952, 

所載の山崎文男による「略伝Jに依拠

して（p.7) 12月10日としたが，玉木英彦氏

から「12月21日が正しい． サンフランシ

スコを 12月5日に発ったので， 12月10日

ヨコハマは不自然だJとのご指摘があった．

日本物聞学会誌 Vol.45, No. 10, 1990 
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私には後の題目はとくに印象が深かっ

た．別の日，教授は木村先生の実験室

を訪れ，木村，内田の名で報告した

Raman effectの研究について Heisen”

bergの量子論的解釈を紹介し，分散

と散乱； Raman effectとCompton

effectの類似性告強調した．

s. 4年，後年の大物湯川秀樹，朝永

振一郎の両学生が卒業した（3月）．

彼等の卒業記念写真には Laporte博士

が入っていて印象深い．両君は玉城教

授の理論講座に属していたが，玉城教

授は旧力学と相対律論を担当され白か

らは新量子力学には触れられなかった．

両者は副手の席はそのままで，分光学，

量子力学については木村講座に永く楼

触していた．

日本物理学会誌 5(1950) 340～379 

にある，朝永振一郎寄稿「物理学四半

世紀」の中に仁科先生の当時の活動が

よく紹介されているが，先生の案内で

HeisenbergとDirac両博士が来学され

ることになった (9月）． 私は招待役

の木村先生と共に一行を京都駅に迎え

た.D氏27歳， H氏28歳，ちなみに私

26歳，仁科氏39歳，木村氏46歳．私は

彼らの若さに一寸驚き少し親密感をも

った.H氏は快活で時代風に言えば，

彼の師 Sommerfeldが老将草なら彼は

青年士官と見えた.D氏は長身で，

瓢々とした芸術家の風があった．某日

時博士の講演が理学部会議室で行われ

た．題目はH氏がTheIndeterminacy” 

Relations and the Physical Principles 

of the Quantum Theory, D氏は RelaM

tivity Theory of Electron.外国語の聞

き取りに不慣れな私は，彼等の全発言

会会得するまでに至らなかったが，

「話された言葉Jから「響かれた言葉J
にない独特な精神的刺激を偉大な学問

を創造した人間の日を通して受けた．

事いにもH氏とD氏のこの講演は同月

上旬に東京（理研，東大）で行われた

講滴撤回中の 2題目に一致するもので，

仁科先生が全題目を翻訳，補註し

子論諸問題」なる A5判160頁の小冊

子に刊行されたので永く便宜を得た．

某日，私は木村先生の命で仁科先生

の案内役としてH氏とD氏の奈良見物

に同行した.H氏は古い文化財に中々

の興味をもち活発な発言をしていた．

D氏は寡黙で始終膜想的であった．そ

の後， H氏はピンポンを楽しみつつ海

路を帰国（山崎和夫氏より伝え聞く），

D氏はウラジオストックからシベリヤ

経曲にて帰国されたと聞く．ちなみに

当時，海路には約40日， シベリヤ経由

には約 1週間を婆した．なおD氏の代

表的名著Principleof Quantum Me-

chanicsは翌年5月に出版された．

また Sommerfeld教授が在日中

した Atombauund Spektrallinien: 

Wellenmechanische Erganzungsbandが

乙の秋刊行され量子論の前期と後期を

鮮やかに浮き彫りにした．同じ頃出版

された書籍Birtwistle:The New Quan嗣

tum Mechanicsは読み易い良書ι問、い
愛読したが，後年畏友武藤俊之助氏も

同様だったと語り合い微苦笑した．

やがて木村先生の懇請により杉浦先

生，仁科先生の量子力学の講義が聞け

ることになった．まず杉浦さんの講義

はs.5年5月より約 1.5ヵ月，

力学の応用Jと贈するもので， これは

最子力学の一般的な理論成立の精細に

は立ち入らず，専ら応用閣のことを詳

しく説明された．内容は B判368

の審物となって今日も保存している．

講義の結語は“……即ち wavefieldの

quantum dynamicsの問題その相対性

原理的に invariantの定式化が必要，

Maxwell方程式の量子化，

子化が望ましいぺであった．

仁科さんの来講は翌s.6年5月か

ら2ヵ月に渡った．先生はHeisenberg:

Die Physikalischen Prinzipien der 

Quantentheorie (1930）を聴講者も

自持参の上，完全に説明を加えられた．

この書は s.4年にH氏が Chicago大

で行った講義をもとに著述したもので，

粒子と波動のニ重性がいかに古典的概

念の有効性に制限を課するかを，理論

的，実験的に印象深い方法で説いてい

る．両博士の懇切な講義の結果，私等

の量子力学に対する目は大いに開けた．

私達連中は次第にその専門分野におい

て量子力学の応用または発践を志向し

た．木村講座ではしばらく計算方法，

群論応用などの輪講を行い，やがて独

自の化学物理会経て固体電子論を志向

した． 輪講会でF. Blochの間体電子

論を熱心に読んだ湯川氏及び朝永氏も

本来の講肱に溶ちつき，宇宙線，原子

核の理論に着手，量子力学のその後の

発燥を志向した．湯川氏は国外におけ

る中性子発見の機をとらえて， s.9年

核力の場として中間子の存在を予言し

たことは周知のところである．この間，

彼は京大講師となり（昭 5)

を担当し，小林，坂間氏等を協力者と

している．一方，朝永氏は仁科先生の

勧めにより理研仁科研究室に入ってい

る （昭7). 最後に私は議子力学の曙

の中にもう一つの挿話壱入れたい．そ

れは我が国学界の宿望であった Niels

Bohr教授の来日，米学である．この招

待のためいずれの諸先生がどのように

尽力されたか，当時京大講師，兼理研

の嘱託であった私は，経緯を知らない．

Bohr教授はs.12年5月上旬入洛し

た．仁科，杉浦両博士が教授とは師弟

の間柄，親身の案内をされていた．京

都では前年就任した原子核講康相任の

荒勝文策教授が主接待役をつとめた．

Bohr博士の講演には東京， 大阪， 九

州より来聴の人も多かった．内容は原

子核の液滴模型と中性子による U分

裂に関するもので仁科博士の通訳があ

った. Bohr教授は別に物班学教窓の

図書室にて教室員のため

Spirit，，に関する講滴をした（5月11 

日）． この席では仁科博士の通訳がな

”””1111111,111”’”’”””Ultllllllll””’”’”。，，，，，，，11111111111111111111’‘＂・11111””’”i””1111111目。，lllllltlllllllllllllllllllllllllllllllllll・111,11111111111111”11111111111111111111』1111111111111111111111111111’”＇＂＇＂＂＇＇＂＇＇＇＇＇＇＇＇＂＂＇＂＇＂’”’”。， 1111111111111111111111111111111111111111111’N’II’H’t111111111111111111111111111111111』’1111
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斎藤 憲 〈横浜商科大学問横浜市鶴見区東寺尾4-11-

読者諸氏は，本稿を見て驚かれたの

ではないだろうか．仁科芳雄を記念す

るには，ふさわしい表題とはいし、かね

るからである．実際筆者は経営史の研

究者であって，物理学に関しては全く

の素人である．

以前筆者は，理化学研究所第3代所

長，大河内正敏が創立した企業集団，

理研コンツぷルンを研究したことがあ

り，それは理化学研究所の研究資金を

生みだすために創られたこと，目的は

達成されて，研究資金を潤沢に補給し

たことを，明らかにした．そのため仁

科芳雄の活動の背景を，編集委員会か

ら求められたのである．

大河内自身は，仁科芳雄と比べると

研究者として歴史に残る人材ではなか

った． しかし彼による理化学研究所経

営の苦闘がなければ，恐らく仁科も，

また彼の弟子たちも研究に専念するこ

とができず，当然、結果も変わったと想

像される．仁科芳雄を支えた裏面史と

して，少しは意味があるだろうと考え

て，筆をとった次第である.1) 

まず1930年代の理化学研究所から振

返ってみよう．当時は仁科研究室の黄

金時代といわれた時代であるが，研究

とってはどのような研究所だった

のだろうか. 1932年理化学研究所入り

した朝永振一郎は，「科学者の自由な

楽園Jという文章で次のように書いて

いる．

「私が理研，つまり財団法人盟化学

研究所の仁科研究室に入ったのは，昭

和？年のことである．大学を卒業した

のが昭和4年だから，まだ学校を出て

いくばくもたたないときであった．

入ってみておどろいたのは，まこと

に自由な雰閥気である．これは必ずし

もひとり仁科研究室ばかりでなく，理

研全体がそうなのだが，実になにもか

ものびのびしている．

たとえば金の面ではこうである．身

近な問題についていえば，私たちが研

究室で必要な資材を貿うときにも，大

きいものは別だが，ちょっとしたもの

なら，理研内に専属の倉障があって，

よ，化学薬品にせよ，簡単

に伝票をかけば，それだけで買って来

られる． もっとも，私自身は実験物理

学ではなく，理論屋であるからそうい

うものの必要はなかったのだが，ノ

ト，紙，鉛策一つにしても，倉庫へい

って伝票壱切ってもらって来れば，あ

とで研究室で払っておいてくれるとい

う，まことにありがたいシステムだっ

さような些細なことばかりではない

ことが，おいおいわかるようになった

のは， しばらくたってからのことであ

る． もちろん，研究室の予算というも

のはある．ところが，私のいた仁科研

究室などは， しょっちゅう大赤字を出

すので有名なところだった．といって，

別段無茶苦茶に無駄づ、かいをするわけ

でもないのだが，新しい研究というも

のはどっちに進んでいくか予定するこ

とがそもそも無理なので，相当な赤字

の出ることは当然なのだ．そういうと

きには，いつのまにかあとで研究所が

きちんと面倒を見てくれるというぐあ

いなのである．また，研究室によって

は予算を余すものもある．余したから

といって次の年度の予算をへらされる

こともないから，年度末にあわててい

らないものを賢込むなどという無駄な

ことも起らない.j2) 

この文章を読んで読者諸兄はどのよ

うな感想を持つで、あろうか．今日研究

者の大半は，傑かばかりの研究費で細

細と研究を続けているのが通常であろ

う．潤沢だという人でも，研究予算の

限度がないという研究者は，まずいな

いのではないだろうか．当時の理化学

研究所の研究本制は，研究者にとって

天国であったと言うことができょう．

では理化学研究所には，無限の財源

があったのであろうか．実際は，それ

どころの話ではなかった．大河内正敏

が，古市公威に代わり所長に就任した

理由の一端も，財政危機にあったので

ある．

次の引用は，研究所の欝記，水谷清

が， f期化学研究所議報J創刊号に書

いた文章である．創立期の窮状につい

て知ることができる．

「本所設立計間当時には御下賜金

りの資金一筆者）百万円， 政

府補助金二百万円，一般寄付金五百万

円計八百万円の資金を得，敷地は政府

より無償交付を受け，建設費に約百万

円を投じ，残額七百万円を基金として

これから生ずる利息約四十万円を以て

年々事業費を支弁する予定でありまし

たが，戦後財界の不況に遭遇しまして

渋沢子爵初め役員諸氏努力の甲斐もな

く寄付金は予定に漆せず，漸く今日ま

でに三百十余万円の申込みしかありま

せん．ところが敷地費に四十余万円を

費やし建設費は材料や工賃の昂騰と，

当初の設計に多少の変更を要したる為，

予定額の殆ど三倍即ち三百万円を饗す

ることとなり，基金として余る額は僅

かに二百五十万円となりました．従っ

て年々事業費に充てられる額は二百五

十万円から生ずる利息仮に六分利と計

しまして年十五万円しかありません．

’IIIIU””。，，，，，，，，Ulltllllllllllllllllllll’111111111・10111111111・・0・・II’＇＂＇＂＂＇＇＇＇＇＂＇＇＂＇＂＂＇””’ 1111111111111”t’＂＇＂＂＂＂＇’ 111111・II制1111111’”’II’111111111”11111111111111111’111111111111”’111111111111111””1111t’111111111111111・Ill』11111111111’111111’111111111111”＇＂＂＇＂＇＇＇＇＇＇＂＇＂＇＂＂＇＂＇＂＂’”’””’ 0・＇＂＇＂＂＇＂＇＂＇＂＂＇＇＂＂＇＇＂＇＇
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而も研究用の材料薬品等は設立計画当

時の二倍乃査三倍の騰貨であり，職員

に対する給与も初めの予定よりも増額

したのでありますから，当初四十万円

位の経費で事業を遂行しようとの計画

に対しては，昨今少なくとも百万円を

必要とすることとなりました．若しこ

の計画で進むときは研究所は三年たた

ぬまに破綻するのであります.j3) 

水谷清によれば，研究所は破綻の危

機に直面していたことになる．その要

因として幾っか挙げられているが，大

きかったのは，寄付金が予定の60%し

か集まらなかったことと，建設費が予

定の 3倍かかったことである．

寄付金不足の原因は，第一次大戦後

の不況だと脅かれている． しかしその

底には，研究機関に対する社会の無理

解があった．東京帝国大学班科大学の

学長を務め，理化学研究所創立後副所

長となった桜井錠この回想によれば，

当時帝悶大学の予算に，研究費は計上

されてなかったそうである．知識の最

先端を行っていた帝国大学においです

ら研究に金がかかることを理解してい

ないのであるから，一般から容付を集

めることは難しかったと想像される．

「研究Jの意味が理解されない時代に，

理化学研究所は生まれたということ，

この事実は，大河内正敏の行動を理解

する上で重要である．

次に建設費であるが， 3倍かかった

主要因は，インブレーションだと

れている． しかし一説には， ドイツの

研究所とほぼ同等の施設を造ろうとし

たためとも言われている.4）化学部の

1号館である．怒った物理学部長，

間半太郎は，化学部批判を込めて，質

きわまりない物理学部の研究棟告建

設した．このためか，物理学部と化学

部は対立，先ず長岡物理学部長，つい

で古市所長，桜井副所長，池田菊苗化

学部長が辞表を提出するに至った．財

政危機に加えて研究体制そのものの再

構築を求められて， 1921年9月大河内

正敏は，所長に就任した．

新所長は，まず研究体制確立のため

に， 22年1月部長制を廃止して主任研

表1 理化学研究所事業収支内訳 (1921～41年）

究員制度を導入した．研究員相互の感

情的対立を除去することを目的に，

研究室を独立させ，研究内容も予算も

人事も…切を，主任研究員の権限下に

、たのである．この結果，当時とし

ては珍しい自由な研究体制在築くこと

ができた．朝永振一郎が感じた理化学

研究所の自由な雰囲気は，この改革に

よって生まれたのである．

しかし，すべての権限告主任研究員

、たこの制度は，財政負拙を更に

強いることとなった． 時には予算の 2

倍を使ってしまう仁科芳雄のような主

任研究員のために，大河内所長は苦闘

することとなる．

財政難は，人事の面からも生じた．

帝悶大学の教授を兼任する主任研究員

も多かったから，彼らは優秀な学生の

就職先がなければ，理化学研究所ヘ連

れてきた．当然それだけ人件費も増加

した．つまり各研究室が充実すればす

るほど，財政負担は大きくなったので

ある‘

大河内の研究評価は業績主義で，業

1921 1922 1923 1924 1925 1926 1927 1928 1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 

〈収入〉

利息及配当金 164 127 160 168 158 175 143 162 107 101 55 55 43 136 110 195 228 608 793 876 669 

政府補助金 250 250 250 250 250 250 250 250 250 250 250 250 150 150 100 

研究費収入 2 37 17 37 34 10 13 9 5 14 23 179 158 103 285 401 410 264 137 146 

特許権実施報酬 一一 30 20 10 15 43 34 46 269 747 565 1,677 1,793 2,182 1,995 

特許権許諾料 一 270 61 

有価証券売買？を金 26 13 27 26 15 6 37 45 3 5 357 325 7柑 6 

有価証券評価益金 164 831 

作業収入線入 - 482 356 526 734 206 351 421 194 306 279 56 158 270 232 235 8 53 44 315 

雑収入 。34 6 4 5 7 4 8 7 22 33 20 25 46 61 367 473 

その他 113 59 47 4 5 6 7 6 6 9 8 3 4 2 

当期不足金

合計 306 319 943 886 987 1,181 660 855 817 653 652 684 843 840 937 2,150 2,387 3,074 3,705 3,611 3,598 

（理研産業団収入） 一 （…）（…）（一）（一）（一）（一） 162 219 1,142 1,531 2,599 3,033 （…）（一）

く支出〉

事務費 39 30 29 33 40 59 53 45 44 40 43 47 50 59 74 66 82 103 109 170 124 

研究費 203 290 754 493 453 471 568 624 677 609 604 637 775 744 835 1,158 1,439 1,786 2,311 2,901 2,939 

作業費 360 481 516 

その他 7 117 14 135 39 4 4 20 6 16 16 一
当期剰余金 58 42 。。0 165 96 5 14 17 22 910 850 1,185 1,284 539 536 

住） 単位千円（百円を四捨五入）．理研産業団からの収入欄中（…）は不明であることを示している．

資料） 理化学研究所所蔵資料及び「理研コンツ且ルン月報J.
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績さえ挙げれば研究費は何とかしよう

という考えであった．例えば研究員総

会で大河内は，「研究費は充分用意が

あるから，研究者はそういうことを心

配せずに存分に研究を進めていただき

たいJと常々発言し，長間半太郎や鈴

木栂太郎が「経理上の心配を一身に引

き受けられる所長の御苦労に対して研

究者一同深く感謝するJと答礼するの

が， 常例であったそうである.5）大河

内にとって研究は軍上のものであり，

そのためには自分は何でもする気であ

った．

それでは，大河内はどうしようとし

たのであろうか．それを理解するため

に，理化学研究所の財政状態を表示し

たのが表 1である． 「事業収支Jとい

うのは，各企業が決算に作成する貸借

対照表とほぼ同等のもので，毎年 1

評議員会（寄付金 1万円以上の人々で

構成）に報告された．

類と考えると，かなり不完全なもので

あるが，それでも財政状態を把握はで

きる．時期は，大河内が所長に就任し

た年から，太平洋戦争に突入した年ま

で告示した．

先ず財政規模であるが，合計欄で明

らかである．それによれば， 1923年と

36年に規模が拡大する.23年の場合，

収入欄に「政府補助金Jと「作業収入

繰入Jが表われ，それに対応して「研

究費」が増加している．

水谷清の文章によれば，当初40万円

を予定し，財政が全面的に依存すべき

はずの「利息及配当金」は， 10万円台

に過ぎず，やっと38年に増加する． こ

れだけでは，満足に研究費を支払うこ

ともできていない．理化学研究所が採

るべき道は，収入に見合った規模まで

研究を縮小するか，あるいは別の方策

を考えるしかなかった．大河内は研究

縮小を採らずに，別の手立てを追及し

た．

大河内が財政再建のために最初に行

特集「仁科芳雄生誕百年記念」

なったことは，前所長から引継いだ国

庫補助金増額であった．大河内は1915

年から貴族院議員であり，同院の最大

会派「研究会」の幹部の 1人であった

から，このような時には，つごうがよ

かった．彼の努力は実を結び， 23年4

月法律改正に成功し，当初200万円で

あった政府補助金を，総額415万円に

増額させ得た．その結果が， 23年以降

の「政府補助金Jに現われている．

次に行なったことは，「発明の工業

化Jと呼ぶべきことで，それはやがて

日産，日議，森， 日曹とともに新興コ

ンツェルン理研として，最盛期63社を

傘下に持つ企業集団を形成するに至っ

た．そしてその端緒は，鈴木梅太郎研

究室で発明された「ビタミン A製造

法Jの，理化学研究所内での生産，販

売だった．それが「作業収入繰入Jと

いう形で現われてくる．

大河内は研究費長捻出するために，

ビタミン Aを研究所内で製造，そし

て原価 1銭ないし 2銭のものを10銭で

販売した．大河内は「理研のような国

家や財界から援助をうけてやっている

ところが，つくったものを安く売って

は業界の大変な妨害になるj6) との理

由で，鈴木研究室の反対を押しきって

10銭としたそうである．特許権を握っ

ていて「妨害Jもないものだと思われ

るが，といって研究所は火の車だから

とは，口が裂けても言えなかったであ

ろう．言えば，必要な最低限の研究費

も要求しづらくなり，研究それ自体が

萎えてしまうからである．

結核に効くとの評判で，高価なビタ

ミン Aは飛ぶように売れた．例えば

24年の作業収入，約36万円の具体的内

容安示すと， ビタミン A, 機械類， 7)

出版物（「理化学研究所鷺報J等），酸

その他となっていて，全体のほぼ

80% （約28万円） をビタミン Aが占

める． ビタミン Aの比重の大きさ，

財政上の意義は，明らかだろう．反面，

作業収入を生みだすための「作業費J
も大きく， 24年は差ヲ｜き赤字となって

いる.27年に表 lから消えてしまうの

は， この点字から別会計となり，手lj誌の

み「作業収入繰入」として表示される

ったからである．

理化学研究所の発明を研究所自らが

製造，販売するという大河内流のやり

方は，大きな問題告含んでいた．とい

うのは，公益法人たる財団法人が，商

売をしていることになるし，第一何の

ための政府補助かということにもなる

からである．実際政府内部にも，研究

所は自ら閥行為を行なっているから，

補助の必要なしとの意見が出て， 37年

研究所は，それを辞i!3することになっ

た．表 lの「政府補助金Jが38年から

消えてしまうのは，このためである．

発明の工業化を制度化することと，

公益法人が商売告しているとの批判を

かわすために生まれたのが，理化学興

った. 1927年11月のことである．

創立時の資本金は 300万円で，総株数

3万株のうち 5千株を研究所が持ち，

残りを財界人が持ちあって誕生した．

創立には，次のような裏話がある．

理化学興業元調査課長が，安旧財閥の

安田善五郎に，直接聞いた話である．

財界人が集まり，食事をしていた時に

大河内正敏のことが話題となった．あ

の男は，我々の顔を見れば寄付，寄付

と言う． もういやになった．今度は，

研究所の発明を工業化する会社を創り

たいという．あいつならば事業をやっ

ても成功しよう．やらせてみるか．こ

うして金を出しあって生れたのが，

化学興業だそうである．

大河内が，研究資金受どのようにし

て集めていたか，想像できる逸話であ

る．大名の長男として生れ，子爵であ

る大河内にとって，下げたくもない頭

を下げて寄付安頼むのは，決して楽し

いことではなかったはずで、ある． しか

し政府補助が増額され， ビタミンAが
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売れたといっても，研究所が成長し続

ける限り，財政が安定したことにはな

らない．研究費の額が，主任研究員に

よって決められるとしたからには，な

おのことである．

ここで表 lの「当期不足金J及び

「当期剰余金J奇見てもらいたい． 不

足の年が4回記録されており，その他

は剰余金が出ているが，余裕が見られ

るに恋ったのは，「理研産業団収入J,
つまり理研コンツェルンからの収入が

百万円を越える36年以降でしかない．

寄付金はいくら増えてもいいことにな

る．また寄付に限度があるならば， ビ

タミンAで成功したように，研究所の

特許を自身の手で次々と工業化するこ

とによって，研究資金を獲得するしか

ない．そう大河内は考えて，理化学興

業を創ったのである．

それでは，理化学研究所，理化学興

業，理研コンツェルンの関係はどうな

っていたのであろうか．

まず研究所で理化学の応用方面の研

究が完成すると，試験的な作業を行な

い，工業として成り立つ見込みを確か

める. 36年5月現在で，研究所員937

人のうち 242人（26%）がこの試験作

業に従事していたというから，工業化

を重視していたことが理解できる．

この結果十分な成績をあげえた製品

は，性質によって，研究所内に製造設

備を造って製造するか，あるいは他に

製造を託するか，または報償契約の下

に新会社を設立するかを決めた．実際

は自身で製造した方が利益は大きいか

ら，研究所で生躍する場合が多かった

ようである．

研究所製品の評判が良く，量産が必

要となると，製造受理化学興業に移管

するか，あるいは直接E理化学研究所か

ら独立，理研コンツェルン傘下の会社

となる．理化学興業に移された製品も，

更に増産が必要な場合，日ljに製造会社

を設立して，この会社も理研コンツェ

ルン傘下の会社となる．つまり研究所

で発明，製造されていた製品は，直接

独立するか，理化学興業を経て独立す

ることになっていた．

直接独立した例として，前述したビ

タミンAなどの薬品をあげることがで

きる．薬品は，当初研究所栄養薬品部

及び医療薬品部で製造され，理化学興

業薬品部の手で委託販売された.38年

理研ピタスープ（アミノ酸にビタミン

類を添加した栄養飲料）など食料品へ

の進出そ目的として，三部は合併，独

立，（株）理研栄養薬品となった．

これに対して開化学興業を経て独立

した例として，理研酒や陽画感光紙を

あげることができる．

鈴木梅太郎博士が，清酒代用飲料製

造法を発明したのは， 21年のことであ

った．その後研究所で製造す

9社に特許実施権安譲渡してい

った.36年独立営利事業化を大蔵省か

ら勧告され，販売ばかりでなく製造ま

で理化学興業へ移管した．さらに38年

一層の経営積極化のために独立，（株）

理研澗工業となった．

陽画感光紙の場合，盟化学興業は，

28年から委託販売を引受け， 30年には

製造も開始した．満州事変以降の車需

生産の伸びは感光紙需要も拡大して，

36年（株）理研感光紙として独立した．

その後同社は，写真機やレンズ，フィ

ルムへ多角化して，理研光学工業と改

称した．今日の（株）リコーである．

以上の説明で明らかなように，研究

所を産みの母に，理化学興業を育ての

父にして，理研コンツェルン傘下会社

は誕生したのである．やがて発明の工

業化を目的としない，例えば，理研各

社の証券金融機関である富国工業，販

売会社である浪速機械製作所等3社，

そして宣伝・広告会社である科学主義

工業社，理研科学映岡等，コンツェル

ンの維持，育成を目的とする企業も誕

して，一大企業集団に成長した．そ

の総数は， 39年に63社となった．それ

にともない研究所と理化学興業は，そ

れら子会社の持株会社化していった．

1に示された「理研産業団収入J
の増加は，盟研コンツェルンの成長を

物語っている．資料上具体的な数字が

判明するのは6年間でしかないが， 36

年に全収入の50%を越え，以降649も，

85%, 82%と圧倒的な比重となる．大

河内の考えた研究資金告得る道は成功

して，研究者たちは何不自由なく研究

に従事できることになった．

それでは，開研コンツェルンからの

収入は，どのような形でもたらされた

のであろうか． 1例として39年を示す

と， 約300万円の内訳は， 「特許権実

施報酬」（43%),

許諾料J(11%), r寄付金J(2%）とな

っている．特許権実施報酬とは，

の使用期間中使用者から売上額ないし

生産額の何%かを受け取るもので，こ

れに対して特許権許諾料とは，特許権

使用料である.8) 

有価証券売買差金とは，理研各社株

式の市場価格と払込価格との差額であ

る．研究所は，会社創立の際，理化学

とともに新設会社の株式を所荷

する．やがて会社の営業成績が向上す

ると，株式市場に上場，同社の株を公

開する．将来性のある会社ならば，払

込価格50円の株も，例えば 100円と市

場価格は高騰するから，売却してその

差額50円を手に入れるわけである．前

述した富国工業はこのための会社で，

理研各社の株式を操仲し，研究所ばか

りでなく理研各社にも株式プレミアム

を獲得して，資金繰りに努めた．

理研コンツェルンの成長にともない

研究所の財政は豊かになったが，理研

各社にとっては，多額の利益を特許料

や配当金として吐き出してしまうこと

を意味していた．研究所と理研各社と

の特許料等報奨契約金は，研究所が会

1111111111111’”’0・5・””’111111111111111111111111111111111111111・II”。，＂＂・1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111』IHIIIII’tB’111111111 t，』t，』tl’II”l’t 1111111111111111111111111111111111111’111111111111111111111111111111111111111111111’1111 t』11111，』Ill・1111111111111111111’1111111111111111111111”0・11111111111111111111’”’”。，，，t
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社を搾取したとの非難もあったそうで

あるから，決して安くなかったと考え

られる．

同じことは配当政策にも見ることが

できた．営業成績と配当率とを検討す

ると，無理をして高配当を維持してい

た会社もあった． この結果，理研各社

は，内部留保の少ない，脆弱な財務体

質となった．なにしろ理研各社の最高

責任者は，取締役会長を兼任する大伺

内所長であるから，研究所第一の企業

経営は，ある意味で当然であった．つ

まり，理研各社の犠牲のもとで，期化

学研究所の財政は成り立っていたので

あり，仁科芳雄もその門下生も研究を

続けていたことになる．

太平洋戦争開始前後になると，経済

に対する戦時統制は強化され，理研コ

ンツェルンは再編に向う．大河内の経

営の失敗と財務体質の弱さは，大判内

の会長辞任，日本興業銀行主導の経営

へと改まっていった．

！日開研（駒込） 1号館（現在）

特集「仁科芳雄生誕百年記念J

しかし発明の工業化による理化学研

究所の経営という大河内の実験は，多

くの遺産を残した，それは，所長とし

て仁科芳雄やその門下生を世界一流の

研究者に育てたということだけではな

い．経営史的にみれば，ベンチャ…・

ビジネスの成功例であり，また技術立

同日本の礎石司会創った．今日研究・開

発が叫ばれ，研究費の多少によって会

社の株価が上下するのを見る時，大河

内の先見性は大きくクローズアッブさ

れるからだ．

それでは大河内正敏は，仁科芳雄を

どのような目で見ていたのだろうか．

還勝記念に何が欲しいかと理研各社の

取締役に聞かれた時，私は何もいらな

い，サイクロトロンを入れる建物が欲

しい， と答えたそうであるから， 9）仁

も，ま

も理解していたようである．恐らく大

河内にとって仁科芳雄は，研究を第一

と考える彼の夢を実現してくれる人物

であったのだろう．

文献

1）この文章は， 拙著 「新興コンツ L ルン理研

の研究J（時潮社， 1987）をまとめたもので

ある． したがって煩雑を避けるべく註等は

なるべく削り， 問書に譲った． 詳しく知り

たい方は，問番号長参照して］貰きたい．
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の自由な楽園．
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7）研究所工作係りが製造した実験用器具の販

8）表！の 39年特許権許諾料欄には記載がない

が， 理研コンツェルンの資料にはある． 研

究所の資料では，特許権実施報酬に含めて

表示したと考えられる．

9）関係者よりの聞き取りによる．

理研発足当時の建物（駒込）.1i. 1号館，布3号館
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く，全体として理解できたとは言えな

かったが， この大碩学の風貌を査近に

眺めたことは大きい感動であった．こ

の席には文学部の田辺元教授も参加

されていた．教授はその年末岩波より

「哲学と科学の間」を発行したが， そ

の中の一章「景子論の哲学的意味」に

おいてこの時の Bohr教授の所説を紹

介論述している.Bohr教授の講演旅

行はこの後阪大，九大にまで及んだ．

私は Bohr教授の来日を機にわが国

の最子力学受容の繁明期は終わったと

考える．我国は未曽有の重大時期に際

会し，国外との学術交流は間もなく一

切途絶え，それはs.20年まで及んだ．

この間，物理学教室は玉城教授告失い

(S. 13), 湯川阪大助教授がその後任

となり量子論講座を担当した（S.14). 

なお，本稿に述べた頃の回顧録を最

近別に記したが， I) その中に本稿に関

係した方々の写真を添えてあるので参

照されたい．

参考文献

1）内田洋一：岡体物理 23(1988) 70. 

仁科芳雄生誕百年記念シンポジウム

仁科記念財団と理化学研究所は，仁科博士生誕百年を

記念して，仁科博士ゆかりの地（旧理化学研究所）に新

築された日本医師会館において 1EvolutionalTrends of 

Physical SciencesJ と題し， 物瑚学の大きな流れを議論

する国際シンポジウムを次の通り開催します．

会場の座席数に限りがあるため，出席者は招待者に限

りますが，座席に余裕がある場合には希望者を受付けま

す．詳しくは事務局まで御連絡下さい．

開催日 1990年12月5日（水）～7日（金）

場所 日本医師会館（東京都文京区本駒込2-28-16

参加語録費 3万円

プロシーディング.Springer Verlagより出版．

70ログラム（招待講演者と講演題目）
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“High Temperature Superconduc-

tivity" 
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悶十~j白狐の咽蛇

竹内 〈仁科記念財団 113東京都文京区本駒込2-28-45)

矢崎裕一 〈東京都立上野高校 110東京都台東区上野公園 10-14)

現在国内にある仁科芳雄博士に関する主な一次資料のう

ち大学卒業後のものは，理研の史料室，仁科記念財団に保

れている．これに対し青少年時代のものは岡山県浅口

郡盟庄町所有のものが最も重要な資料であるが，不幸にし

て筆者等は今まで詳しく検討する機会を持たなかったので，

今回は前2者の紹介にとどめざるを得ないことを御了承い

ただきたい． これらの資料の整理作業開始の経緯，また注

目すべき内容をもつものについては，すでじ1987年「科学

史研究」1) に玉木英彦博士によってかなり詳しく紹介され

ている．また本誌にも，折にふれて同氏の寄稿が談話室な

どに掲載されてきたが，まとまったぺ…ジ数を与えられた

この機会に， 1988年以後になされた作業を加えてまとめて

みることにした．なお文中，職名などは正式なものではな

く慣用によることが多いこと，叙述の都合で敬称を省略す

る部分のあることを御了承いただきたい．

1. 資料の概要

まず理研史料室に保管されている資料は，保存系統の異

なっていた下記の 2種類に分類される．

A.事務書類． これには履歴書などの人事書類，事業報告

留学関係書簡などからなる．

B. 「3号館資料J（詳しくは「理研3号館仁科資料Jとい

うべきもの）． これはほぼ1920…1935の間の書簡，研究

ノート，原稿，草稿，など2）からなる．命名の由来に

ついてはのちに述べる．

仁科記念、財問では仁科記念室と名づける部屋に主な資料が

保存されているので，これらを…括して「記念、室資料Jと

呼んでいる．これは下記のように分類される．

( 1 ) 理研のBとあい補う形で， 1935年前後から博士の死

去の前後までの書簡．

( 2) 研究ノート，原稿，草稿，別刷．

( 3) 留学中に購入した図書．

（判 事務的書類（発注書など），属歴書，辞令．

( 5) 科学研究所設立関係書類の控の一部．

( 6) 初期の学術会議関係議事録．

( 7) 藤岡由夫氏の企画された伝記編纂のための聞書録音

テープ（朝永振一郎，石井千尋，山崎文男，木村健二

郎ほかの諸氏）．

( 8) 瀬藤象二，堀健夫，近藤金助三氏の聞書録音テープ

( 9) ニールス・ボーア研究所史料部， 3）国立科学博物

館， 4）浅田常三郎氏， 近藤金助氏の御好意により入手

した仁科書簡などのコピ

(10) ボーア生誕 100

健夫両氏の講演記録．

2. 理研3号館仁科資料の曲来

おける木村健二郎，姻

この資料は，盟研創立60周年記念事業を契機として，

1978年3月結品物盟研究室から記念資料室（後に史料室と

改称）に移管，保存されることになったものである．以下，

当時の資料室長岩城氏のメモおよび「理研50年Jその他に

よって，この資料の由来をたどって見ることにしよう．

仁科博士は1928年12月ヨ…ロッパ留学を終えて帰朝され，

長岡研究室の研究員として理研の 3号館におられた．仁科

博士は自室の木製書棚の下部引出にヨーロッパ留学中の研

究資料，書簡などを入れておかれたが， 37号館への移転

(1937年ころ）の際に， 既にこの引出が聞きにくくなって

いたためか放置したままになった．その後この部屋は西川

研究室の輪講室として使用された．西川研究室は， 1950年

篠原博士に引き継がれ，原子物盟研究室ほか数回の名称変

更の後，和光市の新研究所への移転の直前，篠原主任の定

年退職にともない， 1966年4月深田博士を主任として生体

高分子物理研究室に再編成された．一方四川研究室の学問

的伝統の一つの流れを受けたものとして，前記推移とは別

に， 稽原（Hagihara）博士を主任として， 結晶物理研究室

が1962年に新設されていた．

和光市への移転に当って，この資料は「開かずの引出J
にあったにもかかわらず，関係者の御配慮によって，ょう

やく陽の目栓み，新研究所へ運ばれた．この際この資料の

内容を勘案して深田主任より稽原主任に移管された．さら

に約10年の後創立60周年記念事業の一環としての資料収集

の呼び掛け告機会に，結品物理研究窓の岩崎主任より，

r篠原先生立ち会いの上で， 記念資料室へ渡したいJとの

11111111111111111111111111『1111111111111111111111111111111111111,11111111111111111111111111111111111111’””。，11111111111111111’”“11111111111111111111’11111111111111111111111111111’11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111’111111111111,1111111’Ill”’111111・11111111111111・o・1111111111111111111111’11111111111’t
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申し出があり， 1978年3月14日，記念資料室に保管される

ことになった．その後は岩城室長ならびに玉木博士を中心

に，理研と仁科財団の協力により整理が進められた．

1937年からの40年間には，第2次大戦，数度におよぶ研

究所の解体，新設，また研究室の改廃，研究所の移転など，

消滅の危機は何度となくあったと思われるが，節目ごとに

関係者の適切な処置によって生き残り， 「資料」として新

生命を得るに至った． この間， a.各段階で，注意深くかっ

資料価値を認める人に出会った， b.理研50年， 60年記念事

業により，発掘の契機，保管施設が存在し，積極的管理者

にもめぐまれた，という要悶とともに運の強さをも感ぜず

にはいられない．例えば， 1945年4月13日夜，空襲による

火災で 3号館は僅かな部屋を残して焼失したが（自然

(1978) 12増刊， 94－＝＝.宅静雄氏の記事）， この書棚は無事だ

ったのである．

この資料の出現以前には，仁科博士の留学前後の状況を

調べるための資料としては，前記理研の事業報告書，留学

関係書簡など限られたものしかなく， 「自然U(1976. 11.) 

に掲載された小泉賢吉郎氏の両期的労作5）奇参考にしつつ

も，手元のあまりにも断片的な資料をながめながら途方に

くれたものであるが，事いにも以上のべたような事情でこ

の議要な資料が利用できるようになったのである．

3. ニールス・ポーア研究所所蔵の仁科資料

仁科記念財団の項でのベた表題の資料は，コベンハーゲ

ンでの研究指導を願う最初の仁科書簡（1923年3月），

1945年の敗戦により壊滅に瀕した日本科学の復興について

のBohr教授のあたたかい配臓をしめす数通の書簡6）をは

じめ，貴重な書簡約40通である．このコピーを入手するこ

とができた経緯は下記の通りである．

仁科記念財団では1983年， 2節でのべた 3号館資料なら

びに記念室資料中の G.Hevesy教授と仁科博士と

簡（文献？の最初）をまとめたパンフレットを作成した．

1982年の Hevesy賞を受賞された飯尾正宏教授 （日本アイ

ソトープ協会常務盟事，東大医学部）にこのパンブレット

を託し， ドイツでの講演の際に配布していただいたのが機

縁となって， ニールス・ボーア研究所史料部の HildeLevi 

博士と仁科記念財団と連絡がとれ，資料の交換が実現した．

そののち数度にわたって贈られた資料を加えて，さらに類

似の書簡集 3冊7）が出版された．この間の事情は引用文

献3）に詳しく報告されている．

特集「仁科芳雄生誕百年記念J

4. 3号館資料の概要と整理の現状

この資料については，前記岩城氏が鋭意整閣にあたられ

た．これら作業のうち，欧文書簡，研究ノートなと、につい

ては，財団が協力することlどなった．こちらには論文以前

の考察メモ，断片的な計算記録その他リストしようにも

題をつけ兼ねるものも多いので，まずは現物の同定を容易

にする管理法会考えるのが先決であることを痛感した．

これに関しでは；， 1985年2月，当時の管理責任者，

と財団側との間で，ファイリングの方法， コ

ピーをとる範囲等について打ち合わせがおこなわれたが，

史料室の移転問題もあり，若干の資料のコピ…以外この作

業は休止していた．その後1988年10月，資料一式を仁科財

団に貸し出していただいて作業を再開し，管理方法の…っ

として現物の全部に資料番号ラベルをはること，コピー告

とることが実施され，現在チぶツクの段階にある．欧文書

簡はさきに整理された和文書簡と類似の透明ファイルにお

さめ，他の資料は 1点、ずつプラスチックホルダーに整理し，

利用の便をはかった．これによって従来分析に不便奇感じ

ていた研究ノ…トなども体系的に調査できるようになった．

資料金体は概略の分類がなされ，大型封筒に納められた

状態で発見されたので，以下ほぼこの分類にしたがって概

要を紹介する．とくに研究ノートなどは 6節においてニ，

三興味あるものについてやや詳しく述べる．

( 1 ) 

和文約 450通（1921-1936），欧文約 200通（1922…1936)

がある．和文書簡ほかの整理は， 1983年頃には完成し，

簡については注釈っきリストが作成された． よ

記類のうち，原文のままでは読みにくいものについては現

換えたものが用意された．欧文書簡について

は，資料番号のついたこの時点、で， リストもれ，日付など

の再チぶツクを行なった後，仁科財団に保管されてい

簡とあわせた総合リストの再編成を行なう予定である．

和文書簡では，内容的に興味あるものとして，長岡，

嶺両先生のもの， 1930年代前半の原子核実験の準備，開発

に関するものがあげられよう． 欧文書簡では， 0. Klein, 

G. Hevesy, B. Schultz等， コペンハーゲナ…からのものが

注目すべきものである． また Bohr書簡が 1通しかないが，

残りは全部仁科財団に保管されていることがわかった． こ

れらのことについては， 引用文献し 2に詳しい報告があ

る．

以上のほかに書店，学会などの事務的書類がある．

( 2) 日記，見学記
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大正十年当用日記，訪米記（1928）ほか．

( 3) 学習ノート，研究ノート

相対性理論講演の筆記，研究途上の疑問点のまと

( 4) Bohr相補性論文8）英訳関係資料

Comoにおける Volta100年祭の招待講演から， Natur-

wissenschaften, Natureの論文が生まれる過程9）の資料

として数棟の草稿，校正刷がある．

( 5) Klein－仁科論文10）関係資料

計算の…部，草稿に近いまとめ，数値計算，校正刷，

別刷， Kleinの手紙など． 仁科単名の論文に関するも

のもここにまとめられている．

( 6) コロキウム・ノ…ト

1926-1928の量子力学に関するものなど．

( 7) 文献学習ノート

a.最子力学b.X線分光学，化学関係c.勉強会教材

( 8) 原稿，草稿

仁科研究室初期の論文原稿，解説の原稿・草稿．

( 9) 実験ノート，会員証など

(10) 仁科に無関係と思われる資料． これらは研究室の推

移のうちにまぎれこんだものと思われる．

s. 仁科記念財団の資料整理の現状

記念室資料については，前記3号館資料ほどに進んでい

ないが，現在までの主な作業項目を列挙しておく．

( 1 ) 聞書テープより対談としていくつかの文書を作成，

一部刊行，

( 2) 留学中に購入した図書の調査，

( 3) 整理引出内の資料の分布略図作成，

(4) 株式会社科学研究所設立関係書類控の繋瑠，

( 5) 日本学術会議議事録の整理，

( 6) 現有欧文書簡全体の総合リストの試案作成．

こちらの作業量はまだまだ多く資料番号が付けられる段

階には至っていない． しかしながら，現在までに日を通し

た範囲でも，最子力学発梓のころのコロキウム・ノートな

どは理研，財団両資料をあわせて調査してはじめて理解さ

れるものと思われるので，内容調査の第一歩として現在検

討を進めている．次節の後半でその一部に簡単に触れる．

6. 研究ノート，コ口キウム・ノート

この節では参考のため 4節で述べた資料番号を（ ）を

つけて示すことにする．

まず Klein…仁科の公式関係の資料には，基本的な for-

mulationの段階から最終段階に査るまでの数多くの計算

メモがある．この中には，論文に記されているようなスピ

ン演算子の性質を用いる技法によらない直接的な計算を進

めたもの（201), 電子のスピン状態の扱い方に論文とは異

なる考え方を用いたもの（192）等があって，粁余曲折を経

た取り組みの跡をたどることができるが，中間段階までを

整理して述べたノート (174）と，最終段階の散乱電磁波の

強度計算のメモ（196）をつなげると一つの完結した流れが

られる． また，論文では触れられていないが， Kleinと

仁科は静磁場中の Dirac方程式の解を求める試みも行なっ

ていた．磁場について 1次の近似の計算であるが，その筋

道は仁科のノート（195）に克明に記されている． またこれ

に関する Kleinの計算メそも残されている (194,205-209). 

実は，この計算が行なわれた背景には散乱後の電子の終状

態の問題があった. Dirac方程式の解には，一つの運動量

に対して二つの独立なスピン状態（E>O）があるが， Klein

と仁科は，自分たちが選んだ二つの終状態に物理的な意味

付けを与えることに苦心していたらしい．この問題の解決

の経緯は Kleinから仁科への手紙（173-2，日付は 27Oct 

1928), (358，日付は 2Dec 1928）によって推察できる．散

乱常磁波の偏りを論じた仁科単名論文については，論文の

き原稿（167），全過程の計算を記したメモ 2種類（172,

181），論文よりも一般化された条件の下での計算が行われ

ているメモ（182）等がある．

コロキウム・ノート， 講演等のノ…トには， Copenha-

genのもののほかに HamburgのPauliの下でのセミナーの

記録がある． Copenhagenのものには Heisenbergが行列力

学の基本的な考え方を説明した講滴のノート（3）や，有名

なSchrodingerのCopenhagenでの講演のノ…トと思われ

るもの（50）も含まれている．また日付入りで， Dirac,

Heisenberg, Klein, Hund, Heitler, Gamov, Mott, Hartreeほ

かが設場するコロキウム・ノートがある．これらのうち仁

科が特に関心を持ったものには後から考察メそも付加され

ている．尚，これらコロキウムでの話は，ほとんどがその

後論文となって出ているので，論文とノートを対比してみ

ると，いろいろ得るところがあるだろう．一例告挙げると，

Diracは変換理論の論文を出す前に 2回にわたってこの話

脅しており（105），ノートには， 論文には見られない図解

なども記されている．また δ関数を導入するところには

“mathematician does not call it a function，，とあり， Dirac

の肉声を聞く思いがする（写真参照）．仁科財団にも，

DiracとHeisenberg,BohrとHeisenbergの問答が記録され
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たコ口キウム・ノート等がある. Pauliのセミナ…の記録

(103）は1927年11月から1928年2月にわたる． これはほと

んどPauliの独演の観があり， そのうち多くが不確定性，

観測の問題，因果性など量子力学の基本概念の分析に当て

られている． これらの問題について Pauli独特の立場がう

かがえて興味深い．

さて， Bohrの相補性論文は1927年の秋に一旦Natureと

N aturwissenschaftenの校正刷が出るところまで行ったが，

その後大幅な加筆，修iEが行われ，全面的に書き改められ

た形で1928年の春，ょうやく両誌に掲載された．仁科は

1927年のクリスマス休暇に Hamburgから Copenhagenに

り， Kleinと協同でこの論文のドイツ語からの英訳に携

わったという経緯がある. 3号館資料の中には Natureと

N aturwissenschaftenの初期段階の校正刷（150, 151, 157), 

中間段階の部分的なタイプ原稿多数， Natureの最終段階

の校正刷（155）等があり，初期段階の校正刷には仁科，

Kleinほかの番込があちこちに見られる上に， 挿入用のタ

イプ，手書き原稿も付随している． これら資料の錯綜した

様子からも，この論文が修正に次ぐ修正を経たよで出版の

びとなったことがわかる．また仁科財団には Klein,

Bohrとの討論の記録やセミナーの記録，仁科による相補

性論文の注釈ノートと総指ノ…トなどがある．仁科がこの

論文に深い関心を持って取り組み， 難解な Bohrの考えを

明日間吸収することに精魂を傾けた様子が見える．引用文献

11参照．

文献学習ノートも多数あるが，そのうち，

の主力となった Heisenberg ( 11ほか）， Schrodinger ( 111, 

関1 ニ1ロキウム・ノートの一部．

126ほか），Dirac (71, 87, 90,109ほか）の諸論文に

ついては，詳しく計算，注釈，考察を記したノート

が作られている． ほかに Hundの分子の理論に

ついてもその種のノート（69, 120）があるのが

目に付く．またX線分光関係の文献にも絶えず

注目しており，この方面への仁科の関心が初期

の実験的研究以来持続していたことがわかる．

考察メモの類には， X線分光に関する諸問題

の考察，前期量子論に基づ‘く原子の電子殻構造

の問題の考察（60），量子力学関係では，相補性

論文についての疑問点を列挙した「不審Jと題

するメモ｛272),,-n形のポテンシャノレによる散

乱の詳しい計算（91,142, 144), Sehrり<linger波

とdeBroglie波の概念上の違いを説く，場の最

子化についての論考（139）等々があり，仁科の

歩みをしめす道機となっている．

7. おわりに

以上，資料が如何にして利用可能になったかという点に

多くのページをさいたが，資料保管者相互のコミュ…ニケ

ションが貴重な資料を活用する上で欠かせないという事

実を例示しようとの考えからである．

参考文献

1）荒木英彦：科学史研究，第2期26,No. 163 (1987) 184一われわれの仁

科芳雄研究．

2）玉木英彦： 日本物理学会誌35(1980) 93ーコペンハ…ゲンから盟研の

仁科博士への手紙．

3）玉木英彦：日本物理学会誌38(1983) 961一物理学史資料委員会だより，

No. 6 

4）玉木英彦：日本物理学会誌39(1984) 160一物l理学史資料委員会だより，

No. 7. 

5）小泉賢吉郎：自然No.11 (1976) 58…ヨ…ロッパ留学時代の仁科芳雄．

6）玉木英彦：東京大学新聞 (1985年6月25日， 7月2日， 16日）

ールス・ボーアと日本． Publication No. 27 （後出7)) に収録された

1949年の Bohrほかの書簡参照

7) Publication No. 17, G. Hevesy-Y. Nishina Correspondence, 1928-1949 

(1983). Publication No. 20, Y. Nishina’s Correspondence with N. Bohr 

and Copenhageners (1984). Publication No. 21, Y. Nishina’s Letters to 

N. Bohr, G. Hevesy and Others (1985). Publication No. 27, Supplement 

to the Publications No. 17, No. 20, No. 21 (1986). 

8) Nature 121 (1928) 580--April 14, 1928. Naturwissenschaften 16 (1928) 

245-13 April 1928. 

9）ローゼンタール著，豊田利幸訳：ニー／レス・ボーア（岩波欝！ι
1970) p. 98--0. Kleinの記事

10) 0. Klein und Y. Nishina: Z. Phys. 52 (1929) 853; Nature 122 (1928) 

398. 

11）東洋学芸雑誌557号（1929)604ーハイゼンベルク（W.Heisenberg）と

ディラック（P.A.M. Dirac）との掻子物理学樹立に於ける業績．

lltlllllllllllll’＂＇＇””’””’”’””’”’”’ B”’111111111111111・IHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII’II’11111111111111』Hill’11111’11111111111111’111111111111111111111111t’111111111111111111111111111’11111111111111111111 1’t’11111111111”E 1111”t・＂＇・111111111111111111111111’””11111111111111”’HIll・1111111”1111””””’gt”t”＂＇’111111111’11111111111”” 
特集「仁科芳雄生部前年司令jト司’rτJJ細則開L P)C 匹司繭？”問 ，恥い、」 769 



The Physical Society of Japan (JPS)

NII-Electronic Library Service

竹内 一 〈仁科記念財団 1時京都文京区本駒込山一45)

廃政直彦 〈東海大学文明研究所砂州奈川県平塚市北金目 1117)

科学者仁科芳雄のあしどりを中心とし，科学史としての観点から必要と思われる主要な発見，社会事象などを最小限

付加した年表を作成した．

1890. 12. 6 岡山県浅口郡盟庄村浜中，仁科存正四男として出

生

[1895 R伽tgenX線を発見］

[ 1896 A. H. Becquerel 放射能を発見］

[1900 Planck 景子仮説導入〕

[ 1905 Einstein 相対性理論， 光量子論， ブラウン運動

の理論〕

[ 1911 Rutherford 原子核の存在を提唱）

[1912 

[1913 Bohr 原子構造の最子論］

[1913. 6 高峰議古，国民科学研究所設立を提唱］

日914…1918 第1次世界大戦］

[1917. 3 財団法人理化学研究所設立認可］

1918. 7. 9 東京帝国大学工科大学噴気工学科首席で卒業

1918. 7. 10 同大大学院入学．また財団法人理化学研究所研究

生として鯨井研究窓に入る

[1918 Bohr 対応原理〕

〔1919 Rutherfordα粒子による原子核の破壊］

1920. 8. 1 研究員補に任命．米欧諸国留学告命ぜられる

[1920. 8 学術研究会議設置］

1921. 4. 2 留学のためヨーロッパに向け出発

[1921. 9 大河内正敏，盟化学研究所所長に就任］

1921. 10. 1-1922. 8. 15 キャベンディッシュ研究所， Rutherford

教授のもとでガイガー尖端計数管の研究，これを

用いてX線によるコンプトン散乱龍子の空間分布

を調べる

1921. 10. 10 研究員に任命

770 

[1922. 1 理化学研究所，研究護制度（主任に予算・

任せる）を採用］

[1922. 5-6 理化学研究所， 「鷺報jおよびScientificPapers 

そ創刊］

〔1922.8 東北帝悶大学付麟鉄鋼研究所を改称昇格さ

材料研究所を設立］

[ 1922. 11 Einstein来日，相対性理論ブーム］

1922. 11. H923. 3.15 ゲッチンゲン大学にで Born,Hilbert等

の講義を聴く

1923. 4. 10--1928. 9. 30 コベンハーゲン大学で研究生活

(1) X線吸収スベクトルと原子構造との関係

(2) Hevesy長助けて X線スペクトルによる

学分析，

(3）化学的結合状態と X線スベクトルの関係

この間 1927.8…1927. 10ノfリ， 1927.11.10…1928.

2.20ハンブルグ大学（PauliのもとでRabiと共

に理論研究），その後碍びコベンハーゲンにもど

り1928.3-1928. 9. 30 Kleinとともに Diracの理

論による X線の自由福子による散乱の研究を行

う（Klein-Nishinaの公式）

[1923. 9 関東大震災）

[ 1923 Compton コンブトン効果］

[ 1925 Heisenberg 行列力学］

[ 1926 Schrodinger 波動力学］

〔1927.11 理化学研究所，理化学興業会社を設立］

[1927 Heisenberg 不確定性原理， Bohr 相補性原理］

[1928 Dirac 相対論的龍子方程式］

1928. 1. 27 Bohr招鴨叶聞について長岡あてに書簡

1928. 10 コペンハーゲンを去りパリ，ロンドン経由渡米

(10. 31ヨーロッパをはなれる）

1928. 11.12-1928. 12. 5 アメリカ各地の研究者訪問

1928. 12. 21 帰国

1929. 2. 15 長岡研究室所属に決定（テーマ その

応用）

1929. 2. 23 名和武妹美枝と結婚

1929. 9 Heisenberg, Dirac来日の際，量子力学紹介に主要

な役割を繍じる

[ 1930 Lawrence サイクロトロンの発明］

1930. 11. 21 理学博士の学位取得．題目：「錫（50）ヨリたんぐ
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L吸収すぺくとる並 1936. 8 清水トンネルで最初の地下観測，宇宙線“爆発現すてん（74)

ニ其ノ

[1931. 3-4 Hevesy 

トノ関係ニ就テJ 象”をとらえる

1931. 5 京大l

1931. 7. 1 仁科研究輩創設. 1931年のテーマは (1)

(2）原子核の研究（3)X線分光学による原子及び

分子の研究（4）分光学による化学分析とその応用．

1932年には前年度の（3),(4）がなくなり下記のテ

ーマが入る， (5）宇宙線の研究（6）高速度陽子線

の発生

1931. 9, 1932‘ 6, 1933. 6北大にで量子論の集中講義

[1931. 9. 18 満州事変おこる］

1932-1935 朝永ほか参加し理論研究が進腿，また中性子，人

工放射能の実験，宇宙線の飛跡撮影も進展

[1932 Chadwick 中性子の発見， Anderson

発見）

[1932 Heisenberg 原子核の理論」

[1932 Cockcroft, Walton 

変換］

1932. 4. 20 啓明会より

[1932. 12. 28 日本学術振興会設立

[1933. 3 日本，国際連盟を脱退］

[1933 Fermi ベータ崩壊の理論］

出版

桜井錠二）］

[1933 ナチス政権成立，ユダヤ系教授追欣）

[ 1934 Joliot-Curie 人工放射能の発見， Fermi 中性子

による原子核の人工変換］

1934. 1. 29 日本学術振興会第 10小委員会（宇宙線）

定．仁科は委員，幹事に就任

[1934. 11 湯川 中間子論を数学物理学会で発表〕

1935 1. 西川研究室と共同で原子核実験室創設．サイ

クロト口ン，コッククロフト・ウォ lレ卜

の計画本格化

2. 宇宙線の飛跡観測のため大型霧箱を製作

(17，附gauss，直径40cm），一方宇宙線強度の

時間変化の観測精度を上げるため大型電離箱の

設計開始（理研型のちに仁科型と呼ばれた），

また上空・水中・地下における測定が計幽され

た

[1935 Hevesy，生物学への放射性アイソトープ利用の論

文を Natureに発表］

1935. 12 宇宙線強度の連続観測開始

1936 横須賀の海軍工廠にて大型霧箱の実験実施

1936.12 Diracの「量子力学J第2版の翻訳出版

[1937 Anderson, Nedde'rmeyer宇宙線ミュ…中間子発

[1937. 3 大阪帝大にサイクロトロン完成］

1937. 4 小サイクロトロン完成，核物理学，放射線生物学，

人工放射性トレーサ…を使う研究開始，同時に大

サイクロトロンの設計開始

1937. 4-5 宿願の Bohr招鴨実現. Bohrは物理学者のみなら

ず生物学者にも大きな刺激を与えた

1937. 4-1939. 3 商船航路奇利用し練度効果の測定

[1937. 7. 7 麓溝橋事件（日華事変おこる）〕

1937. 8 宇宙線中間子の質量測定

1937 第10小委員会，仁科型電離箱を樺太より南洋に査

る5簡所に置き同時観測することを決定

[1938 HahnとStrassman ウランの核分裂発見］

[1938. 4 国家総動員法公布］

1938. 6 大サイクロトロンの電磁石拙付完了

1938. 6. 10 日本学術研究会議会員となる

1939 アイソトープのトレーサーとしての利用について

最初］の結果を発表．中性中間子検出の実験を行う．

よる宇宙線強度連続観測開始

[1939. 9. 1 独軍ポーランドに侵入（第2次世界大戦）］

1939-1941 トリウムの核分裂，速い中性子によるウランの核

分裂の研究，また超ウラン元素探索を試みる

1939-1943 中性子等の遺伝および生理への影響の研究

1940 連続観測データから宇古線強度と気回・台風との

関係などを明らかにした． このころ Hevesyに来

日の希望あるも実現せず

1940. 7 清水トンネルの地下3,000m water eq.にで字街線

強度測定開始

1940. 9-10 E. 0. Lawrenceのサイクロトロンの視察のため，

ら3名をアメリカに派遣

1941 サイクロトロンの中性子の空間分布測定のため原

子核乾板を試みる

[1941. 12. 8 日米開戦］

1942. 12…1943. 1 気球による宇街線強度観測を実脆

1942. 12. 8 戦時下の事情により宇宙線の研究分野縮小を決意

（気象との関係に重点をおく）

[1942 アメリカのマンハッタン計耐発足J

[1942 Fermiを中心とするシカゴ大学のグループ原子炉
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での核分裂連鎖反応に成功〕

1943 熱拡散法によるウランの軽い同位元素濃縮の研究

を開始

1943. 2. 11 大サイクロトロン組立終わり調整に入る

1944. 1 大サイクロト口ンで重水素イオンを 16MeVまで

加速に成功

1944. 3. 8-1945. 9 電波科学専門学校長

1944. 4. 1-1944. 9. 13 通信院議波局長

1944. 6 計数管96本による精窮宇宙線計の運転開始

[1944. 6 海軍電波実験所設立］

1945 研究輩員の…部は梅軍技術研究所にでマグネトロ

ンの研究に従事した

1945. 1. 25 元素の人工変換及び宇宙線の研究により昭和19年

度朝

[1945. 8. 6 広島， 1945.8. 9. 長崎に原子爆弾投下］

1945. 8. 8-8. 15 原子爆弾の被害調査にあたる

[1945. 8. 15 第2次世界大戦終結］

1945. 11. 24 GHQ （連合軍総指令部）の指令により大，小サ

イクロトロン撤去さる

[1946. 1 GHQ軍国主義者の公職渇放を指令）

[1946. 6 GHQ理化学研究所の解体を指令］

1946. 2. 11 文化実

1946. 10. 25-1948. 2. 29 理研理事， 1946.11. 11より所長

[1947. 7 米国学術諮問団来日）

1947. 12. 9 公職追放資格審査の結果非該当と決定

1948. 2. 29 理研解散， 3.1株式会社科学研究所設立， 社長に

就任

[1948. 7 日本学術会議法公布， 12月，第 l回選挙〕

1948. 8. 25 日本学士院会員

1949. 1. 22 日本学術会議副会長

1949. 9. 8 コペンハーゲンの国際学術会議（！CSU）に出席の

ため出発， 10.1. 帰朝

1950. 3. 3 日本学術会議代表として渡米， 4.6，帰朝

1950. 4. 10 アメリカからアイソト…プ初輸入

[1950. 6 朝鮮戦争始まる］

1950. 11 発病， 12.12川島問腸病院に入院

1951. 1. 10 午後4時15分死去

[1951. 5 Lawrence来日，サイクロトロン

[1951.12 科学研究所サイクロトロン
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